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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序章　帝位承継

　SUCCESSOR OF THE THRONE







　物心ついてより、世界はひたすらに過か酷こくだった。

　生きていれば、必ず死ぬ。

　それは、どうする事も出来ないこの世の理ことわりだ。

　そして世界は、足の踏ふみ場ばも無い程ほどに死の要因で充みち満ちている。

　老いて、病んで、飢うえて、傷ついて、殺されて、簡単に人生は終わる。

　戦乱の世に在っては、死なない様にするだけで精せい一いつ杯ぱいだ。

　ましてや厳しい修練を子供にも課す乱破師サバターの里においては、ちょっとした不注意や偶ぐう然ぜんで簡単に人は死ぬ。才能が足りていなくても死ぬ事が在る。たとえ無事に育っても、戦場に出たその日に討うたれる事も在る。

　死は本当に、そこかしこに転がっていて……珍めずらしくも何ともない。

　そして、死ねば、その瞬しゆん間かんに全すべてが終わる。

　生いき甲が斐いだの、生まれてきた意味だのを見つける暇いとますら許されずに。

　まるで……この世に生まれてきた事そのもの、お前の存在それ自体が無む駄だの極きわみであったのだ、とでも言うかの様に。

　だから──『首輪』は安あん寧ねいだ。

　お前は、これに繫つながれる為ために生まれてきたのだと教えてくれる。

　お前は、これの許す範はん囲いでやれる事をやれば、自身の存在を全まつとう出来ると教えてくれる。

『首輪』は主あるじたる誰だれかに繫がっていて、どちらの方を向けば良いのかは、その者が教えてくれる。後は命じられた通りに全力で──無心に走れば、それで済む。

　自由とは虚きよ無むであり、不安と困こん惑わくしか呼ばない。

『首輪』を疑う事は、その安寧に背を向けるという事だ。

　だから──乱破師の生き方を疑う人間は、邪じや魔まだった。

　用意された『首輪』を前に、『それを着けて本当に良いのか？』『自由というものの価値をお前は知らないのではないか？』そんな事を言ってくる相手は、誰であろうと、不ふ愉ゆ快かい極まりなかった。

　だから……

「──そのまま動くな」

　命じられるがままに、シン・アキュラは直立不動で待った。

　この男の口調は揺ゆるぎない。自分の口にする事に微み塵じんの疑いも感じていない。確固たる何かを持っていて、立ち止まる事も無い、そういう人物だ。他人に対して一方的に何かを命じる場合でも、その声は確信に満ちた堂々たる響ひびきを帯びている。

　主に相応ふさわしい──とシン・アキュラは思った。

　つい先程まで彼の主であった、シュテファン〈饗宴王バルタザール〉ハルトゲンよりも、遥はるかに揺るぎ無い──絶対者の口調である。

　服従は喜き悦えつだ。

　制限は安寧だ。

　故ゆえにこそ怖おそれも疑いもせず、ただシンは相手の言葉に従った。

「…………」

　シンは己おのれの首筋を撫なでる相手の指を意識する。

　何かを探さぐるかの様なその動きは、何ど処こか淫いん靡びですらあった。

「ではお前に〈エンペリオン〉たる因子を注入する」

　厳おごそかな口調で相手はそう言った。

　勿もち論ろん──シンには相手の言葉の意味など分からない。〈エンペリオン〉とは何か。その因子とは何か。全く分からないが、不安は無い。信じて従うと決めた以上、シンの思考はそこで停止して微塵も揺らがない。だから不安など感じようが無い。

「多少は苦しむかもしれんが、すぐに収まるだろう。適性に関する補正の為の魔ま法ほう術式も起動させるのでな。およそ半日といった処ところか。耐たえよ」

「……御ぎよ意い」

　シンは口だけを動かしてそう言った。

　そのまま動くなと命じられた。ならば石像の如ごとく、命令が解かれない限り、この世の終わりまでそうしているだけだ。むしろ如い何かに動かずにいられるか、その事だけをただシンは考えていた。

　そして──

「…………」

　相手の吐と息いきが首筋に掛かかる。

　生暖かい呼吸の感かん触しよくが、指にも増してはっきりとシンの肌はだを撫でて行く。

　そして──

「──！」

　唐とう突とつにそれは鋭するどい痛みへと変化した。

　嚙かまれた。そう瞬間的に理解はしたが、シンはただ動かずに待った。

　動くなと言われた。耐えろと言われた。

　だから彼は粛しゆく々しゆくとそれに従うのみだ。

　だが──

「…………あ」

　入ってくる。何かが入ってくる。血が吸い出され、そこに生まれた空くう隙げきへ代わりに何かが注入される。注つぎ込まれた何かはシンの血管の中で血と混ざり合い、心臓の鼓こ動どうによって全身に運ばれ、そしてゆっくりと──その肉に、骨に、浸しん透とうしていく。

　まるで白い布に垂らした墨ぼく汁じゆうの一いつ滴てきの如くに。

　決定的に何かを塗ぬり替かえながら。

　それが分かる。何な故ぜだか分かる。

「あ……ああ……」

　シンは喘あえいだ。

　静せい謐ひつな彼の心とは裏腹に、肉体は本能でそれを拒こばもうとしているのか──全身に焼ける様な痛みが沸わき上がり始めた。動くなと言われたが故に、彼は渾こん身しんの力を筋肉に漲みなぎらせ、自らを押さえ込むが、それでもがくがくと身体からだのあちらこちらが震ふるえるのを止める事は出来なかった。

「あ……ああ……あ……あ………！」

　痙けい攣れんするシン。

「……アルマルト・ライトルト・ハフ・ティント・エルム・シス・ティント……」

　彼の首筋から顎あごを離はなすと──相手は短く何かを唱える。

　すると周囲に漂ただよっていた白い霧きりの様なものが、緩ゆるやかに震えるシンの身体を包み込み、ゆっくりと固体化してその身体を封ふうじ込めていく。

　素材物質マテリアル。魔法師ウイザード達がしばしば用いる、魔法に反応し易やすい物質の事である。

　シンを閉じ込める素材物質の──箱。

　それは、直立させた棺ひつぎの様にも見えた。

「……エルム・フォス・エウ・ワールン……」

　青白い光の紋もん様ようがその表面を覆おおい、その密度を増していく。

　中に居るシンの視界も、その青白い魔法の発動光に埋うめ尽つくされ、彼が主と定めた相手の姿もその向こうに消えていく。

　だが──

「これでお前は人間ではなく、エンペリオンとなる」

　相手の声が青白い光の向こうから、荘そう厳ごんな響きを伴ともなって届いた。

　その声はやはり巌いわおの如く揺らがず、自明の理を説くかの様に力む様子も無い。

　己の行こう為いは全て、この世の摂せつ理りであり必然であるとでも言うかの如くに。

　それでこそ支配者だ。

　これでこそ絶対者だ。

　シンは激痛の中で、膨ふくれあがる歓かん喜きを覚えていた。

　そんな彼の内心を見み透すかすかの様に──

「自由であるが故に、惑まどい、争い、怒いかり、嘆なげく、その様な不安定な生き物ではなくなる」

「……おお……おおおおお…………」

「統すべる者であるが故に揺らがず、統べる者であるが故に惑わず、ただ統べるという目的の為に存在し、稼か働どうする、肉持つ機関となるのだ」

「ぎょ……い……」

　相手の──かつて〈禁断皇こう帝てい〉と呼ばれた男の宣告を、シンは、苦痛と歓喜の狭はざ間までしかと聞き届けた。







　第一章　三人の王

　THREE KINGS







　耳に痛みを感じる程の静せい寂じやくが、謁えつ見けんの間を満たしていた。

　ハルトゲン公国──ゲランソン城内。

　既すでに、この場に昨日までの佇たたずまいは無い。殺風景ともいうべき質しつ実じつ剛ごう健けんさが特とく徴ちようだったゲランソン城の謁見の間は……今や、壁かべや天てん井じようが何カ所も破られた上、柱の何本かも倒たおれて、夥おびただしい破は壊かいの痕こん跡せきが散見される。そしてその廃はい墟きよじみた空間に、墓ぼ碑ひの如く林立するのは、半ば透すき通る──硝子ガラスの様な構造物の群れだ。

　それらは、鼓動するかの様に強弱をつけながら、青白い光を放っているが──音は無い。

　時刻としては夕暮れ時である筈はずだが、この場を満たす空気は静夜のそれだった。

「…………」

　言葉を発する事に誰もが臆おくし、己の鼓動や呼吸の音さえ耳みみ障ざわりに感じる程の……そんな重く硬かたい静寂が横たわっている。誰もがその無音の領域に囚とらわれたまま、次の行動に出る事すら出来ないでいた。

「…………」

　この、静謐なるも異様な情景の中央に──一人の男が佇んでいる。

　見た目から言えば、初老の偉い丈じよう夫ふ……なのだろう。

　断言を憚はばかるのは、その男がほんの少し前まで、少年であり、青年であり、人間にはあり得ない速度で成長を示してきたからだ。少なくとも常人の尺度をこの人物に当てはめても意味が無い事は、この場に居る誰もが理解しているだろう。

〈禁断皇帝〉アルトゥール・ガズ。

　かつて、この世界を覆っていた戦乱を操あやつり続けていた男。

　彼の口から出た話が全て本当ならば、この世界を俯ふ瞰かんする超ちよう存在──『神』より遣つかわされ、戦争を延々と続ける為だけに千年を超こえる時を生きてきた怪かい物ぶつだ。このフェルビスト大陸における魔法文明の基き礎そを造り、これを発展させてきた人物でもある。

　大賢けん者じやにして魔ま王おう。

　そう呼ぶに相応しい存在だ。その存在は既に伝説や神話の域に達している。ただそこに居るだけで、常識を根本から揺るがしかねない化け物だ。

「…………」

　問うべき事は山ほど在った。

　だが誰だれも言葉を発しない。発する事が出来ない。

　あまりに条理常識を超えた出来事を前に、そも、先まず何を問うべきか、という単純な優先順位の判断さえつかなくなっているのだろう。

　世界は牧場であり、自分達はそこで育てられている家か畜ちくでしかないのだと──この世界で足あ搔がき、怒り、喜び、悲しんで、その生老病死、悲喜交こも々ごもの全すべてを神への供く物もつとして捧ささげる為ための存在でしかないのだと告げられては、依よって立つ全てが崩くずれ去ったかの様な虚きよ無む感かんすら覚えて当然だ。

　だが……それでも。

　全員の脳のう裏りを一つの疑問が漂っているのは間ま違ちがい無かろう。

　破壊された天井の向こうに、黄昏たそがれ色の空が広がっている。

　そしてそこでは、天の全てを覆うかの如き巨きよ大だいな『人ひと影かげ』──それが、千々に引き裂さかれ、ゆっくりと散り、沈しずみ往ゆく太陽の気け怠だるい朱しゆに溶とけて消えつつある。

　アルトゥール・ガズはあれが『神』なのだと言った。

　正確にはあの黒い影かげが──文字通りに神の影なのだと。

　そして〈禁断皇帝〉は、生きた魔法機杖ガンド──ニーヴァ・ラーダを用い、フェルビスト大陸全土から集めてきたという魔ま力りよく、即すなわち人間の精神の波動を費ついやして、この世界の『外側』に居るという『神』を殺す魔法を実行した。

　つい先さき程ほどの事である。

　それまでハルトゲン公国を──あるいはフェルビスト大陸全土を、遥はるかな高みから見下ろすかの様に覆い被かぶさっていた巨大な人型の影。今やそれは断だん片ぺんとなってゆっくりと消しよう滅めつしていく最さ中なかだ。

　だが──




　──これで、本当に？




　誰もがそう思っていた事だろう。

　あまりにもあっけない。

　ひたすら唐突に過ぎる。

　この世界を俯瞰し人々の喜き怒ど哀あい楽らくの波を吸い上げて生きる──『神』。

　宗教上の概がい念ねんとして、あるいは、形けい而じ上じようの概念として、それを口にした者は多かろう。人は世の不条理や不平等を自らに納なつ得とくさせる為、頭上に超ちよう越えつ者の存在を見たがる生き物である。

　だがそれが実在すると、明確に意識していた者が、どれだけ居るだろうか。

　神は居るかもしれない。神は居ないかもしれない。

　その程度の認にん識しきでも人は生きる事が出来た。都合の良い時だけ祈いのる対象として──あるいは呪のろう対象として識しっていれば、それで充じゆう分ぶんだった。

　まさかそれが実際に自分達の頭上に存在し、この世界という檻おりの中に自分達を飼っているのだと──それどころか品種改良までして、より激しい感情を持つ生物を生みだしていたのだと、識っている者はほぼ皆かい無むだった筈だ。

　だからこそ誰もがその事実を突つきつけられて呆ぼう然ぜんとしている。

　その事を『神』自身に問い質ただそうにも、彼ひ我がの隔へだたりはあまりにも大きく、その暇いとまも許さないまま、アルトゥール・ガズが『誅ちゆう神しん』の術式によってこれを殺してしまった。

　神は死んだ。

　だが本当に？

　今までその実在を確認する事も出来なかった凡ぼん俗ぞくにとって、ガズ皇帝の宣言が事実かどうかすら識る術すべは無い。

　全てはアルトゥール・ガズの仕組んだ欺瞞ペテンではないのか。

　そもそも『神』が本当に居て、そしてそれを〈禁断皇帝〉が本当に殺したのか。

　もしそうだとしたら、何が変わる？

　世界は──どうなる？

「…………」

　不安というよりも、単純な困こん惑わくが一同の上に横たわる。

　それを知ってか、知らずにか──

「──さて」

〈禁断皇帝〉と呼ばれた男は言った。

　厳おごそかに──まるで神事を執とり行う祭司の如ごとく。

「それでは此こ処こから始めよう」

「──始める？」

　眼めを細めてアルトゥールを睨にらみながら問うたのは、乱破師サバター──いや、今や竜騎士ドラグーン・キヤバリアとなったトール・アキュラだ。

　黒こく瞳どう。黒くろ髪かみ。そして端たん整せいながらも物もの憂うげな表情の貼はり付いた、顔。

　顔立ちも体たい軀くも以前とは変わらず、手にする得物も変わらず……しかし、その身を覆うのは、白銀と黄昏の色をした鎧よろいである。

　竜騎士として得た変へん幻げん自じ在ざいの鎧。分厚い装そう甲こうに見えて、しかしそれはトールの一部であり、彼が乱破師として体得した身軽な動きを、妨さまたげない。

「何を言って──」

　彼は、自ら主と定めた少女チャイカ・ガズ──いやチャイカ・トラバントと共に此処までやってきた。

　チャイカの望みのままに、〈禁断皇帝〉の遺体を集め……自身にその認識も無いまま、アルトゥール・ガズの復活に手を貸した事になる。無論、遺体を喰くって〈禁断皇帝〉を産み落とした黒のチャイカや、全てを仕組んだであろうアルトゥール・ガズについては、忌き避ひや憤ふん怒ぬを覚えずにはおれなかったが──それは今の処ところ、二の次だ。

　既にチャイカ・トラバントの『目的』は喪うしなわれ、彼が此処に留とどまる理由は無い。

　このゲランソン城を覆おおっている結界が解除されれば、すぐにでもこの地を立ち去る積もりであった。利害関係が消滅した今、アルトゥール・ガズが神を殺そうが、帝てい国こくを再興しようが、トールの興味の外だ。

　しかし……どうにも不安が拭ぬぐいきれない。

　いや。不安などという生易しいものではない。

　相手は人間の埒らち外がいとも言うべき怪物──〈禁断皇帝〉である。何を考えているのかすら想像も出来ない。そもそも、何な故ぜあの男は『神』を討うつなどという大それた行こう為いに出たのか。『神』の操り人形で居る事に飽あいたのか。

　では──その次に彼が行う事は、何か？

「本当の、世界の全ての、支配を」

　むしろ晴れやかな表情さえ浮うかべて、〈禁断皇こう帝てい〉はそう告げた。

「──！」

　謁見の間に居た一同の間に、驚きよう愕がくが走る。

　アルトゥール・ガズ──『神』によって『世界の半分を支配する』事を宿命づけられた存在。それは比ひ喩ゆでも何でもなくきっかり半分、つまり『全て』ではなかった。

　彼は『半分の王』たる事を強しいられてきた、とも言える。

　絶対君主による世界の完全支配。

　それは──当然ながら全ての戦争の終しゆう了りようを意味する。

　少なくとも国家が複数存在しなければ、戦争などというものは起こりえない。勿もち論ろん、国家内の対立勢力による諍いさかいは在り得うるだろうが──それとて、絶対君主の権勢によっていつでも叩たたき潰つぶす事が出来るだろう。

　そしてそれは『神』の望まぬ事だった。

　ならば……

「目の上のたんこぶを取り除いたって事か」

　トールは唸うなる様に言った。

　既すでにアルトゥール・ガズに『世界の半分を支配せよ』と命じていた『神』は居ない。

　ならば、アルトゥール・ガズはその能力の全てを出し切って、フェルビスト大陸とそれに付ふ随ずいする全ての大地を手中に収める事も可能──少なくともその積もりで動く事は可能である筈はずだった。

「お前はもう、半分なんて制限も無く、好きなだけ、自分の支配する領域を広げられるって事か。その為に──神を殺したのか」

　どうせ支配するというのなら全てを。

　そう望むのは当然の心理かもしれないが……

「そうだ」

　アルトゥール・ガズは悠ゆう々ゆうとした仕草で頷うなずいた。

「その能力が在るのならば、最大限に行使したいと考えるのは当然だろう？」

　その口調には、殊こと更さらに誇ほこる響ひびきは無い。自明の理を語るかの如き淡たん々たんとしたものだ。

　つまり……自分には世界の支配者たる能力が備わっていると言いたいのか。

　実際その通りなのだろうが──

「何にしても結構なこった」

　トールはガズ皇帝を睨みながら言った。

　別にトール自身は彼に何をされた訳でもない。だがどうにもこの〈禁断皇帝〉は勘かんに障さわる。チャイカ達を道具の様に──いや実際に道具として使い、用済みとなれば棄すてる、その考え方そのものが気に入らない。

　ただ……

「お前の、当座の目的は果たしたんだろ。結界を解いてくれ」

　前述の通り、先ず今のトールが考えるべきは、自ら仕えると決めたチャイカ・トラバントの身の安全を確保する事だ。そしてそれは恐おそらく、この城の中ではままならない。一いつ瞬しゆんでも早く、トールはこの場から立ち去りたかった。

　だが──

「そうはいかん」

　アルトゥール・ガズは小さく首を横に振ふった。

「我が目的の為の大規模術式は、もう一つある。それを起動し終えるまでは、外部からの邪じや魔まをされたくはない。何者にもな」

「…………」

　トールは眼めを細めて、アルトゥール・ガズを見る。

　神の直属の下僕しもべ。

　神を殺した魔ま王おう。

　その言葉が本当ならば、今いま更さら、誰だれに何を邪魔されるというのか。この期ごに及およんで誰がこの怪かい物ぶつの邪魔を出来るというのか。

　いや。あるいは諸国の王が、何らかの方法で〈禁断皇帝〉の復活を識しって、これを再び討つべく、連合軍を組織して攻せめてくる可能性は在る。

　しかし……

（あるいは……）

　ふと──トールは考える。

（こいつは意外と脆もろいのか……？）

　神殺し、などという肩かた書がきがついてしまった為ために、神よりも強大で、不老不死であるかの様に──どんな方法を以もつてしても斃たおせないとすら感じてしまうが、それは誤りだ。実際に一度は八英えい雄ゆうによって殺されているのだし、そもそも神を殺したからといって、ありとあらゆる面で神よりも『強い』と証明された訳でもない。

　人間も小さな──その気になれば踏ふみつぶせる程度の、毒虫の一いつ匹ぴきに刺さされて、死んでしまう事は在る。神を殺したからといって神より強いとは限らない。魔法師ウイザードが近接戦せん闘とうでは為なす術も無く二流の剣けん士しや槍士ランサーに殺されてしまう様に──得意不得意というものが在ってしかるべきだ。

　そう。アルトゥール・ガズも決して斃せない存在ではない、筈だ。

　もっとも──例の『御遣いアポストロ』を自じ称しようしていたという連中との戦いを見る限り、人間の範はん疇ちゆうには到とう底てい、収まりきらない様な強さを備えているのは、事実であろうが。

「そのもう一つの術式ってのは、いつ起動するんだ？」

「明あ日すの朝といったところか。今、大陸全土から魔ま力りよくを集めている最さ中なかだ」

「……大陸全土から？」

　いきなり規模の大きな言葉が出てきた。

　結界の外で、人々が気を失って倒たおれていく様はトール達も見ているが──あれが大陸規模で起きているという事か。結界の内側にいるトール達には影えい響きようが無い処を見ると、あるいは強力な魔法による防ぼう御ぎよがあれば、気絶を免まぬかれるのかもしれないが、魔法師の絶対数を考えれば、城の外で未いまだ意識を保っている人間は、ごくごく少数だろう。

「言ったろう。人間の喜き怒ど哀あい楽らくを収集する為の、神の仕し掛かけ。シャモニ遺い跡せき群。あれらを介かいして──利用して、もう一度、人間の意識と記き憶おくの力を集めている。単に神を殺す程度ならば、威い力りよくが在って、届けば良いが──要するに多少乱暴な術式でも構わんが、こちらは精せい緻ち極きわまりない術式を要する」

「……チャイカ」

　トールはガズ皇帝を見み据すえたまま、傍かたわらの少女に言った。

「あいつが一体何をしようとしているのか、分かるか？　さすがに魔法の術式がどうのとか言われても俺にはさっぱりだ」

　長い銀の髪かみと、円つぶらな紫むらさきの瞳ひとみ──即すなわち〈禁断皇帝〉と同じ瞳と髪を持つ小こ柄がらな少女。

　清せい楚そで愛らしいその顔には、しかし今、不安と緊きん張ちようの強こわ張ばりが貼り付いている。

　亡国の姫ひめと呼ばれた棺ひつぎ担かつぐ姫チャイカ。

　実際には姫どころか、〈禁断皇帝〉復活の為の道具でしかなかった訳だが。

「……推測不能」

　申し訳無さそうにチャイカは──白チャイカ、もしくはチャイカ・トラバントと呼ばれる少女は首を振る。長い銀ぎん髪ぱつが頭の動きに合わせて音も無く揺ゆれた。

　どうやら魔法師である白チャイカにも分からないらしい。

「さて──そこでだ」

　アルトゥール・ガズは謁えつ見けんの間に居る一同を見回して言った。

「お前達に提案がある」

「……なに？」

「提案？」

　怪け訝げんの表情を浮かべてそう応じたのはトールと──そしてガズ皇帝を挟はさんで彼の反対側に立つ、隻せき腕わんの青年だった。

　いかにも貴族らしい金きん髪ぱつ碧へき眼がんと、涼すずしげな顔立ちは以前と同じなのだが……文字通りの死線をくぐり抜ぬけてきた結果か、何ど処こか全身に纏まとっている雰ふん囲い気きに、抜ぬき身みの刃は物ものの様な鋭するどさが在る。

　青年騎士キヤバリアアルベリック・ジレットである。

　一度は記憶をなくし、何者かの傀かい儡らいとして行動していた様だが……どうやら今はもう元の記憶と人格を取り戻もどして、ヴィヴィやニコライといったジレット隊の面々と一いつ緒しよに行動しているらしい。

　混乱しているのは、彼等も同様だろう。

　元々はトール達と敵対関係にあったアルベリックであり、ジレット隊であるが……『戦後復興』を目的として行動する〈クリーマン〉機関に所属していた彼等にとって、最も憂ゆう慮りよすべきは『ガズ帝てい国こくが復興され、それに伴ともない世界が再び戦国時代に戻る事』であった筈だ。だからこそガズ皇帝の遺体を集めるチャイカ達を追い、捕ほ縛ばくする任務を彼等は負っていた。

　では……この状じよう況きようは彼等にとって、どう判断すべきなのか？

　復活したガズ皇帝を討って、更さらなる戦争の開始を止めるべきなのか。

　それとも、既に自分達の職分を越こえた話としてただ上層部の判断を仰あおぐべきなのか。

　いや。ガズ皇帝の言葉が噓うそ偽いつわりの無い真実であるとすれば、彼がこの世界を完全支配する事が出来た時こそ、真の『戦後』が訪おとずれるとして、むしろ積極的に手を貸すべきなのか。

　ただ──

「此こ処こに居合わせたのも、何かの『縁えん』であろうよ。他ほかの誰でも良いのだが、お前達が受けるというのならば、お前達に与あたえてやるのもやぶさかではない」

　紫の瞳がじろりとトールを見据えた。

「特に竜騎士ドラグーン・キヤバリア──トール・アキュラといったか？」

「…………」

「お前とお前の傍そばに居る三五七番のチャイカは、今回の我が『復活』において最も働いた功労者だ。褒ほう美びにお前が望むものを与えてやるというのも、道理に適かなっているだろう」

「俺が望むもの？」

「役割だ」

　ガズ皇こう帝ていの口元に薄うすい笑えみが過ぎる。

「何者でもないままにこの世に生まれ、何者にもなれないままに生き、何者にもなれないままに死ぬ、そんなお前達に、揺るぎない肩書きを与えてやろうというのだ──かつての私の様に」

「かつての……？」

　それはつまり『神』に与えられた役割という事か。

　ならば……

「世界の三分の一を支配させてやろう」

「なに……!?」

　それは世界の三分の一を統すべる王という『役目』を与えるという意味か。

　だが……

「それからその騎士」

　ガズ皇帝はアルベリックの方を見み遣やる。

「お前には別の三分の一を与えよう。お前も王なり帝みかどなり好きな肩書きを名乗るが良い」

「…………」

　ガズ皇帝の言葉の意味が分からず、トールは思わずアルベリックと顔を見合わせた。

　やはりアルベリックも分からないらしい。その秀しゆう麗れいな顔に浮うかんでいるのは、先まず、困こん惑わくの色だった。

　世界の全すべてを支配すると言いながら、トールやアルベリックを王にするという。

　すると残り三分の一をガズ皇帝が支配するという事か？

　それとも他に誰か一人を加えた三人を、王として配し、その上にガズ皇帝が君臨するという事なのか？

　だが……

「三分の一と言われたか、ガズ皇帝よ」

　眼を細めて問うのはアルベリックである。

「何な故ぜ、三分の一なのですか？」

「既すでに一人は役目を承しよう認にんした」

　そう言ってアルトゥールは謁見の間のある方向を見遣る。

　そこには──

「……！」

　立ち並ぶ構造体の幾いくつかが緩ゆるやかに横へと滑すべり、そこに在ったものを一同の視線の前にさらけ出す。一ひと際きわ大きなその構造体は、まるで硝子ガラスで出来ているかの如ごとく、中が透すけて見える様になっていた。

　まるで、それは直立する棺かん桶おけの様で──

「──シン兄」

　中に納められている男の名を呟つぶやいたのは、トールの後ろに控ひかえていた黒くろ髪かみの娘むすめだ。

　未まだ若い娘ながら、愛らしいというよりは、美しいと評した方が違い和わ感かんの無い容姿である。ただしその美しさは華か美びな装そう飾しよく品のそれではなく、目的の為に錬れん磨まされ絞しぼり込まれた道具や武器の端たん正せいさ──無む駄だを排はいした末に滲にじみ出る、本質的な美であるが。

　義理の妹──アカリ・アキュラ。

　乱破師サバターとしての修練を物心つく前から重ねてきた為か、普ふ段だんからあまり感情を表に出す娘ではないが……今、その口調には、珍めずらしく動どう揺ようの震ふるえが聞き取れた。

　シン・アキュラ。

　構造体の中に封ふうじられているその男は、トールとアカリにとっては出身地を同じくする先せん輩ぱいであり、血は繫つながらずとも兄と呼んだ相手であり──更には、このハルトゲン公国において敵でもあった存在である。トール達よりも幾つか年上の彼は、実戦経験を持つ一人前の乱破師であり、本来ならば、トールとアカリが目指すべき目標、一つの到とう達たつ点である筈はずだった。

　だが──

「シン兄がお前の提案を受け入れたってのか？」

　トールは構造体の中のシンを改めて見ながら問うた。

　シンは両りよう眼めを閉じ、眠ねむっているかの様に──死んでいるかの如く微び動どうだにしない。だが勿もち論ろん、殺された訳ではなかろう。此処で死体を引っ張り出してくる意味など無い。

「そうだ」

　アルトゥール・ガズは頷うなずいた。

「乱破師というものは、戦場においては犬よ道具よと蔑さげすまれると言うが。それは即すなわち自らの在り方を他者に委ゆだね、自ら望まず、自ら怒おこらず、自ら嘆なげかず、ただ淡たん々たんと与えられた役割をこなすが故ゆえの事だと聞く。逆に言えば、乱破師は自らを道具と規定し、それに殉じゆんじる事で精神の安あん寧ねいを得る、という事だ」

「…………」

　トールは敢あえて沈ちん黙もくを選んだ。

　此処でガズ皇帝に、彼自身の抱かかえていた葛かつ藤とうを語って聞かせても意味はあるまい。

「主あるじを喪うしない、道具としての自分を持て余していたこの男は、素す直なおに我が提案を受け入れたが。これは別にこの男に限った事でもなかろうよ」

「……なに？」

「人は、自分が何者でもない事には耐たえられない」

　ガズ皇帝は歌う様な口調でそう言った。

「自分というものに名を付け、様々な角度から定義付けを行い、自分という存在を確定させる事で安寧を得る」

「…………」

　咄とつ嗟さに口からこぼれそうになる反論を、トールはしかし吞のみ込んだ。

　ここはガズ皇帝に好きに喋しやべらせておく方が良い。

「我はその定義付けを貴様等に与えてやれる」

〈禁断皇帝〉と呼ばれた男は、トールと、そしてアルベリックを順に眺ながめた。

「我が下もとで王となるが良い。自由という虚きよ無むに迷う必要は、もう、無い」

　ガズ皇帝が何かをした様子も見えなかったが──構造体は音も無く左右に開く。

　同時に、中に居たシンもゆっくりとその瞼まぶたを開いた。

「……！」

　怖おぞ気けの様なものが背筋を駆かけ上がるのを、トールは感じていた。

　何か違ちがう。何かが。決定的に。

　人間としての本能か、竜騎士としての技能か、いずれにせよ感覚的にトールはそれを察知していた。

　以前のシンも決して侮あなどれる相手ではない──むしろトールが一人で相対するならばとても勝てそうにない手練れで在ったが。

（なんだ……？）

　周囲を威い圧あつするかの様な雰囲気は無い。

　むしろ静せい謐ひつで冷たい空気を、シンは纏っている。

　この短期間で、何か開かい眼げんなり得心なりして、乱破師として次の段階へと達したのか。シンは一人前の乱破師であるが、それでも、全ての奥義を極め尽つくした訳ではない。

　あるいは──

「シン・アキュラ」

「はい。我が君」

　ガズ皇帝の呼び掛かけにシンはそう答えた。

「約定通りお前に世界の三分の一を任せる。委細は好きにして構わん。統治せよ。それが唯ゆい一いつにして絶対の命令である」

「御み心こころのままに」

　胸に──心臓の位置に手を当ててシンは一礼する。

　完全に彼はガズ皇帝の配下となった様に見える。トール達が居ない間に、どんなやりとりを両者が交かわしたのかは分からないが、シンは既にもうハルトゲン公王の下に居た時の彼とは違う様だ。

「…………」

　トールはガズ皇帝から視線を外し、アルベリックの方を見る。

〈クリーマン〉機関の青年騎士キヤバリアもまた、眼を細めてガズ皇帝を睨にらんでいた。

　ガズ皇帝の語る内容が彼の主義や信条に反するからか。

　それとも何か痛いところを──図星を突つかれたからか。

　いずれにせよ諸もろ手てを挙げて大賛成、という訳ではない様だが──

「ガズ皇帝──」

「…………」

　呼び掛けに応こたえ、紫むらさきの瞳が、無言で青年騎士を見み据すえる。

　世界の三分の一を支配する王にしてやる、と甘かん言げんを弄ろうしながら、しかしその眼まな差ざしは路ろ傍ぼうの石に向けるものに等しい──少なくともトールにはそう見えた。

「貴方あなたは私の問いには答えていない。何故、三分の一なのです？」

　アルベリックはそう繰くり返した。

「貴方に世界を支配する力があるというのならば、一人で全てを支配すれば良い。表に出る事を厭いとうというのならば、単に傀かい儡らいが一人居れば良い──それだけの話です。わざわざ己おのれの権勢を三つに分けて与あたえる必要が無い」

「もっともな意見だが」

　ガズ皇帝はむしろ小さく頷いて言った。

「世界を三つに分ける事には勿論、意味がある。二つでは一気に均きん衡こうが崩くずれてしまう場合がある。だから安定させるという意味で三勢力を置く。三さん竦すくみという言葉が在ったか──簡単に言えばそれが理由だ」

「三竦み──」

　アルベリックはその言葉を繰り返す。

　性質の異なる三つの勢力が対たい峙じした場合……それはむしろ均衡を生む、という考え方は別に珍しくない。戦場においては三みつ巴どもえの戦いもしばしば見られたし、それが、時に戦せん況きようの停てい滞たいを──仮かり初そめではあるが、均衡、安定、といった状態を造り出す事もままある。

　だがそれは、三勢力が相そう互ごに対立している事が前提条件だ。

　どれかの勢力が他ほかの勢力と結びついて、残る一つの勢力を潰つぶしにかかれば、均衡は一いつ瞬しゆんにして喪われる。ましてや背後で全て繫がる傀儡勢力であった場合は、そもそも均衡も何もあったものではない。形だけの三竦みに何の意味があるのか。

「世界を安定させる為ためだ」

　ガズ皇こう帝ていは厳おごそかにそう言った。

「三つの勢力による未み来らい永えい劫ごうの戦争状態。それこそが望ましい」

「なに……!?」

　愕がく然ぜんと声を漏もらすアルベリック。

　驚おどろいたのはトールも、そして他の者達も同じだった。

「世界を、戦乱の渦か中ちゆうにまた戻もどすと言われるのか!?」

　アルベリックがトールの方を一いち瞥べつしたのは、以前、トールが『戦乱上等』を謳うたっていたからだろうが──

「先ずお前達の認識の間ま違ちがいを一つ正しておこう」

　ガズ皇帝は言った。

「戦乱、という言葉だ」

「その言葉が何だと言われるか？」

「戦争とは乱れた状態であるという認にん識しき。それから転じて、戦争の無い状態が乱れていないのだ──と、お前達は思っている様だが。それは間違いだ」

　淡々とした口調で〈禁断皇帝〉はそう断言した。

「戦争が終われば次に待っているのは停滞と、安寧の最さ中なかに生じる腐ふ敗はいだ。平和という状じよう況きようにより、人々の間に生じた余よ裕ゆうは、戦争とは別の問題を生じさせる。権力者達は私腹を肥やし、貧ひん富ぷの差は拡大し、差別が様々な局面で生じる。なまじ荒あら療りよう治じが出来ない状態は、緩ゆるやかな死を招く」

「……!?」

「騎士よ。お前は確か──戦後復興機関〈クリーマン〉の所属であったか？」

　ガズ皇帝は傍かたわらに立つ機杖ガンド少女・ニーヴァの髪かみに触ふれながらそんな事を言う。

　つい先さき程ほど、復活したばかりの〈禁断皇帝〉が、戦後に設立された〈クリーマン〉機関やアルベリックの所属を知っているのは、ニーヴァを介かいして知識を吸収したからか。

　考えてみればトールが乱破師であるという事も、ガズ皇帝は知る機会など無かった筈だ。まともに顔を合わせたのは、トールが竜騎士ドラグーン・キヤバリアになってからの事である。

　あるいは──チャイカの脳のう裏りにニーヴァの『扱あつかい方』が焼き込まれたのと同じく、チャイカの記き憶おくの一部もニーヴァによって吸い上げられ、復活後のガズ皇帝に知識として提供されていたのかもしれない。
















　魔ま法ほうとは記憶を燃料にして行使する技術。

　ならば、記憶そのものを取り扱う事にも、様々な方法があるのだろう。

　とはいえ──

「お前とて、居場所の無い己を厭いとうた事は無いか？　騎士などと見み栄えを張っていても、所しよ詮せんは血統ごと戦争に特化しただけの家か畜ちくに過ぎない。権力者におだてられ、自ら品種改良を繰り返してきた、檻おり無き家畜よ」

「なっ──」

　騎士そのものを侮ぶ蔑べつするかの様な物言いに、アルベリックが表情を強こわ張ばらせる。

　だが彼が反はん駁ばくする間を与えずアルトゥール・ガズは続けた。

「戦争の無い平和な世界では厄やつ介かい者もの扱あつかいされたのではないか？　だからこそ戦後復興機関などという雑用係の走そう狗くなどをするしかなかったのではないか？　戦場に立つ誉ほまれ？　お前にそれが与えられる事は無いぞ──平和なこの世の中にいる限り」

「…………」

　唇くちびるを嚙かむアルベリック。

　意外に想おもいつつも──トールには、彼の気持ちが分かる様な気がした。

　戦争が終わり、自分の居場所が無くなり、不安とも不満ともつかない気持ちを持て余していたのはトールも同じだ。名めい誉よの在る無しの違いはあれど、共に、戦争に特化した生き方を叩たたき込まれ、持てる力と才の全すべてをその為に錬磨してきた。

　今いま更さら──平和な世界で違う生き方を探せなどと言われても、納なつ得とくなど出来る筈はずが無い。

　それは本当に、その通りだ。

　そんなトールの内心を見み透すかしたかの様に──

「元乱破師サバターの竜騎士よ。お前も同じであろう？」

　ガズ皇帝はトールの方を見てそう言ってきた。

「領地も安定した俸ほう禄ろくも無いお前達の方が、より切実であろうな。常人の何倍もの戦せん闘とう能力をその身に備えながら、戦時でなければ、ただの厄介者、その日喰くうものにすら困る在り様──それが乱破師だ。竜騎士になってもそれは変わらない。むしろ竜騎士こそ戦場以外では誰だれにも望まれぬただの人間兵器だ」

「…………」

　トールは、傍らに立つ、白銀の鎧よろいの娘むすめを見み遣やった。

　金きん髪ぱつと紅こう瞳どうの美しい女騎士。

　アルベリックと同様に生まれついての貴族、といった豪ごう奢しやな印象の容姿だが、しかしこの娘のそれは、全てが擬ぎ態たいだ。そもそも彼女は人間ではない。

　フレドリカ。姓せいは無い。強しいて名乗る時はスコダ、と名乗っているが。

　彼女は装鎧竜ドラグーン──魔法を使う竜ドラゴンの一種だ。

　トールは、初めて出会った時のフレドリカの事を思い出す。

　主あるじであったドミニカのふりをしていた装鎧竜の化け身しん。

　彼女は、ドミニカの望みを──『もう戦う事しか自分には残っていない』と思い詰つめ、病びよう床しようにありながらもひたすら戦場に立って死ぬ事を求め続けた女の望みを叶かなえようと……その死後もドミニカのふりをし続けていた。

　ドミニカを、そしてフレドリカを、哀あわれとは言うまい。

　それはトールも同じであり、恐おそらくはアルベリックも同じなのだ。

　誰もが戦争という『当たり前』の中に生まれ育った。

　だから、それを取り上げられては途と方ほうに暮れる。

　しかし──

「…………」

　謁えつ見けんの間に、再び沈ちん黙もくが落ちる。

　ジレット隊の面々は、ガズ皇帝との会話は完全にアルベリックに任せている様だった。何か魔法師達は──禿とく頭とうの男マテウス・キャラウェイと、眼鏡めがねの娘ズィータ・ブルザスコは、ガズ皇帝の語る内容について思う処ところがある様だったが、先程から口を開く様子は無い。

　トール達の側もそれは同じだった。

　チャイカは──チャイカ達は自ら会話に嚙んでくる様子は無い。

　白のチャイカは勿もち論ろん、その隣となりに立つ、紅あかいチャイカもまた。

「…………」

　チャイカ・ボフダーン。

　銀の髪と紫の瞳は同じだが、性格はむしろ正反対、といった様子の『剣けん士しのチャイカ』である。大量にばらまかれた『チャイカ』の一人であり、同じ理由で全ぜん滅めつしてしまう事を防ぐ為、敢あえて、個人差を付けられた存在。

　真実を知り、存在理由を失った今、一度は茫ぼう然ぜん自じ失しつの態ていであった彼女だが──白チャイカと同様、現在は概おおむね立ち直っている。

「…………」

　勿論、チャイカ達だけでなく──アカリも、フレドリカも、口を挟はさんでくる様子は無い。この場での交こう渉しようと決断をトールに任せている、という事だろう。紅チャイカの従者である二人……魔法師ウイザードのセルマと槍士ランサーのダヴィードは、気絶したまま、謁見の間の隅すみに寝ねかされているので、会話に嚙みようが無い。

　やがて──

「……突とつ然ぜんに王となれと言われても困こん惑わくする」

　アルベリックはトール達の方を一瞥して、そう答えた。

「貴方の術式が完成するまでは半日以上かかるとの事だが。少し考える時間をいただけまいか？」

「……選せん択たくの余地など無いがな」

　とガズ皇帝は言う。

　脅おどす様な口調ではなく、むしろ呟つぶやく様な──自明の理を改めて口にしただけの様な言い方である。この怪かい物ぶつにとってはアルベリックの、そしてトールの選択など、些さ末まつ事に過ぎないのかもしれない。

『誰でも良い』『これも縁えん』とは先に彼自身が言っていた事だ。傀儡に据すえる者に、明確な選定基準や資格など無いのかもしれない。

　いや。それよりも問題は──

（断った場合、だよな）

　トールはシンの方を見遣りながら考える。

　傀かい儡らいの王を三人立てる場合に──その事情を自分の支配下に無い者達が知っているのは恐らく好ましくない状態だ。そもそも傀儡の意味が無い。つまりトール達が断った場合、事情を知る彼等は、生きて外に出る事が許されない可能性が在る。

（未まだ六スッバ星ル衆が何人か残っている場合──いや）

　場合によってはシンとガズ皇帝だけでもこの場にいる全員を斃して余り在るかもしれない。何しろ末席にアルベリックが居た〈御遣いアポストロ〉達九人を──アルベリックと同等かそれ以上の使い手の集団を、ガズ皇帝は事実上、一人で駆く逐ちくしてのけたのである。そこに乱破師としての完成品たるシンが加われば、どれだけの戦力になるのか──

（場合によっちゃ『還かえらずの谷』みたいな事も出来るんだろうしな）

　素材物質マテリアルを使った精神操作、あるいは戦闘用人形の形成と制せい御ぎよ……範はん囲いは当然、限定されるだろうが、それが可能ならばトール達を全滅させる事も可能かもしれない。

　ならばやはりガズ皇帝の申し出を受けるしかないのか。

　あるいは──

「好きに悩なやむが良い。それは求められた事であるからな」

　何ど処こか皮肉げな口調で──〈エンペリオン〉と呼ばれた男はそう言った。
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　ゲランソン城の中は、まるで廃はい墟きよの様だった。

　元々──武芸大会のせいで関係者の半数が外部に出で払はらっていた事も在ろうが、その後は〈御遣いアポストロ〉達によって、あるいはガズ皇こう帝てい支配下の『チャイカ』達によって、内部の人間は排はい除じよされていったのだろう。全滅したかどうかは勿論、確かめた訳ではないが、気け怠だるい静せい寂じやくが広い城内を満たしていて──自分達以外に、人の気配も感じない。

　その一方で、あちらこちらには構造物──謁見の間に林立していたものと同じだ──がぽつりぽつりと立っており、蒼あおい光をぼんやりと放散している。

　城内の監かん視しの為ためか、あるいは結界を維い持じする為のものか、さもなくば──このゲランソン城そのものが、巨きよ大だいな魔法機関と化しているのか。トールにはまるで判断がつかず、チャイカもまた、初めて見る術式ばかりで、分からない部分が多いとの事だった。

「──さて」

　トール達は謁見の間から二階層ほど下った辺りで、適当な部屋を見つけて、そこに陣じん取どっていた。城勤めの官かん吏りが働く為の部屋なのか──机や書しよ棚だなが幾いくつか置かれているが、比ひ較かく的てき広く、全員が横になって休める程度の床ゆか面めん積せきはある様だった。

　勿論……この城の中である限り、ガズ皇帝の監視下という意味では、何処に居ようと大差は無いだろう。

　だが〈禁断皇帝〉の傍そばに居るのは、無用の圧あつ迫ぱく感かんを受けるだけで自分達の側がわに利するものは何も無い、とトールは判断したのである。特に白と紅のチャイカ二人が受ける心理的圧力は尋じん常じようではない筈だ。ある程度の覚かく悟ごは出来た様だが、それでも二人にとってはガズ皇帝こそが創造主、つまりは神に等しいという事実は変わらない。

「どうだ？」

「うい──術式、問題なし」

　チャイカは頷うなずくと、頭上に向けた長大な器具──自身の身みの丈たけよりも長い魔法機杖ガンドを少し揺ゆすってみせた。

　その先せん端たん部では、青白く発光する魔ま法ほう陣じんがゆっくりと回転を続けている。

　防ぼう御ぎよ系の魔法である。正確には遮しや蔽へいの為のものだ。

　基本的にその遮蔽力場の密度を操あやつる事によって、通すもの、通さないものを選択できる。

『還らずの谷』で使った様に、気密性を確保する事も出来るし、その気になれば音も光も通さない様にも設定出来る。完全に外部と内部を遮しや断だんする事も可能で──今はそうやって使っていた。勿論、中に居るトール達が窒ちつ息そくしてしまわない様に、魔法の効果範囲は部屋全体の規模で、大きくとってあるが。

　この防御魔法の力場をチャイカに頼たのんで展開して貰もらったのには勿論、意味がある。

　現状、ガズ皇帝がいきなりトール達を攻こう撃げきしてくるとは考えにくいし、城の中に残っている者達が──何人居るのかは不明で、場合によっては一人も居ない可能性が在るのだが──問答無用で攻撃してくるとも、やはり考えにくい。

　だからこの魔法は──素材物質を使った精神支配を遮断する為と、他ほかには、トール達の会話の内容をガズ皇帝側に聞かれないようにする為のものだ。

「完全な密閉空間か」

　と腕うでを組んで唸うなる様に言うのはアカリである。

「密室に女を五人も連れ込んで──一体兄様は何をしようというのか」

「……いい加減、突つっ込むのも面めん倒どうだが、その五人っていうのには、紅チャイカんとこの気絶してる魔法師も含ふくむのか？」

　二人のチャイカと、アカリと、フレドリカと、そしてセルマ。

　確かに五人の若い娘がこの場には居る──一人、人間ではない装鎧竜の擬態が交じっている訳だが、それはさておき。

　無意味に場所をとるという事で、今、フレドリカは装鎧竜の姿ではなく、女騎士キヤバリアの姿でもなく、いつもの少女の姿に戻もどっている。

「かつての敵であろうと構わない……兄様の博愛振ぶりには頭が下がる」

「そのまま下げ続けて床ゆかにこすりつけてろ。穴があくまで」

　言ってトールは──まずダヴィードとセルマの様子を確かめる。

　共に未だ意識を取り戻してはいないが、脈みやく拍はくも呼吸も落ち着いているし、外部から見て問題らしき傷や痕あとは無い。気付けを使うなり何なりすれば、すぐにでも起きるだろう。その後で戦力として使い物になるかどうかは、彼等の体力次し第だいだが。

「──トール」

　続けて声を掛かけてきたのは紅のチャイカ──チャイカ・ボフダーンである。

　城の中で再会した時の様な、憔しよう悴すいし落ち込んだ様子はもう無い。むしろ謁見の間に行くまでの間に、随ずい分ぶんと立ち直った印象だ。

「改めて、感謝」

「……なんだいきなり？」

　トールは苦く笑しようしてそう応じる。

「セルマとダヴィード。救助──感謝」

「ああ。その事か」

　トール達が二人を見捨てずに、わざわざ獣けもの形態のフレドリカに乗せてまで連れてきたのは、良くも悪くもその方が合理的で、かつ面倒が無かったからだ。

「意識が戻れば戦力になるしな。それに、二人を見捨ててたら、お前、どうしてた？」

「…………」

　紅チャイカは言葉に詰つまる。

〈御遣いアポストロ〉とガズ皇帝の戦う現場から、二人を連れ出し、自分の棺ひつぎと武器をも取り戻して逃にげてきたのだ──生なま半はん可かな覚悟や気力では不可能な事である。それだけ思い入れのある二人を『邪じや魔まだから置いて行く』とトールが判断すれば、紅チャイカは彼等の傍に残ったであろうし──場合によってはトールに対して攻撃を仕し掛かけていたかもしれない。

「単純に合理的な判断だよ」

　そう言ってから──ふと苦笑を浮うかべてトールは付け加えた。

「乱破師サバターの合理性とはちと違ちがうかもしれないが」

「トール……？」

「俺は俺だからな。乱破師とか竜騎士ドラグーン・キヤバリアとか細かい『肩かた書がき』はどうでもいい。俺が俺の望んだ事をする。それだけだよ」

「…………」

　紅チャイカは──しばらくトールを見つめていたが。

「私──なら」

　眼めを伏ふせて紅チャイカは言った。

「うん？」

「セルマ──ダヴィードの恋こい人びと」

「ああ、そうなのか。まあそうなんだろうけど」

「私、お礼……可能」

「お礼？　──………って、お前も変な処ところだけ真に受けてんじゃねえよ!?」

　思わず怒ど鳴なるトール。

　驚おどろきに眼を瞬まばたかせている紅チャイカの鼻先に、トールは人差し指を突きつけて言った。

「アカリの俺に関する妄もう言げんは聞き流せ！　基本的に俺をからかって遊んでるだけだ！」

「ばかな、兄様」

　アカリは首を振ふって言った。

「私が敬愛する兄様をからかうなど。私はいつも真しん剣けんだ！」

「なおの事問題だろうが！　噓うそ八百並べやがって！」

「私は、『だったらいいな』という希望を真しん摯しに述べているだけなのだ」

　アカリは無表情に言った。

「そう──乙女おとめの願いという奴やつだな」

「乙女の願いがそんな爛ただれた下ネタな訳あるか！」

　いつもの様にそう義いも妹うとを怒鳴りつけてから、トールは溜ため息いきをついた。

「それはさておき──」

「トールってば結局、ガズ皇帝の申し出を受けるの？」

　首を傾かしげて聞いてきたのは、フレドリカである。

「ガズ皇帝の申し出って──あの世界の三分の一を支配させてやるってアレかよ」

「うん。そう」

「お前は、俺があんな世よ迷まい言ごと、受けると思ってんのか？」

「まあ……受けないだろうとは思うんだけどさ」

　とフレドリカは首を傾げる。

「でもトールの元々の望みって、世界の在り方を変えるって事じゃなかったっけ？　少なくともガズ皇帝の申し出を受ければ、世界の在り方を変えられるとは思うよ」

「……それはそうだがな」
















　トールは眉まゆをひそめて言った。

「どう変えるかは〈禁断皇帝〉の都合次第だろ。そんなもん、自分で世界の在り方を変えてる内うちに入るかよ」

「そういうもの？」

「そういうものだ」

　トールは締しめくくる様にそう言った。

　フレドリカは肩かたを竦すくめて引き下がる。先の言葉通り、元々トールがガズ皇帝の申し出を受ける気が無いのは分かった上で──それでも言葉にして確かく認にんしておきたかったのだろう。今やフレドリカとトールは運命共同体なのだから。

「だが兄様──」

　ふとアカリが腕を組みながら言う。

「そうなると……ガズ皇帝は、事情を知る我々を、生かして外に出さない可能性が在るのでは無いか？」

「それが問題なんだよな」

　どうやらアカリもその事には当然気付いていた様である。

「それとアカリ。お前──気付いたか？」

「シンの事か」

　と即そく座ざに反応してくるところを見ると、やはりアカリも気付いていたらしい。

「何か妙みような感じになっていたな」

「……むい？」

　トールとアカリだけが分かっているという状態に疑問を覚えたのか、白チャイカが首を傾げる。彼女の方に向き直ってトールは言った。

「俺達のあの先せん輩ぱいである乱破師な。なんだか別人の様というか、こう──」

　トールは脳のう裏りで適当な言葉を探すが……見つからない。

「こいつはやばい、そんな印象っていうか」

「──もっと端たん的てきに言えば」

　アカリが言い添そえてくる。

「半日かそこら見み掛かけない間に、桁けた違ちがいの強さになっていた──そんな感じだ」

「むい？」

「ああ、訳わかんないか」

　溜息をついてトールは腕を組む。

「まあそりゃそうだろうけど……どう言えばいいのか……俺達はまあ、武術を身につけてる訳だけどな。ある程度の習熟度になると、相手の立ち方とか、呼吸の仕方とか、そういう部分からでも大体の強さを推おし量れるんだよ」

　極論を言えば、修練とは即すなわち、特定の目的に向けて肉体や精神を最適化する事である。

　血肉に刻む──などという言い方があるが、当然ながら、より技量が上がれば上がる程ほどに、それは、自然な形で肉体に溶とけ込んでいく。

　いちいち構えずとも技わざが出る。いや、それ以前に技を出すのと同じ術理で──日常動作の身体運用を行う。筋肉の使い方、呼吸の調子、そういったものが、常に、戦せん闘とう状態のそれと同じものに最適化されているという事だ。

　魚はわざわざ『泳いでいる』という自覚はあるまい。

　技量が上がれば上がる程に、その身のこなしは自然になる。

　丁度──ガズ皇こう帝ていがそうである様に。

　この自然さを以もつて、相手の戦闘能力を推し量る事がトール達には出来る。

　しかし……

「在り得ない」

　トールは端的にそう言った。

「在り得ない？」

「正直、強さというか、技量というか、そういうものが半日やそこらで桁違いに上がるとか、そういう事は絶対に無い」

　首を傾げる白チャイカに、トールはそう答えた。

　何かの奥おう義ぎに開かい眼げんした、という事で力量が大おお幅はばに上じよう昇しようする事は在り得うるだろう。

　だが、それはそれで、その開眼した奥義なり何なりに、身体を合わせる作業が必要になる。気の持ちよう一つで戦闘能力がいきなり桁違いに上がったりなど、絶対にしない。

「……道理」

　と納なつ得とく顔がおで頷うなずくのは紅チャイカである。

　こちらは同じチャイカでも、近接戦闘技能──剣けん技ぎに特化しているだけに、トール達の言う事に、思い当たる事が幾いくつか在るのだろう。

　しかし──

「トール、竜騎士化？」

　首を傾げて言う白チャイカ。

　確かにトールはトールで、フレドリカとの契けい約やくによって、半日も時間を掛けずに桁違いの戦闘能力を手に入れている訳だが──

「そう。それだ」

　人差し指を立ててトールはそう言った。

「どれ？　シン、竜騎士化？」

「違う。竜騎士になったかどうかはさておき、普ふ通つうの修練とか、奥義の開眼とかじゃなくて──何か特別な方法を採とったんじゃないかって事だ」

「……？」

「例えば──例の島で見た様な、錬生術とか、そういう系統の……生き物の身体をいじくる様な」

「……！」

　白チャイカが驚きに眼めを瞬しばたたかせる。

「そもそも〈禁断皇帝〉自体が、普通じゃないというか、本人の言葉を信じるなら、人間以上の何かとして造られている訳だろう？　転生の──」

　トールはチャイカ達の表情を窺うかがったが、白チャイカも紅チャイカも、一いつ瞬しゆん、怯ひるんだ様な表情こそ見せたものの──それ以上の変化は示さなかった。

「自分が復活する為ための手順にしても、生き物の身体を自由に造り替かえるくらいの技術が無ければ成立しないだろう。ばらばらに分けられた自分を復活させるくらいだからな」

「つまり──」

　アカリがまとめる様に言った。

「シンは、ガズ皇帝に『改造』されたと？」

「そう考えれば、辻つじ褄つまが合うだろ。そもそも、ガズ皇帝はシン兄と俺とアルベリック・ジレットの三人を傀かい儡らいの王に──かつての自分と同じ立ち位置に据すえる積もりだって言ってたが。その場合、俺達三人も、ガズ皇帝と同じ様な不老不死に作り替えるって事なんじゃないか？」

　トールは事実上、フレドリカとの契約によって限りなく不死身に近い状態になっているが……それとて限界はあるし、何よりも、成長や老化が無くなった訳ではないだろう。

　対して〈エンペリオン〉の不老不死は、あくまで統治者としての能力だ。

　装鎧竜ドラグーンの戦闘時における肉体修復とはまた別であろう。

　むしろ装鎧竜の能力の死角──即ち毒や病に対して対たい抗こう力があるのは〈エンペリオン〉の方かもしれない。統治者が最前線に立つ事はあまり無い。むしろ懸け念ねんすべきは毒殺や病死で──それらへの対策無くしては『永遠の支配者』たり得まい。

「しかし、だとしたら、我々に勝機は無いのではないか？」

　アカリは改めて白と紅のチャイカ、そしてフレドリカ、気絶したままのダヴィードとセルマを見回して言った。

「そこでのびている二人を数に入れても、総勢七人。八英えい雄ゆうにも足りないし、九人の〈御遣いアポストロ〉ですらガズ皇帝に敗やぶれた」

「ましてや今の俺達は万ばん全ぜんとは程遠い状態だしな」

　ダヴィードは手負いだろうし、目立つ外傷こそ無いが、セルマも完調とは言い難がたいだろう。他ほかの面子メンツにしても疲ひ労ろうが目立つ。だからこそゆっくり休める部屋を確保した訳であるが……

「加えてガズ皇帝とシン兄、あるいは六スッバ星ル衆や、操あやつり人形状態の『チャイカ』も何人か残っているかもしれない──その全すべてを我々でさばききるのは不可能だ」

「まあ、そうだろうな」

　あっさりとトールはそう認めた。

「トール……申し出、受じゆ諾だく？」

「だからそれはない」

　白チャイカの不安げな問いを、しかしトールはこれもはっきりと否定した。

「だが、この場にいる全員で生き延びる方法を採とりたい──その意味では、いっそガズ皇帝の申し出を受けるのも一つの選せん択たくではあるんだよ」

「トール？」

　矛む盾じゆんする様なトールの物言いに、首を傾げるフレドリカ。

　白と紅のチャイカも、訳が分からない、といった様子で顔を見合わせている。

　だが──

「なるほど。そういう事か」

　と一人納得顔で頷いているのは、アカリだ。

「そういう事？　どういう事？」

「兄様以外にもう一人、同様の選択を求められている者が居るだろう？」

　紅チャイカの問いにアカリはそう答えた。
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　無事に遮しや蔽へいの魔ま法ほうを展開し終えると──ズィータは短く溜ため息いきをついた。

　魔法師ウイザードとしての技能と知識を持ち合わせてはいるが、機き匠しようたる彼女の本領はあくまで魔法機関の製造と──調整や修理である。

　魔法師としてズィータが魔法を行使する場合、その成功率や発現効率は、本職の魔法師には及およばない。ごくたまにだが、失敗してしまう事──魔法が起動しなかったり、あるいは著いちじるしく効率が悪くて役に立たなかったり──も在るのだ。

　ともあれ……

「これで大だい丈じよう夫ぶの筈はず──です」

　そう言ってズィータはジレット隊の仲間達を振ふり返る。

　謁えつ見けんの間を出た彼等が移動した先は、ゲランソン城一階──衛兵の詰つめ所しよだった。

　比ひ較かく的てき広い上に、非常時に素す早ばやく持ち出せる様にと、武器や魔法思念料が一定数保管されているのが常だからだ。実際、ズィータが今、遮蔽の魔法用に使ったのも、此こ処こで見つけた化石思念料であった。

「音も光もこの部屋の外には漏もれません。素材物質マテリアルも多少は結界内に取り込んでいるとは思いますが、通信が遮しや断だんされているので、無害です」

「ありがとう」

　頷き、礼を言うのはアルベリックである。

「これで少なくとも、仲間以外に話を聞かれる事は無いと考えて良いんだね？」

「はい。その筈です」

「──よし」

　ズィータの言葉を確かく認にんしてから、アルベリックはジレット隊の仲間を見回した。

　副隊長の傭兵マーセナリニコライ・アフトトル。

　魔法師のマテウス・キャラウェイ。

　暗殺者アサシンのヴィヴィ・ホロパイネン。

　亜人兵のレオナルド・ストーラ。

　そして機匠のズィータ・ブルザスコ。

　久し振ぶりにジレット隊が全員揃そろっての『作戦会議』である。

　指揮官にして貴族の末席たる騎士キヤバリアアルベリック・ジレットは、その気があれば強権を用いて強ごう引いんに部隊を動かす事が出来る。だが実の処ところ、部下に何の相談も無く彼が事を運んだ事は殆ほとんど無い。現場で早さつ急きゆうな判断が求められる様な場合でない限り、彼は部下の意見を聞く機会を必ず設ける様にしていた。

　アルベリック曰いわく『騎士は猪ちよ突とつ猛もう進しんだから、視野が狭せまくてね』なのだそうだ。

　良くも悪くも寄せ集め感の在るジレット隊だが、こうした『作戦会議』では、それ故ゆえにこそ、多角度からの意見が出る。アルベリックはそれを重視している様だった。

「さて──これからどうするか、だが」

「どうするも何も……」

　ニコライが肩かたを竦すくめて言った。

「話が突とつ飛ぴすぎるというかでかすぎて、俺にはもうついていけません。訳が分かりませんよ。そもそも神殺しだってのも、眉まゆ唾つばというか、アレが全部、〈禁断皇こう帝てい〉の仕し込こんだでっち上げだって可能性も否定できませんし」

「まあ……そうだろうな」

　苦く笑しようして頷くアルベリック。

　確かにいきなり『神』だの『不老不死』だの言われても、常識的な生活を送ってきた人間には意味不明の戯たわ言ごととしか思えないだろう。

　常識が根ね刮こそぎ否定されるかの様な体験をしてきた者達──〈御遣いアポストロ〉として使われていた際の記き憶おくを持っているアルベリックや、〈禁断皇帝〉の復活をその眼で見たズィータ達と違ちがって、ニコライがそう言うのは当然である。

「でも……〈禁断皇帝〉の側に、僕達に対してわざわざでっち上げを見せる意味は無いでしょう？」

　と言うのはレオナルドである。

　亜あ人じん兵のこの少年は、生まれの特異性からか、少し斜はすに構えた様な物の見方をする事が在るが──それだけに、当事者の立場から一歩退ひいた、冷静な第三者としての意見を言う事も多い。

「僕はあの〈禁断皇帝〉の復活を眼の前で見ましたし、『魔ま王おう』の復活があるなら、『神』が居たっておかしくないと思うし──実際に存在している以上は『殺す』事だって出来ると思います」

「むう……」

　唸うなるニコライ。

「神が実際に居るか居ないか、あの〈禁断皇帝〉が彼奴きやつの言葉通りの存在で、彼奴の言葉通りの能力を持っているかどうか、それらを全て、さておいたとしても」

　ひどく冷静な口調で言うのはマテウスである。

　元僧そう侶りよのこの男は、ある意味で最も神の実在を肯こう定ていしやすい立場に居る筈だが──あるいは、だからこそ、それを易やす々やすと口にする〈禁断皇帝〉には胡う散さん臭くささを感じているのかもしれなかった。

「我等がこの城の中に閉じ込められているという事、そして〈禁断皇帝〉の側は完全に本気だという事は疑いが無いでしょうな。まして通信系の魔法も外部には繫つながらない以上、〈クリーマン〉機関本部に判断を仰あおいだり、外部からの救きゆう援えんを要よう請せいする事もおよそ不可能──となれば」

　眼を細めてマテウスは言った。

「先まず我等が判断すべきは、隊長が〈禁断皇帝〉の提案を受け入れるかどうかでしょう」

「ちょっとマテウス──」

　ヴィヴィが顔をしかめて食って掛かかる。

「ジレット様が──隊長があんな奴やつの言う事、聞く筈が無いでしょ!?」

「……そうかな？」

　と言ってマテウスはアルベリックの方を一いち瞥べつする。

「そうかなって、何言ってんのよあんたは!?」

　激げつ昂こうしてマテウスに食って掛かろうとするヴィヴィを──しかし止めたのはアルベリック本人である。

「いや。マテウスの言う事はもっともだよ」

「ジレット様!?」

「ああ……別に私が、傀儡の王になりたいとか、戦争を永遠に続ける世界が良いとか、そういう意味ではないよ」

　まるで裏切られたかの様な表情で硬こう直ちよくするヴィヴィに、優やさしく苦笑を向けてアルベリックは言った。

「正直、騎士という立場からすれば、〈禁断皇帝〉の誘さそい、それ自体も魅み力りよく的には見えるよ、それなりにね。あのトール・アキュラではないけれど、戦争が終わって、燻くすぶらざるを得なかった騎士や軍人は多いし、私も広い意味ではその一人だ」

　武の名門の嫡ちやく男なん。生まれついての騎士。

　それは即すなわち──戦争をする為ためにこの世に生まれてきたといっても過言ではない。

「……ジレット様……」

「だからといって、戦争を起こして延々と人が殺し合う世界を維い持じしたい、とは思わないけれどもね。それこそ騎士の誉ほまれがどうのというのならば、ハルトゲン公王がしていた様に、武芸大会でもすればいいさ」

　たとえ真しん剣けんによる殺し合いだとしても、それならば、無関係な民たみが戦争に巻き込まれて死ぬ事も無いだろうし、そうした催もよおしに自ら参加する以上、殺す事も殺される事も覚かく悟ごの上だろう。

　その上で騎士としての、軍人としての、強さと誇ほこりを示す事も可能では在る筈なのだ。

「〈禁断皇帝〉が言っていたろう、三人の傀かい儡らいの王を立てて、世界を支配するのだと」

　改めて他の部下を見回してからアルベリックは続けた。

「少なくとも〈禁断皇帝〉自身は本気なんだろうし、その場合、自分は裏から世界を支配するという事になる。だけど、その事実が公おおやけになると〈禁断皇帝〉は困る筈だ」

　予あらかじめ一人の支配者の配下にて、戦争を続ける三人の王。

　巻き込まれる側の人間からすれば茶番も良い処であろうし、そんな構造が周知のものになってしまえば、そもそも傀儡の意味も無い。

　となれば──

「だから当然、私が断れば私を含ふくめ、我々は生きては還かえれないだろう。現に我々は〈禁断皇帝〉の敷しいた結界を破る事は出来ない」

「ヴィヴィ……隊長は、私達の身を案じてくださってるの」

　ズィータがそう言い添そえる。

　万が一にもアルベリックが〈禁断皇帝〉の申し出を受けるとすれば、それは、自身の野望や欲よつ求きゆうの為ではなく、部下の命を守る為だ──という意味である。

「…………」

　啞あ然ぜんとした表情で固まり──それから、俯うつむいて赤面するヴィヴィ。

　アルベリックを慕したう自分が、一番、彼の考えを理解していなかった、その事を恥はじたのだろう。

「すみません……」

　ややあって、そう詫わびるのも、消え入りそうな声である。

「いや。チャイカにされかかった君からすれば、〈禁断皇帝〉への反発心が大きいのは当然だろう。謝ってくれる必要は無いよ」

　とアルベリック。

　彼が視線を向けるとマテウスも無表情に、しかしはっきりと頷うなずいてみせた。

「しかし実際、〈禁断皇帝〉は〈御遣いアポストロ〉九人──いや、私は途と中ちゆうで脱だつ落らくしたから八人か、それを一人で同時に相手をし、斃たおしてのけた訳だ。つまり単純に考えても、私と同等かそれ以上の人間八人に匹ひつ敵てきする戦せん闘とう力を、〈禁断皇帝〉は持っている事になる」

　右手の指を折って見せながらアルベリックは言った。

「対して我々は六人だ」

「隊長よりは随ずい分ぶんと劣おとりますしね」

　ニコライがそう言って苦笑する。

　彼自身は謙けん遜そんとしても、ズィータやマテウスが直接的な戦闘に向かないのは本当の事である。二人は魔法師ウイザードであるが、攻こう撃げき魔ま法ほうや防ぼう御ぎよ魔法が専門ではない。彼等の本領は本来、戦闘が始まる前に発揮されるものであって──下準備の領域だ。

　レオナルドにしてもヴィヴィにしても、体重が軽く小こ柄がらな関係で、打だ撃げき力りよくや耐たい久きゆう力ではやはりアルベリックやニコライに劣る──つまり正面からのぶつかり合いとなると分が悪い。元々ジレット隊は調査や追つい跡せきが主任務──正面からの戦闘を目的に編制された部隊ではないのだ。

「あの『三人目』──あれも妙みような感じだった」

　アルベリックが言うのは、『傀儡の王』たる事を引き受けたという男の事である。

　どうやらトール・アキュラ達の知り合いらしいのだが……

「かなり使う、というか……正直、底が読めない印象だ。〈禁断皇帝〉と同様に」

「まさか〈禁断皇帝〉と同等って事は無いんでしょうが──」

　九人──いや八人の〈御遣いアポストロ〉と堂々と渡わたり合い、これを斃したアルトゥール・ガズの姿を思い出しているのだろう、ニコライは渋しぶい顔で唸る様に言った。

「いずれにせよ、我々の戦力で勝つのは難しいと？」

「奇き襲しゆうは状じよう況きよう的に無理だろうし、相手の実力を推おし量るのも難しいとなると、むしろ下へ手たに策を弄ろうすると、こちらの足をすくわれる可能性も出てくるな」

　ニコライの言葉にそう応じるアルベリック。

　殆ど手て詰づまりといった状態である。

　だからこそ、当初にマテウスが言った通り、『ジレット隊の面々を生き延びさせる』という意味では、〈禁断皇帝〉の申し出を受けるのが最も確実なのだ。

　ただ──

「その『三人目』の事なんですけど」

　片手を挙げて言ったのはズィータだ。

「その人の入っていた構造体──あの表面に見えていた術式の紋もん様よう、幾いくつかには見覚えが在ります。全部じゃないですけど」

「術式……？」

　顔を見合わせるアルベリックとニコライ。

「私は専門ではないですけど、あれは多分、錬生術の術式を実行する為のものです。つまりあの『三人目』は──」

「魔法による肉体改造を受けていた可能性、ですか」

　レオナルドが不ふ愉ゆ快かいそうに言う。

　彼自身、母親の胎たい内ないに居る内に魔法改造を受け、普ふ通つうの人生を歩めなくなったという経歴の持ち主である。魔法による人体改造に対しては、人一倍、拒きよ否ひ感が強い。

「〈禁断皇帝〉が自身の傀儡として使うなら、そういう事も在り得うるかと。もし隊長が申し出を受ければ、同じ処置を施ほどこされる可能性が在ります」

　ズィータの口調には怖おそれが滲にじんでいた。

　人間というものの範はん疇ちゆうを何ど処こまで広げるのかについては、意見が分かれるだろうが──〈禁断皇帝〉の様な、老いず、衰おとろえず、死してすら一定の手順を踏ふめば復活可能なその肉体は、ある意味でレオのそれよりも遥はるかに人にん間げん離ばなれしていると言える。

　しかも……

「肉体改造──か」

　アルベリックは肘ひじから先を喪うしなった自分の左ひだり腕うでを見る。

〈御遣いアポストロ〉として動いていた際には、生身のそれと変わらない動きをする義手が、アルベリックには取り付けられていた。その義手がアルベリックの腕の神経と繫がり、これを遡さかのぼって彼の意識までも支配していたらしいが──

「下手をすれば、とんでもない存在に作り替かえられてしまうかもしれません」

　それこそ、亜あ人じん兵の方が何倍も人間らしいと言える程ほどの──存在に。

　姿形は人間と変わらずとも、その中身はまるで別物である可能性が在る。

　そもそも──あのガズ皇こう帝ていの物の考え方、あれは、その不老不死の肉体故ゆえの事ではないのか？　だとすると、同様の肉体に改造されてしまえば、アルベリックも何らかの影えい響きようを受けるかもしれない。

　自分が不老であり死からも遠い者は、生命への執しゆう着ちやくも希き薄はくになりかねない。

　人は喜き怒ど哀あい楽らくが単純で激しい幼児から、それらの落ち着いた大人へと成長していくが、それも度を過ぎれば──百年、千年と生きれば、むしろ感情そのものが摩ま耗もうして、恐おそろしく酷こく薄はくな考え方が身についてしまうのでは無いか？

「いずれにせよ、私は隊長にそんな存在になって欲しくありません。たとえ私達を守る為でもです」

「…………ズィータ」

　アルベリックは驚おどろいた様に瞬まばたきして自分の部下の機き匠しよう娘むすめを見る。

　そして──

「ヴィヴィもそうでしょう？」

「え……？」

　いきなりズィータにそう振ふられて、硬直するヴィヴィ。

「あ、それは……勿もち論ろん……っていうか、その、ジレット様には、ジレット様のままで居て欲しい……です……ジレット様が御ご自分を差し出して、私達を助けてくださるとか……そんなの、多分、生き残っても私は、そんな自分を許せません……」

　そう言って赤面し、俯いてしまうヴィヴィ。

　相変わらず思し慕ぼの情が先に立っているが──その言葉は以前、『御遣いアポストロ』となったアルベリックと対たい峙じした経験を持つ彼女だからこそのものだろう。

　誰だれかを好きになるという事は、その容姿や能力だけでなく人格も含めてのものだ。それが根ね刮こそぎ喪われた存在が居るとすれば、それは、もう慕う側にとっては悪夢以外の何者でもない。

「──だがそうなると」

　アルベリックはしばらく、困こん惑わくの様子でヴィヴィとズィータを見比べていたが、眉み間けんに皺しわを寄せて言った。

「やはり戦って生き延びるしか無いという事になる」

　そしてそれには戦力が足りない。不利でも戦う事は可能だが、勝算が全く見えない状態で戦いに臨のぞむのは、単なる自じ暴ぼう自じ棄きであって、何の利も無い。

　だが──

「…………ジレット様？」

　何事か考え込む表情を見せる隊長を、ヴィヴィが不安げに見つめる。

　やがて──

「彼等も我々と同じ結論であってくれれば──と思うが」

　アルベリックは祈いのる様な表情でそう言った。
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　体力回復の要かなめは休養と──食事だ。

　これは魔法師だろうが剣けん士しだろうが変わりはしない。

　トール達は兵ひよう糧ろう丸がんを、即すなわち丸薬状にした高栄養の『食事』を常つね日ひ頃ごろから持ち歩いてはいるが、これはあくまで非常食……通常の食事と同じに考える訳にはいかない。いかに乱破師サバターといえどもこれを数粒つぶ飲んで志気まで回復はしないし、他ほかの者達ならば尚なお更さらだ。

　また水だけはやはり兵糧丸とは別に確保せねばならない。

　そういう訳で……

「──こんなものか」

　トールは城内を探し回って確保してきた食しよく糧りようを、執しつ務む机の上に置いた。

　干し肉、パン、そして水に──酒。

「おほっ!?」

　嬉うれしそうな声を上げたのは意識を取り戻もどしたダヴィードである。

「こいつは素す敵てきな晩ばん餐さんになりそうだぜ？」

「がぶ飲みしたら傷が悪化するわよ」

　横からそう釘くぎを刺さすのは、やはり気絶から復活したセルマだ。

「舐なめる程度にしときなさい」

「殺せつ生しような……」

　情けない表情でそう言うダヴィードだが、確かに飲酒は適量を守らねば傷に障さわると彼自身も理解しているのか──トールが置いた酒の瓶びんに伸ばしかけた手を下ろした。

「その傷だが──フレドリカ」

　トールは傍かたわらの少女を振り返って言った。

「あいつの傷、消してやってくれ」

「うん。嫌いや」

　あっさりフレドリカはそう言った。

「……って、お前」

　ここでダヴィードの傷を治しておくのとおかないのとでは、後々、戦力に大きく差が出るのは必至だ。近接戦闘の技能者は、何人居ても困るという事はあるまい。

　しかし……

「百歩譲ゆずってチャイカやアカリはいいけどさ？」

　装鎧竜ドラグーンの化け身しんは不満たらたらといった表情でこう続けた。

「なんでトール以外の男に嚙かみ付かないといけないの」

「……いやそれは」

　言葉に詰つまるトール。

　彼にしてみれば、初めて今のフレドリカと出会った際、躊ちゆう躇ちよ無く彼女がトールに嚙み付いて傷を消してくれた事から──彼女にとって、他人に嚙み付く事は、握あく手しゆをする程度の軽いものなのだと考えていたのだが。

　どうも違ちがうらしい。

　というかこういう言い方をされるとまるで──

「なんだ、よく分からねえが痴ち話わ喧げん嘩かか？」

　と面おも白しろそうに声を掛かけてくるのはダヴィードである。

「何処をどう見たら痴話喧嘩に見えるんだ、これが!?」

　トールは顔をしかめて言う。

　だがその様子を見ながらアカリが腕うで組ぐみしつつ大きく頷うなずいた。

「さすがは兄様。自分の愛人が他の男に口付けするのを見る事さえ愉たのしめるとは、なんと高度で倒とう錯さく的な……」

「トール、変態？」

「うむ」

　首を傾かしげて訊たずねる白チャイカにアカリは更さらに頷いた。

「以前から兄様の変態ぶりには隙すきが無いと思っていたが、ここまで全方位とは……」

「お前も訳が分からない事言ってんじゃねえ！　そもそも愛人じゃねえし、口付けともちがうだろうが!?」

「というかさ」

　不満そうな表情のままフレドリカが言った。

「私の魔ま法ほうはもうトールも使えるんだから、トールが嚙み付けばいいじゃない？」

「……え」

　思ってもみなかった言葉にトールが固まる。

　確かに彼にも今はフレドリカと同じ魔法が使える。だがそれはあくまで自分の身体からだに対してのみだと思っていた。自分が嚙み付いて他人の身体を治せるとは、さすがに想像の他だったのだが……

「いや、俺……が？」

「うん。どうぞ？」

　とフレドリカはダヴィードを指差す。

「でも、どうやってとか……自分の身体ならともかく」

「術式そのものは私の側で扱あつかう訳だから。割と簡単だよ？　やってみれば？」

「…………」

　馬うま面づらの槍やり使いは、束つかの間、床ゆかに座ったまま、驚いた様に眼めを瞬しばたたかせていたが──

「……い……痛くしないでくれよな……」

　眼を伏ふせてそんな事を言った。

「お馬ば鹿か！」

　次の瞬しゆん間かん、そんなダヴィードの頭頂部に紅チャイカの拳こぶしが落ちる。

「巫ふ山ざ戯ける、禁止！」

「かっはっは！」

　そう強く殴なぐられた訳ではないのか、ダヴィードは面白そうに笑った。

「まあ無理はしなくていいんじゃねえの？　傷つっても、十日以上前のもんだしな、内臓を傷つけた様子もねえし、無茶な動きをしねえなら、また開く事もねえだろ」

「その無茶な動きをしなくちゃいけないかもしれないから言ってるんだが──」

　溜ため息いきをつくトール。

「別に傷の近くでなくても──腕とか指とかを嚙むだけでもいいんだよな？」

「そうだね」

　とフレドリカ。

「あの〈禁断皇帝〉相手に無傷ってのはないだろうし、後々──傷を治す人手が増えるに越こした事はないしな。俺も他人の傷を消す練習くらいはしておいた方が良いだろ」

「……そんじゃま、頼たのむ」

　とダヴィードが差し出した彼の右みぎ腕うでをしばし眺ながめた後、トールはその手首の辺りに嚙み付いた。具体的に何をどうするのかは分からなかったが、自分の時と同様、ダヴィードの腹の傷を想像し、次にそれが無い状態を思い描えがく。

　すると──

「おうっ!?」

　ダヴィードが驚きの声を上げた。

　彼の横腹の部分に魔法の青白い発動光が集まっていく。服に隠かくれていて直接は見えないが、布地の下から、その光が滲にじみ出てくるのは確かく認にん出来た。

「こいつは凄すげぇな」

　自分の横腹を掌てのひらで撫なでながらダヴィードは言った。

　どうやら上う手まく傷を消す事が出来たらしい。

「竜騎士ドラグーン・キヤバリアの魔法ってのは初めて見るが、無敵じゃねえかよ」

「そうでもない」

　口元を拭ぬぐいながらトールは答える。

「装鎧竜の魔法は『変身』だ。あくまで傷を『治して』いるんじゃなく、形として『消して』いるだけだからな。全身に浸しん透とうする毒や病の類たぐいはどうしようもないし──ここを」

　言ってトールは自分の頭を指差した。

「斬きり落とされたり、一いち撃げきで吹ふき飛ばされれば、さすがに、死ぬ」

「……なるほど」

　苦く笑しようするダヴィード。

　そんなやりとりを横で眺めていたアカリが──

「……兄様」

　ふと何か思いついた様子で言った。

「実は私も傷を負っていたのだ」

「──そうなのか？」

　元々表情に乏とぼしい娘むすめだが、乱破師としての修練の結果、痛みに対する耐たい性せいもアカリはかなり高い。お陰かげで怪け我がをしていても傍はた目めにはそうと見えない事はままある。戦いにおいて相手の傷を──弱点を狙ねらうのは基本中の基本、それを可能な限り悟さとらせないのもまた、実戦の技術としては珍めずらしいものではない。

「なので私も傷を治して貰もらいたい。練習にもなるだろう」

「それはいいが──いいよな？」

　トールはフレドリカを振ふり返って問うた。

　装鎧竜の化身は特に顔をしかめる様子もなく、むしろ何な故ぜそんな事を改めて問うてくるのか、とでも言わんばかりに、不思議そうな表情で頷いてくる。彼女にとって何が良くて何が良くないのか──トールとしても今一つ理解し切れていない部分があるが、そう細かい事を気にする質たちでもないらしい。

「で、何ど処こをやられたんだ」

「そうだな。何処にしようか」

「…………いや、ちょっと待てお前」

「実は喉のど笛ぶえをずばっとやられてしまって難なん儀ぎしているのだ」

「……喉笛を」

「さあ。遠えん慮りよ無く兄様」

　嚙み付け──と言わんばかりに、天てん井じようを仰あおぎ見て、痣あざ一つ無い首筋を晒さらしてくるアカリ。

「…………」

　トールは半眼で義理の妹を眺めていたが。

　やおら、両りよう腕うでを回すとアカリを引き寄せ、身動き出来ない様に抱だき締しめると──その首筋に嚙み付いた。

「……！」

　自分で嚙み付けと言っておきながら、これには驚おどろいたのか、アカリが珍しく眼を丸くして硬こう直ちよくしている。いつもの様にトールが怒ど鳴なって、それで終わり、とでも思っていたのかもしれない。

　やがて……

「──お前な」

　首筋から口を離はなし、しかしアカリを抱き締めたままでトールは囁ささやいた。

「こういう時くらいは真ま面じ目めに申告してこい。肋ろつ骨こつ──やってただろ」

　首を晒す際の動きで、ようやくトールも気付いたのだ。

「兄様……見えていない場所まで治せる……のか……？」

　何故か喘あえぐ様にそう答えるアカリ。

「……折れてはいないので……痛み止めで済むと……」

「もう一回同じ場所に打だ撃げき喰くらったら肺に刺ささりかねないだろうが。一応、見えなくても骨格だの何だのは大まかに分かるからな。多分、ヒビは消せた筈はずだ」

　そう言ってトールはアカリの両りよう肩かたを摑つかみ、身を離した。

　溜息を一つついて、仲間達の方を振り返る。

「とにかくこれで──…………って」

　トールは眼を細めて言った。

「何やってるんだ」

「練習台」

「確保！」

　そう言いながら向かい合って機杖ガンドと蛇咬剣スネークブレイドを互たがいに向けて構えているのは、白と紅のチャイカである。

「だからってわざわざ味方同士でやり合ってどうすんだ！　あぶねえだろうが!?」

「大だい丈じよう夫ぶ。ちょっと半殺し」

「上手くやる。全殺し半歩手前」

　そう言ってじり、と半歩前に出る白と紅のチャイカ達。

「やめろって！」

「なんか愛されてんなぁ、乱破師サバターの兄ちゃんよ」

　と楽しげにそう声を掛けてくるのはダヴィードである。

「一つコツってもんを俺にも教えてくれねえか？」

「お馬鹿」

　そんな彼の後頭部に、セルマの肘ひじ撃うちが食い込んだのは次の瞬間だった。







　第二章　昇神の儀

　RITUAL TO GOD







　黎れい明めいの光が城の中に射さし込んでくる。

　半はん透とう明めいの、素材物質マテリアルによる結界は変わらないままに──永い一夜が明けようとしていた。

「…………」

　トールは城門の外に倒たおれている人々を見み遣やる。

　ゲランソン城での『異変』を察知して殺さつ到とうしてきた城の文官や兵士達、それに一いつ般ぱん市民達──彼等は折り重なる様にして結界のすぐ外側にいる。殆ほとんど動きらしい動きは見せないが、よく見れば胸が上下している者も見受けられるので、少なくとも全員が死んで居る訳ではない様だった。

「……魔ま法ほうの為ための『念料』集めか」

　白チャイカによると、この状態は、大魔法を行う為の、念料を〈禁断皇こう帝てい〉が広こう範はん囲いに──恐らくは首都ゲランソンのみならず、フェルビスト大陸全体から集めた結果であろう、との事だった。

　魔法は人間の記き憶おくを使う。

　それは即すなわち、思考そのものに他ほかならない。

　通常は、比ひ較かく的てき高度な思考が可能な生物──棄獣フエイラや人間の遺体から、そこに染しみついた記憶を使うが、それは勿もち論ろん、生きている人間からも強制的に抽ちゆう出しゆつする事が出来る。

　そして……文字通りに瞬またたく間の記憶であったとしても、それが百人分なら、千人分なら、万人分なら、それなりの魔法思念料に成り得うる。もし大陸全土の住人から集めた魔法思念料であるならば、半日分のものであろうとも、奇き跡せきを起こせる程ほどの力となるだろう、との事だった。

　だが……

「神殺しを果たした奴やつが、それ以上のどんな魔法を使う……？」

〈禁断皇帝〉によれば『層の違ちがう』世界に居るという神を、此こ処こから直接狙い撃うてる──世界の果てのその向こうに居る存在を滅ほろぼせる程の魔法を使った事になる。

　だが、今集めている思念料は、その時に消費した量よりも更さらに膨ぼう大だいな筈だ。

　単に術式の調整に時間が掛かかっているだけなのかもしれないが……それならば結界の外の人間は起き上がっていてもおかしくない筈である。相変わらず人々の意識は吸い上げられ続けているのだ。

　世界を本当に支配する為？

　しかしそれは〈禁断皇こう帝てい〉によれば三人の傀かい儡らい王を立てればそれで実現可能だという。その三人の傀儡を造り出すのに魔法が必要なのかもしれないが、しかし既すでにその候補者の一人であるシンはどうやら『改造済み』らしい。

　すると、やはりそれ以外にもう一つ、大量の魔法思念料を用いる大魔法を使う筈なのだ。

「──トール！」

　呼ぶ声に振り返ると──白チャイカの姿が在った。

　他の者達も一いつ緒しよだ。アカリ、フレドリカ、紅チャイカ、ダヴィード、セルマ。

　ちなみに、ダヴィードもセルマも愛用の得物を取り戻もどしていた。昨日、食事を摂とった後に彼等自身が城の中を探たん索さくし、見つけ出してきた。その辺の鹵ろ獲かく品ひんの管理は、ハルトゲン公王も〈禁断皇帝〉もひどく杜ず撰さんらしく、同じ場所にまとめて積み上げてあったらしい。彼等にしてみれば、雑ざ魚この武器になど興味は無いのかも知れないが。

　そして──

「……お迎むかえか」

　トールは眼めを細めてチャイカ達のその向こうを見る。

　数名の人ひと影かげが、ひっそりと薄うす暗ぐらい城の闇やみに紛まぎれる様にして立っている。

　灰色の乱破サバター装しよう束ぞくからそれが六スッバ星ル衆であろうという想像はついた。どうやら何人かは生き残っていたらしい。あるいは──おぞましい話だが、先に遭そう遇ぐうした『チャイカ』達の様に、死体同然の存在を、素材物質を介かいして操あやつっているのか。

「今──行く」

　トールはチャイカ達にそう言うと、腰こしの双小機剣コンブレイドを確かめ、歩き出した。




　　　　[image: ]




〈禁断皇帝〉アルトゥール・ガズは、昨晩と同じく謁えつ見けんの間に居た。

　全く同じ玉座の上に、全く同じ姿勢で座っている。あるいはトール達が謁見の間を出てから微び動どうだにもしていなかったのかもしれない。

　ただ──

「…………」

　トールは眼を細めて世界を掌しよう握あくしようとしている男の姿を睨にらみ据すえた。

　微かすかな違い和わ感かんを彼は感じる。

　その姿は──座する姿勢から表情まで、本当に昨晩と全く変わっていない。

　ただ何かが違うのをトールは感じ取っていた。

　何が？

（疲ひ労ろう？　いや……）

　何ど処こが？　と問われると具体的に指し摘てきはしにくいのだが、〈禁断皇帝〉がひどく疲ひ弊へいした様に見えるのは──その姿に翳かげりらしきものが貼はり付いている様に思うのは、気のせいだろうか。

　無論、昨日の晩から夜を徹てつして術式の調整を行っていたというのならば、疲つかれるのは当然の事である。だがそんな常識がこの〈禁断皇帝〉にも適用されるというのが、意外と言えば意外だった。

　あるいは──怪かい物ぶつたる〈禁断皇帝〉を以もつてしても疲労せざるを得ない程の緻ち密みつで大規模な術式だという事か。

　アルトゥール・ガズの左右には、シンと、そしてニーヴァが立っている。

　ニーヴァは人の姿を取ってはいるが、機杖ガンドとして機能しているのか、眼を閉じた状態で立ち尽つくしたまま、こちらも微動だにしない。

　対してシンは──

「…………」

　謁見の間に入ってきたトール達を一いち瞥べつして小さく頷うなずいた。

　これで関係者が揃そろった──という意味か。

　確かにトール達七人と、アルベリック達六人、総計十三人が謁見の間に連れてこられた事になる。他にも六ッ星衆がこの広間のあちこちに潜ひそんでは居る様だが、正確な数はさすがにトールにも把は握あくしきれなかった。

「……ではトール・アキュラ、並びにアルベリック・ジレット」

　アルトゥール・ガズは玉座に座したまま、片手を挙げてトール達を指す。

「近ちこぅ寄れ。お前達に『王』たる力を授さずけてつかわす」

　どうやら〈禁断皇帝〉はトール達が彼の提案を受ける事を微み塵じんも疑っていないらしい。

　いっそ、素す直なおに従う演技で近付いて見せて、不意を突つく──という案も脳のう裏りを過よぎったが、アルトゥール・ガズの傍かたわらに居るシンが、そんな安っぽい方法など許しはしまい。

　なので──

「……寝ね惚ぼけた事を言うな」

　トールは歯を剝むいて挑ちよう発はつ的な笑えみを作りながら言った。

〈禁断皇帝〉を相手に何処まで通用するかは分からないが、相手を挑発して感情的にさせるのは、情報を引き出す基本手段の一つだ。だからこそトールはわざと嘲あざけるかの様な物言いをしてみせる。

「誰だれがお前の提案を吞のむって言った？」

「…………」

　アルトゥール・ガズは何処か物もの憂うい眼まな差ざしでトールを見つめ──殊こと更さらに何を言い返すでもなく、紫むらさきの瞳ひとみをアルベリックの方に向けた。

「そちらは？」

「…………私は」

　アルベリックはトールの方を一瞥して言った。

「やはり貴方あなたの提案は受け入れられない」

　凜りん然ぜんとした表情である。

　後ろのヴィヴィ達もまた驚おどろいた様子が無い処ところを見ると、アルベリック達も充じゆう分ぶんに話し合った上での事なのだろう。恐らく、結論はトール達と同じだ。

　恭きよう順じゆんしないなら──戦って生き延びるしか無い。

　トールとアルベリックの言葉は、宣戦布告に等しかった。

　しかし……

「……ふむ」

　アルトゥール・ガズは特に気分を害した様子も無い。

「この場で決めてしまった方が面めん倒どうが無くて良かったのだが」

　そして彼は傍らのシンの方に眼を向けて言った。

「では──シン・アキュラ。お前に残り二人の選定は任せる。六ッ星衆から選ぶも良し、そこらの俗ぞく物ぶつに王の権能を与あたえてやるのもまた、一興であろうよ」

「御ぎよ意い」

　シンは恭うやうやしく一礼する。

「…………」

　同時にトール達は一いつ斉せいに武器に手を掛けた。

　勿論、殊更に打ち合わせ等出来ていないが、アルベリックの側も提案を拒こばんだ以上、此処は共きよう闘とうするしかあるまい。六ッ星衆の人数と、更にはアルトゥール、シンの戦せん闘とう能力、それがどれ程のものかは分からないが、十三人で掛かれば死中に活を見いだせるのでは無いか、とトールは考えていた。

　しかし……

「……ああ」

　アルトゥールは、身構えるトール達、そしてアルベリック達を見て、薄うすく笑った。

「そう慌あわてずとも良い。もう少し待てば我が身は壊こわれる」

「……え？」

　アルトゥールの言葉の意味が分からず、トールは背後でチャイカ達が動どう揺ようしている気配を感じ取っていた。顔でも見合わせているのだろう。勿論、トール自身はアルトゥールとシンから眼を離はなしてはいないが。言葉で相手の油断を誘さそうのは、それこそ、誰にでも出来る事だ。

　ただ──

「現に……」

　とそこまで言って、アルトゥールはいきなり咳せき込んだ。

　瞬しゆん間かん的に広がる鮮せん烈れつな紅。

　それがアルトゥールの吐と血けつなのだと気付くのに、トールは一いつ瞬しゆん、時間を要した。怪物とも言うべきこの〈禁断皇帝〉が、刺さされた訳でもないのに、いきなり血を吐はくなど……考えもしなかったのである。

「……この在り様でな」

「馬ば鹿かな。何な故ぜ？」

　と問うのはアルベリックだ。

　アルトゥールは、改めてそちらに眼を向けて口元を拭ぬぐった。

「元々エンペリオンとしての身体からだは、人間という存在の限界値に設定されていた。人間という形態、人間という構造、その範はん疇ちゆうで望み得うる最高のものを、〈エンペリオン〉は備えている。だがそれでも一度は敗北した」

　胸むな元もとを真っ赤に染めて〈禁断皇こう帝てい〉は言う。

「最高とは限界という意味であり、限界を突とつ破ぱするという事は即すなわち、均きん衡こうを失うという事でもある」

「…………」

　トールには思い当たる節があった。

〈戦魔アキユラ衆〉の奥おう義ぎの一つ〈鉄血転化〉。これもまた限界を突破する代だい償しように、肉体の均衡を失う。その上で稼か働どうを強しいられた肉体は、急速にすり切れて、壊れ始める──恐おそらくはそれと同じ理り屈くつなのだろう。

「今回、ギイの──神の端たん末まつが遣つかわしてくるであろう新たな〈八英えい雄ゆう〉、いや今回は〈御遣いアポストロ〉か、その者達を確実に斃たおし、ギイをも斃す、その為ためには限界を超こえた力が必要だった。だがそれは当然に、無理を肉体に強いる。既すでにこの身体は崩ほう壊かいを始めている所だ」

「…………」

　啞あ然ぜんとする一同。

　そもそも無理のある状態を基本として再生されたアルトゥール・ガズの身体は、最初から一両日程度しか『寿じゆ命みよう』が無かったという事だ。

「……確かに、そう言っていたな」

　ジレット隊のマテウスがそう呟つぶやくのが聞こえた。

「あのギイなる少年を相手に……」

「それでもやはり疑問は残る、何故だ、〈禁断皇帝〉」

　アルベリックは鋭するどい口調で問うた。

　既に〈禁断皇帝〉を斃すべき敵とみなして姿勢を改めたか、あるいは、単にアルトゥール・ガズという人物そのものに敬意を払はらう必要は無いと断じたか、いずれにせよ、それは騎士キヤバリアがより上位の存在──皇帝に対する言こと葉ば遣づかいではなかった。

「世界の支配を始めるのではなかったのか？」

「無論、始めるとも」

　アルトゥールは大きく頷いた。

　笑いすらしない──むしろ生き真ま面じ目めに。

「今、空席となっている神の座についてな」

「……!?」

　一瞬、トール達は耳を疑った。

　神？　それは〈禁断皇帝〉が殺したと言っていた精神生命体の事か。

　しかし……

「ニーヴァ・ラーダを中心として編み上げられたこの術式──」

　アルトゥール・ガズは謁えつ見けんの間全体に、いや、このゲランソン城全体に広がる、構造体と、その表面に走る魔ま法ほう術式の蒼あおい回路図を示して言った。

　それらは今も、鼓こ動どうするかの様に緩ゆるやかな明めい滅めつを繰くり返している。

　そして記き憶おく力と注意力に優すぐれた者ならば、気付いたかもしれない。

　それらの回路図が、昨晩のそれから変化しているという事に。そう。今もこの魔法術式は組み上げられ、調整され、実行のその時に向かって変化を続けているのだ。

「これが私を『昇しよう華か』させる。私が次の神になるのだ」

「…………！　そんな事が──」

「可能だとも」

　自身を誇ほこるでもなく、凡ぼん俗ぞくを嘲るでもなく、淡たん々たんとアルトゥール・ガズは言った。

「そもそも人が獣けものの肉を喰って消化できるのは、造りは違ちがえど、同じ生き物としての物質で出来ているからだ。だから喰くったものが血肉になる。結局の所、規模や構造の違いは在れども、同じものだ、人の意識を喰う神も、神の家か畜ちくとして生まれた人も」

　アルベリックの言葉に覆おおい被かぶせる様にして、平然とアルトゥール・ガズはそう言った。

「今までの全すべては、私が神の座を簒さん奪だつする、その為のものだ」

「……それは、まさか」

「一度死んで見せた事すらもな」

　まるで……他ひ人と事ごとの様な口調である。

　この男にとって命というものは、トール達の理解とはまた別の見え方をしているのだろう。唯ゆい一いつ無二の──かけがえのないたった一つのものではなく、簡単に手に入れたり手放したり出来るもの、とでも考えているのかもしれない。

　これは絶対の支配者として、この男が造られたが故ゆえか。

　それとも千年を超える時を経て、人間としての感性がすり減った結果か。

　それとも──

「この三百年余りはその事だけを考えて私は活動を続けてきた。神の補給路とも言うべきシャモニ遺い跡せき群を押さえ、そこから神の居る場所に届く術式を研究し、神を滅ほろぼす為にその在り方を推測し、実証し、そしてその座に手を掛かける方法についても研究を続けた」

　平然たる口調であるが、その実、語る内容は文字通り人じん智ちを越こえた領域だ。

　神の実在を知るとしても、空よりも更さらに遠い彼方かなたにいるであろうその存在を先まず殺そうなどと普ふ通つうの人間は思うまい。思ってもそれを実行に移すだけの手段を手に入れる事が出来まい。

　だがこの男はやった。

　数百年を掛けて──営々と必要な知識を獲かく得とくし、行こう為いを積み重ねて。

　それは無論、不老不死である上に、異常な知性をも備えた怪かい物ぶつであるからこそ可能だった事であろうが──

「私は『支エ配ンすペるリもオのン』だ。その為に生み出されたのだ。ならばその究極を志向するのはむしろ必然だ」

「……馬鹿な」

　アルベリックの背後で、呻うめく様に傭兵マーセナリのニコライが呟くのが聞こえた。

　アルトゥール・ガズの語る全てが真実であったとしても、その論理には微び妙みような歪ゆがみが存在する。

　彼は自らは支配者として造られた、だから全てを支配する、と主張している訳だが──その時点で自らの造物主の存在を認めている。自分の存在に意味を与えた何者かが居る事を認めている。それはつまり自分で自分に認めた存在理由ではないという事だ。

　なのに、そこから彼は自身の造物主を殺し、その理由を、造物主に与えられた役割に求めている。卵が先か。鶏にわとりが先か。神が先か。人が先か。いずれにせよその問い自体に意味が無い。在るのはただ、自らの存在を無条件に正当化する小こ賢ざかしい理屈だけだ。

　しかし──

「確かに〈エンペリオン〉としては私は破は綻たんしているのだろう」

　やはり怒おこりもせずにアルトゥール・ガズはそう応じた。

「だがその事を恥はじも悔くいもせん。私は自ら〈エンペリオン〉という道具を止やめたその時に、初めて、自己を確立出来たとも言える」

「…………」

　トールは短く呻く。

　チャイカ達を道具として使い潰つぶしてきた〈禁断皇帝〉すらもが神の道具であり……そしてトールと同様に、自ら道具たる事を止めると決めたのだ。

　あるいは立場が違ったならば、その事そのものを、祝福してもやれたのかもしれない。

　だが──その結果としてアルトゥール・ガズが捻ひねり出した結論は、自分がされていた様に他者を、いや、世界の全てを自分の所有物にする事、自分が存在し続ける為の道具にする事だった。

　道具である事に倦うみ、道具たる事を拒こばんだのならば、どうして自分が他人を道具として扱あつかう事に疑問を覚えないのか。道具として使い棄すてられる者の怒いかりや悲しみを理解出来なかったのか。

　あるいは理解して尚なお、これなのか。

　自分さえ道具でなければ良いのか。

　むしろ自分が他者を道具として使う事で、道具たる事を初めて辞やめられるとでも思っているのか。あるいは、他者を道具として使う事は、自分が道具として使われてきた事の憂うさ晴らしででもあるのか──

「では、シン・アキュラ。後は任せる」

　そう言ってアルトゥール・ガズは右手を伸のばして、脇わきに立っていたニーヴァ・ラーダを引き寄せる。

「ニーヴァ・ラーダ。最終術式起動。『我──天にしろしめす』」

「……御ぎよ意い」

　ニーヴァ・ラーダが眼めを開いてそう応じる。

　同時に──




　──ッ！




　爆ばく音おんにも似た激しい轟とどろき。

　謁見の間が──いや城そのものが震ふるえた。

　空気が唸うなりを上げながら渦うずを巻き、素材物質マテリアルの構造体が形を変えながら、相そう互ごに繫つながり、緩やかに円を……いや、螺ら旋せんを描えがき始めた。

　廻まわり廻って──上へ、上へと。

　まるで螺旋階段の如ごとくに。

「──！」

　愕がく然ぜんと頭上を振ふり仰あおぐトール達。

　今の轟ごう音おんと共に、謁見の間の天てん井じようは──いや城の屋根は、完全に吹ふき飛んでいた。

　彼等の上には、未いまだ黎れい明めいの色に染まっている灰色の空が見える。

　そして──

「まさかそれは……」

　誰だれかが喘あえぐ様に言う。

　それは螺旋階段そのものだった。

　緩やかに円を描きつつも、始点に戻もどらず、上へ上へと層をずらして昇のぼっていく。

　青白い光に彩いろどられたその階段は、遥はるか彼方かなた、未だ星の瞬またたきが残る天にまで続き消えていた。恐おそらくは相当な距きよ離りがあるのだろう。トールでさえも目測では測りかねる。

　だが──

「では往ゆくとするか。我が神なる道へ」

　ゆらりと玉座から立ち上がると、何の躊ちゆう躇ちよも無くアルトゥール・ガズは半はん透とう明めいの青白い螺旋階段にその脚あしを乗せる。

　一歩。二歩。三歩。

　彼がゆっくりと歩を重ね昇っていくのと同時に、その足元に、点々と血の雫しずくが垂れていく。既にその身体からだが崩壊を始めているのは間ま違ちがいない様だった。

　しかしその一方で、何か魔法の術式が作用しているのもまた間違いない。

　緩やかに螺旋階段から沸わき上がる術式回路の様なものが、アルトゥール・ガズの身体に絡からみ付いてゆく。構わずアルトゥール・ガズは歩を進め、術式回路もその身体に絡んでは解ほどけ、絡んでは解けするだけなのだが──その度たびに、術式回路の写しの様なものが、顔に、腕うでに、脚あしに、胴どうに、転写されては消えていく。

　まるでその身の内に、術式回路そのものが沈しずみ込んで同化していくかの如く。

　アルトゥール・ガズは言った。

　神になる──と。

　それはつまり、壊こわれかけた肉体を棄てて、代わりに術式回路を器うつわとした別の生き物になるという事なのか。千年、いや数千年を生き、死をも越えて復活してきた男にとって、肉体とは、不都合があれば衣ころもの様に脱ぬぎ捨すてる、その程度のものでしかないのだろう。

「結局の所──何も変わらないという事か」

　トールは呟つぶやく様に言う。

　玉座に居る存在が交代しただけで、何も変わらない。

　人々は、神の無ぶ聊りようを慰なぐさめる為ため、怒おこって笑って泣いて、ただ無意味に生まれては死んでいく。その為に造られたのだから、それを全まつとうする事こそが正しいのだと──自分達も知らぬ処で勝手に定められて。必死に生きる自分達の悲喜交こも々ごもは神の舐なめる砂糖菓が子し程度の意味しかないのだとも知らずに。

　生まれて。死んで。その狭はざ間まで何かを残そうと、必死に──足あ搔がいて。

　しかし……

「待て……！」

　アルベリックが叫さけびながら前に出る。

　だが──

「我が主あるじの邪じや魔まをするな」

　螺旋階段とアルベリックの間に割って入る──シン。

　まるで彼の一部であるかの様に、六スッバ星ル衆もまた数名がその脇に展開して陣じんを張る。

　あくまでアルトゥール・ガズを──その『昇しよう神しん』の儀ぎ式しきを守る積もりなのだろう。

「シン兄──いや、シン・アキュラ」

　トールはアルベリックの横に並びながら言った。

「あんたは立派な乱破師サバターだ。完全と言っても良いだろうな」

「……ふん？」

　改めて、今初めてトールの存在に気付いたかの様に、シンは眼を細めた。

　自分は最も早はや、人間を越えた存在〈エンペリオン〉で──目的も主人も持たない乱破師崩くずれなど、最初から眼中に無かったのだとでも言いたげだ。

「乱破師は道具。自らの意思を持たず、自らの欲よく望ぼうを持たず、主と定めた者の意思と欲望を以もつて己おのれのそれらとすべし──けどな。正しい乱破師としての形ってのは──つまり乱破師以外の何者にもなれないって事だ。呪のろいだよ。自分で自分に掛けた、な」

「…………」

　シンが無言でトールを睨にらみ据すえる。

　以前のトールであれば、その視線の圧に怯ひるみもしたかもしれない。

　だが──

「俺はトール・アキュラだ。乱破師である事とか、竜騎士ドラグーン・キヤバリアである事とか、チャイカの従卒である事とかは全部、その中に含ふくまれる。俺は俺だ」

「いっぱしの口を利きく様になったが」

　シンは微び笑しようを浮うかべて言った。

「実力の伴ともなわない台詞せりふは譫うわ言ごとと同じだ。語るなら勝ってから語れ」

「……来るよ」

「分かってる」

　いつの間にか、女騎士キヤバリアの姿で背後に寄り添そっていたフレドリカが囁ささやいてくるのに、トールも小声で応じる。

　次の瞬しゆん間かん──

「──しゃッ！」

　鋭するどい呼気を放ちながら、シンが、そしてその脇に控ひかえていた六ッ星衆が、一いつ斉せいにトール達に向けて飛び掛かかってきた。
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　アルベリックは剣けんを抜ぬき放ちながら前に出た。

　本来であれば指揮官が最前面に出るのは愚ぐの骨こつ頂ちよう──とも言える。

　だが、彼はこの流儀スタイルをずっと採ってきた。

　そもそもジレット隊は寄せ集めの小部隊で、通常の用兵術が適用しにくい事に加え、剣を振るってこその騎士と考えるアルベリックは、いざ戦せん闘とうとなれば真っ先に駆かけて会敵する。予あらかじめ大まかな方針を打ち合わせしておいて──その上でアルベリックが一番前で戦せん況きようを肌はだで感じ、細かく対応してゆくのだ。

　陣じん形けいに関しても臨機応変、敵の数や地形に合わせて変化させるが、これについても予め部下には想定し得る幾いくつかの状じよう況きようで採るべき陣形を指示してある為、いざ戦闘に入ったとしても、いちいち指示を飛ばす必要は無い。

　先行するアルベリックを先頭に、ニコライ、レオナルドが続き、マテウスとズィータが魔ま法ほうによる支し援えん、後方の守備と魔法師ウイザード二人の護衛の意味で殿しんがりをヴィヴィが務める紡ぼう錘すい隊形を、ジレット隊は自然と採っていた。

　目標は螺旋階段を昇っていくアルトゥール・ガズ。

　彼をあの螺旋の終わりに到とう達たつさせてはならない。

　アルベリックはそう確信していた。

　だが……

「──！」

　一いつ瞬しゆんにして視界一いつ杯ぱいに広がる──シン・アキュラの顔。

　目標を決めれば脇わき目めも振らず猪ちよ突とつ猛もう進しんが騎士の身上、敵が前を塞ふさげばこれを突とつ撃げきによって打ち破るのが基本なのだが。

「くっ!?」

　在り得ない程の速さで肉にく薄はくしてきたシンを前に、アルベリックは対応が遅おくれる。むしろ突撃の体勢を逆手にとられ『迎え撃ちカウンター』を仕し掛かけられた状態である。

　シンが、剣の間合いで更さらに放ってくる手裏剣スローイング・ダガーの群れ──手裏剣の零ゼロ距きよ離り投とう擲てき。

　これを叩たたき落とすには、剣を手元に引き戻さねばならない。

　アルベリックは咄とつ嗟さに限界まで剣を手元に戻して手裏剣を防ぐ。

　だが、次の瞬間、不自然な体勢になった構えの隙すきを強ごう引いんに突ついて、シンの小機剣コンブレイドが疾はしる。

　柄つかでこれを受けるアルベリックだが──

「うっ!?」

　斬撃を受け止めた衝しよう撃げきで右みぎ腕うでが伸のびきってしまう。

　両手持ちであれば耐たえられたかもしれないが、今のアルベリックは隻せき腕わんである。強きよう烈れつな踏ふみ込みによって加速、加重された斬ざん撃げきは、骨肉に届かずとも、大きく彼の体勢を崩していた。

「…………」

　もらった──と得意げに宣言する事すらしない。

　シンはただ無表情に旋せん回かいしながら、左の手に握にぎっていた手裏剣をアルベリックの顔面に突き立て──

「──!?」

　──る直前、真横から割り込んできた何者かの腕が、これを掌てのひらで受け止めていた。

　手裏剣に真ん中を貫つらぬかれながら、しかしいささかも怯む事無く、むしろこれを好機とばかりに指を閉じてシンの手を摑つかみに掛かる。

「…………む」

　短い呻うめきを漏もらしつつシンの動きが止まる。

　ぎちり、と肉と骨を締しめ付ける音をアルベリックは聞いた様な気がした。

　傍かたわらを見ると、やや不自然な体勢で手を出しているトール・アキュラの姿が在る。彼が咄嗟にアルベリックを庇かばったのだ。

「君は──」

「お前を庇う事になるとはな」

　眼めはシンに据えたままトールは言った。

　次の瞬間、シンは右手の小機剣をトールに向けて突き込む。だがその動きの最さ中なかにトールは、握ったままのシンの左手を強引に引いて体勢を崩し、そのまま投げ技わざに繫つなげた。

　呆あつ気けない程ほどに軽々とシンの身体が宙に舞まう。

　だが──乱破師が、投げ技を喰らってそのまま為なす術すべも無くその身を床ゆかに叩きつけられる筈はずも無い。彼は身をひねって足から着地。

　次の瞬間──

「──ッ！」

　トールはシンの左手を握っていた自分の右手を、己の小機剣で斬り落としていた。

「なにを!?」

「乱破師の手裏剣には毒が塗ぬってあるのが基本と思うべきだろ」

　驚おどろくアルベリックに向けて、そう言いながら──トールは肘ひじから先を喪うしなった己の右腕を振ふる。青白い光と共に肘から先の部分が再生、いや復元される。

　竜騎士の魔法だ。

「さすがに油断はないか」

　とシンが呟いた処ところを見ると、実際、彼の手裏剣には毒の類たぐいが仕し込こまれていたのだろう。そのままでいると、全身に毒が回る。竜騎士の場合、それで即そく座ざに死ぬ事は無いにしても、動けなくなってしまえばそのまま、首を落とされかねない。

「それが竜騎士の魔法か」

　アルベリックもまたシンの方を睨み据えながら言った。

「便利だな」

「確かにな」

　トールとアルベリックの口元を同時に苦笑が過ぎる。

　二人の背後では鋼はがねの打ち合う音と、入り乱れる足音が響ひびいている。

　更に時折、響くのは攻こう撃げき用魔法の音だろう。

　トールの仲間とアルベリックの部下達が六ッ星衆と戦っているのだ。

　だがトールもアルベリックもそちらを見み遣やっている余よ裕ゆうは無かった。

　向かい合っているだけで分かる。シンは普ふ通つうではない。普通の人間では到とう底てい勝てない。人の姿をしているが、アルベリックの感覚としては、巨きよ大だいな機車ヴイークルを前にしているかの様な威い圧あつ感かんを感じていた。個人差などとは到底言えない──圧あつ倒とう的てきな力の差、いや、力そのものの塊かたまりを前にしているかの如ごとき、絶望感。

「──おい」

　トールはシンを睨み据えたまま、しかし傍らのアルベリックに声を掛けた。

「右手、こっちに出せ」

「……なに？」

「いいから、すぐ済む」

　トールは唸うなる様な声で言った。

「お前の左ひだり腕うでを取り戻もどしてやる。竜騎士の魔法で」

「…………！」

　アルベリックはすぐにその言葉の意味を察し──剣を握ったままの右手をトールの方に差し出す。敵を前にしたまま、構えを解く危険は在ったが、それよりも自分が万ばん全ぜんの態勢になる事を優先したのだ。

　トールは一瞬、顔をしかめてから、アルベリックの手に嚙かみ付く。

「…………!?」

　アルベリックは反射的に手を引こうとして──しかし己の左腕があった辺りに青白い魔法の発動光が集中していくのに気付いた。

「これは──」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやくアルベリック。

　中身が無くただ、揺ゆれるだけだった彼の左腕が、復元されていた。

「未まだ馴なれてねえ上に、他人に施ほどこすとなると、嚙み付かなくちゃならない。その間は当然、動きが止まる。戦闘中に何度も使えるとは思ってくれるな」

「……了りよう解かいした」

　アルベリックは頷うなずき──そして言った。

「感謝する」

「大いに恩に着てくれ」

　物もの憂うげな口調で言うトール。

　一方、その間に、シンは……

「……未だ慣れてはいないが」

　そう言うと、彼は左手を振っていた。

　虚こ空くうを切り裂さく様な音と共に宙を飛び、彼の手に収まったのは──

「──機杖ガンド!?」

　愕がく然ぜんと呟くアルベリック。

　そう。それは機杖だった。

　別に特別なものではない。似た型のものはズィータが使っているのを見た事がある。

　だが──驚くべきは、この場で、シンがそれを持ち出してきた事だ。

　まさか使えもしない道具を手にしたりはすまい。

　つまり……

「ひゅあッ！」

　短い──怒ど号ごうとも悲鳴ともつかない声を発するシン。

　それが呪じゆ文もん詠えい唱しようなのだと気付く事が出来たのは、『御遣いアポストロ』の一人としてガズ皇こう帝ていと戦っていた時の記き憶おくがあるからだ。

　アルトゥール・ガズは一瞬の呼吸音にも似た呪文詠唱で魔法を使って見せていた。超ちよう高こう速そくで圧縮を掛かけた呪文詠唱は、常人の耳にはこの様な声に聞こえるのだ。自身の言葉通り、シンはアルトゥール・ガズほどの練度が無いのか、大きな叫さけびに聞こえたが。

「顕あらわれよ〈切ザり・裂リくッもパのー〉！」

「避よけろッ!!」

　トールが叫びながら身を沈しずめる。

　一いつ瞬しゆん遅おくれてそれに倣ならったアルベリックの頭上を──不可視の刃やいばが通り過ぎる。自身の動きに遅れて宙を泳いだ彼の髪かみが何本か、切り取られて舞う。

「──！」

　咄嗟にアルベリックは背後を振り返っていた。

　自分は避けられても、他ほかの者達は？

　だがこれは杞き憂ゆうの様だった。さすがにシンも、自分の配下の六スッバ星ル衆まで巻まき添ぞえにして戦力を低下させる様な、無茶をする積もりは無いらしい。仰ぎよう角かくをつけられていた〈切り裂くもの〉は、そのまま謁えつ見けんの間の壁かべと天てん井じようの境目に食い込んで、消えた。

　だが──

「魔法まで使うか。掟おきて破りも良いところだ」

「竜騎士ドラグーン・キヤバリアに言われてもな」

　トールの言葉にシンがそう応じる。

　次の瞬しゆん間かん──

「では乱破師サバターからなら？」

　いつの間に忍しのび寄ったか、斜ななめ後ろから鉄てつ槌ついを振り下ろすのはトールの相棒──確かアカリという名の女乱破師である。

　鋼はがねの擦こすれ合う耳みみ障ざわりな響きが、辺りに飛散する。

　角度も速度も申し分無し、充じゆう分ぶんに勢いの乗った重い一いち撃げきだが──しかしそれはシンの掲かかげた小機剣コンブレイドの剣けん身しんの上を滑すべり、見けん当とう違ちがいの虚空を抉えぐっただけだった。

　鉄槌の一撃を受け止めるのではなく、僅わずかに横方向の力を掛けて、逸そらしたのだ。

　だが──

「──ひゅっ」

　アカリの唇くちびるから鋭するどい呼気が漏れる。

　攻撃を受け流されるのも承知の上であったか、アカリは停てい滞たい無く次の動きに──むしろ自身が鉄槌に振り回されるかの様な回転運動に入っていた。

　骨を折らんばかりの勢いで打ち付けられる──足あし払ばらい。

　だがそれもまたシンにかわされる。

　いや。それどころか──

「面めん倒どうだな。まずはお前から片付けておくか」

　シンが呟くと、左手の魔法機杖ガンドをアカリに向けて縦方向から叩たたき付ける。

　足払いで体勢が沈み込んでいたアカリは、辛かろうじてこれを、頭上に掲げた鉄槌の柄えで受け止めるが──

「ひゅあっ！」

　圧縮呪文詠唱。

　魔法機杖でいわば押さえ込まれている状態のアカリは、逃にげられる状態に無い。

「顕れよ〈切り裂くもの〉」

　魔法が発動する。

　同時に──二つ。

「顕れよ〈遮り隔てるものザ・シールド〉！」

「──！」

　零ゼロ距きよ離りで──発動したその瞬間を抑おさえ込む様に発生する防ぼう御ぎよの魔法。

　干かん渉しようし合う二つの力場が異音を発し、次の瞬間、青白い閃せん光こうを発して相そう殺さいされる。発生した衝しよう撃げき波はでアカリは吹ふっ飛ばされたものの、魔法で真っ二つに切り裂かれる事は避けられた様だった。

「……既すでに用済みの駒こまが出しゃばる」

　シンは、冷たい眼まな差ざしで機杖を構えている白チャイカを見み据すえる。

　だが次の瞬間──

「顕れよ〈燃ザえ・盛バるーもナのー〉！」

　攻こう撃げき魔ま法ほうの発動と共にシンの姿が炎ほのおに包まれる。

　白チャイカの真後ろ、片かた膝ひざをついて機杖を構えていたセルマが、魔法を撃うったのだ。

　手加減は一いつ切さい無し、確実に焼き殺す、その為ための魔法だった。この魔法は範はん囲い攻撃──ちょっとやそっと身を反らしたり沈めたりする程度で回かい避ひする事は出来ない。

　しかし──

「──！」

　炎の中でシンの姿が消える。

　いや。炎が包んだのはあくまで彼の残像──

「──!?」

　猛もう烈れつな速度で壁を蹴けり、柱を蹴り、白チャイカとセルマに肉にく薄はくするシン。

　だがその行く手を遮る様に、槍やりの穂ほ先さきが突つき出された。

「はッ！」

　虚空を抉り抜ぬくかの様な──穂先にねじ込む回転を加えたダヴィードの、鋭い突き。

　しかしシンは空中で手を翳かざし、穂先のすぐ後ろ、柄を横から摑つかむ。彼は僅かな動作でダヴィードの突きを逸そらし──それどころかダヴィードの連撃を防いでしまった。シンの体重を掛けられて姿勢が崩くずれるダヴィード。

　凄すさまじい程ほどの見切りである。

　だが──

「掛かった！」

　槍を抱だく様にして床ゆかに転がりながらにんまりと笑う。

　横手からシンに巻き付く──蛇咬剣スネークブレイド。

　その使い手は言うまでもなく、紅チャイカである。

　どうしても蛇咬剣は振ふりが基本の動きになる為、予備動作が大きくなる。ダヴィードの一撃はむしろ紅チャイカのこの一撃を気け取どらせない為のものだったのだろう。

「──ふッ！」

　それ自体が刃は物ものの如ごとき鋭い呼気を吐はきながら、蛇咬剣を引く紅チャイカ。

　鋼糸で繫つながれた小さな刃物が、四方八方からシンの身体からだに食い込む──かに見えた。

　しかし──

「ひゅあッ！」

　一いつ瞬しゆんの圧縮呪文詠唱。

　その瞬間、彼を中心に発生した衝撃波が、シンの身体に食い込みかけていた蛇咬剣の刃を押しとどめる。刃の輪が閉じきる前に生じた一瞬の隙すきに、シンは跳ちよう躍やくし、必殺の包囲から難なく抜け出ていた。

　着地と同時に床を蹴るシン。

　右手に小機剣、左手に機杖。

　本来ならば、どちらかに集中が偏かたよって歪いびつな戦い方になりがちな筈はずが──全くその様子が見受けられない。『成り立て』でありながら、シンはほぼ完全に魔法師ウイザードとしての力を使いこなしていた。いや。圧縮詠唱の早さを見るに、これは単に使いこなす以上の技術だ。

　しかし……

「せやっ!!」

　跳はね上がる様にして起き上がったダヴィードが、追いすがりつつ槍を突き出し、更さらにはアカリがやはり追いすがる。彼女の放った手裏剣スローイング・ダガーがシンの背中に突き刺ささる──かに見えたその瞬間、シンは旋せん回かいしてこれを叩き落とし、そのままダヴィードの突きを機杖で受ける。

　一瞬遅れて再びシンに向かって絡からみ付く紅チャイカの蛇咬剣。

　だがこれを小機剣で弾はじきながら、シンは更に圧縮詠唱──先程と同様に全方位に発生する衝撃波で、アカリ、ダヴィード、紅チャイカを薙なぎ払はらった。

「強つえぇ──」

　床に転がりながら呻うめくダヴィード。

　傭兵マーセナリとしてそれなりに実戦経験を積んできた彼としても、こんな相手は──魔法と剣けん技ぎを併へい用ようするどころか、同時に使用する様な怪かい物ぶつと戦った事は無かっただろう。

　しかも動きが異様に速い。

　いざ、白兵戦の間合いでのやりとりが始まると、とてもではないが、白チャイカもセルマも、魔法で割って入る事が出来ないのだ。面倒な事、この上無い相手である。

　ただ──

「──おい、騎士キヤバリア様」

　一方、四方八方から攻せめてくる六ッ星衆に足止めを喰くらいながらも、トールは傍かたわらで剣を振るっているアルベリックに言った。

「ジレットでいい。なんだ？」

　安定した技わざで六ッ星衆をさばきつつ、応じるジレット。

　やはり隻せき腕わんの時よりも身体が思考通りに動いてくれる。隻腕にもいい加減なれていた筈だが、やはり両りよう腕うでがある状態で身に刻み込んだ武術は、左右の手が揃そろってこそ本来の力を発揮するという事だろう。

「悪いが此こ処こは任せていいか？」

　両手の小機剣で上段から振り下ろされた六ッ星衆の小剣を受け止めて、これを絡め取り、脇わきに流す。相手の姿勢が崩れた処ところでトールは蹴りをその鳩尾みぞおちにぶち込んでこれを吹っ飛ばした。

「任せる？　何を──いや」

　一瞬でアルベリックはトールの意図を察した。

「分かった。そちらは任せる」

「やけにあっさり信用されたな」

「自分でも意外だが」

　と苦く笑しようを浮うかべるアルベリック。

「君がガズ皇こう帝ていの提案を断った時点で、共きよう闘とうできるとは思っていた」

「……あんた、詐さ欺ぎとかに注意しろよ。基本的に人が善よすぎる」

　トールも苦笑してそう応じると──叫さけんだ。

「フレドリカッ!!」
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「フレドリカッ!!」

「はぁい」

　楽しげな声と共に、空を叩く翼つばさの音が響ひびく。

　予あらかじめ打ち合わせておいた通り──後方に一いつ旦たん退ひいて、翼よく竜りゆう状態に変身していたフレドリカは、天てん井じようギリギリの高さに舞まい上がり、そのまま滑かつ空くう。

　途と中ちゆう、機杖ガンドを抱かかえて立ち上がったチャイカの襟えり首くびを爪つめに引っかけて飛び──トールのすぐ傍そばに着地した。

「行くぞ」

「うい！」

　トールの呼よび掛かけに笑顔で応こたえる白チャイカ。

　二人はフレドリカの背に乗ると、そのまま、謁えつ見けんの間の最さい奥おう、ガズ皇帝が座っていた玉座──いや玉座を中心として素材物質マテリアルが創つくり上げた、螺ら旋せん階段の根元へと向かう。

　途中、シンがこれに気付きこちらを一いち瞥べつしてきたが──アルベリックとアカリ、紅チャイカ、ダヴィードの集中攻こう撃げきが彼をその場に足止めし、一撃だけ投げられた魔法は、しかしセルマの防ぼう御ぎよ魔ま法ほうがこれを防いでくれていた。

　そして──

「……チャイカ」

　半はん透とう明めいの螺旋階段。

　その根元に立っていたのは──ニーヴァ・ラーダである。

　ガズ皇帝によって造り出された、生ける魔法機杖。

　人間の形を採ってはいるが人間ではなく。

　棄獣フエイラの骨や肉が使われているが棄獣でもなく。

　ただ目的の為に用意されただけの──単なる道具。

　だが……

「ニーヴァ、ニーヴァ、停止、停止求める！」

　フレドリカの背中から飛び降りた白チャイカが、駆かけ寄ってそう訴うつたえる。

　ニーヴァの維い持じする螺旋階段状の魔法機関──いわば『昇しよう神しん機関』というべきもの──これを止めない事には、結局、ガズ皇帝が神の座に就ついてしまう。

　そこからどうやってこの世界をまた支配するのかは分からないが、いずれにせよ、彼が神になってしまえば、トール達にこれを斃たおす手段は無い。

　あるいはギイを斃した時の様に、あるいはガズ皇帝が神を斃した時の様に、ニーヴァを使えば、別世界に居る新たな神を──ガズ皇帝を殺す事は出来るのかもしれない。だが、その程度の事をガズ皇帝が想像していない筈は無い。

（あるいは、自分の昇神が終わった時点で、ニーヴァは自じ壊かいする様に命じられている──とかな）

　そしてそうなれば、本当に神を殺す手段は喪うしなわれる。

　だから今の内にニーヴァを殺す──いや破は壊かいするなり、説得して昇神機関の維持を止めさせるなり、何らかの手を打たねばならない。

　ガズ皇帝が神になる、その前に。

「ニーヴァ！」

「……チャイカ、どけ」

　ニーヴァに駆けよって名を呼ぶチャイカに、しかしトールはフレドリカの背中から降りながら言った。

「奴やつが神になるのにどれ位の時間が掛かるのかは分からない。今すぐにでも止めないと」

「トール!?」

　剣けんの切っ先をニーヴァに向けるトールを見て、白チャイカが驚おどろきの声を上げる。

　対してニーヴァ本人は──眼めを開いてトールを見てはいるが、特に何らかの表情を浮かべる訳でもない。

　ただ──

「──既すでに」

　呟つぶやく様に彼女は言った。

「昇神機関、それ自体が、稼か働どう中」

「……何？」

「私は、あくまで、設計図を、空間に、焼き込み、初期起動イグニツシヨンの魔ま力りよくを、送り込む、のみ」

「…………」

　トールは眉まゆを顰ひそめて白チャイカの方を向く。

　白チャイカはトールとニーヴァの間に割り込む様にして言った。

「遅おそい、既に、ニーヴァ、関係無し！　螺旋階段、巨きよ大だい魔ま法ほう機関、相当！」

「……これ自体が、もう奴を神に変える為ためのモノとして確立してる訳か」

　以前観みた航天要塞エリアルフオートが典型的な例だが……魔法機関というものは、小は機杖から、大は要塞一つ丸ごとの規模に至るまで様々だ。だがより大きく特とく殊しゆな──複雑な魔法を実行する為には、必然的にその規模は大きくなる。

　この、天にも届こうかという螺旋階段そのものが、今やガズ皇帝の魔法機杖ガンドなのだ。

　たった一度の使い切りなので、耐たい久きゆう性せいは必要無い……故ゆえに素材物質を使った代しろ物もので充じゆう分ぶんという事なのだろう。

　それが本当なら、確かに今ニーヴァを殺しても仕方が無い。

　では──

「ニーヴァ」

　トールはニーヴァの前に片かた膝ひざをつき、その顔を覗のぞき込みながら問うた。

「俺達に──いや。チャイカに協力する気はあるか？」

　もし先さき程ほどニーヴァが答えた事が本当なら、彼女は、無条件にトール達を敵とみなしている訳ではないという事になる。既に用済みとみなされた彼女は、ガズ皇帝の支配から脱だつしたのかもしれないが──

「チャイカ……」

　ニーヴァはチャイカの方を向く。

「私は、既に、用済みの、道具」

　その言葉に悲ひ哀あいの響きは無い。

　事実を事実として告げているだけの声だ。

　道具は道具。意思を持たない。

　だから自分で判断などしない。命じられた機能をただ果たすだけ。当然、それが終われば廃はい棄きされる。それは最初から定められていた事で悲しむべき事などではない。悲しむのは元々、生きる目的を持たずに生まれてきて、それを見つける事が出来ずに、あるいはそれを見つけても果たす事が出来ずに死なねばならなかった人間だけだ。

　しかし……

「ニーヴァ、道具違ちがう！」

　チャイカは叫ぶ様に言った。

　それはかつて、彼女がトールに対しても言った台詞せりふだ。

　人間はモノではない。人間は道具ではない。

　では──造られたモノは？

「私は、造られた、道具」

「もう道具違う！」

　チャイカはニーヴァの両りよう肩かたを摑つかんでそう言った。

「私も道具、造られた存在、でも、今、道具違う！　私、チャイカ・トラバント、私、生きてる、私、モノ違う！」

「…………」

「私は──」

　つっかえる大陸公用語をもどかしげに感じたか、言葉をラーケ語に切り替かえてチャイカは言った。

「私は、誰だれかを道具として見るのを、許さない！」

　それは……トールですら滅めつ多たに見た事の無い、チャイカの、心底からの怒いかりだった。

「誰かが道具だなんて割り切られて、切って棄すてられるのも認めない！　私はニーヴァ、貴女あなたが道具である事も認めないから！　絶対そんなの許さないから！　貴女がそれでいいって思ったって、絶対、絶対、認めないから！」

「……チャイカ」

「道具でいいなら、人の形とか要いらないもの！　道具でいいなら、人の心とか要らないもの！　それは創った者の意図した事では無かったとしても、人の形をしているのなら、人の心を持っているのなら、道具であってはいけないの！」

　同じく道具として生み出され。

　一足早く用済みだと──棄てられて。
















　そこから──絶望の淵ふちから這はい上がってきたチャイカにとって、ニーヴァは、かつての自分を見ているに等しいのだろう。ニーヴァが自分を道具だと認め、その事を当然と受け止めている事が、どうにも我が慢まんならないのだろう。

　あるいはそれは、単なるチャイカの自己満足であったのかもしれない。

　ニーヴァ自身が自分の道具としての在り方を認め、満足しているのなら、チャイカが口を挟はさめた筋合いではないのかもしれない。

　しかし……

「──私は」

　ニーヴァは戸と惑まどう様に眼を瞬しばたたかせながら言った。

「可変機能の為に、様々な状じよう況きようと、術式に対応し、最新の、術式を、実行、出来る様に、する、為に、装鎧竜ドラグーンの、脳組織、を、基に、創られた。自我が、在るのは、副産物で、意図されたもの、では、ない」

　魔法を行使するには、自我が必要だ。

　ニーヴァは自身が魔法機杖である訳だが……同時に、変形の魔法を自ら行使する魔法師ウイザードとしての『機能』も求められたが故に、最低限の自我が残されていた──という事なのだろう。

　だから自分に自我があるのは──心があるのは、機能としての必然であり、それ以上でもそれ以下でもないとニーヴァは言いたいのだろう。

　ただ──

「言い訳してる時点で、お前の負けだ、ニーヴァ」

　トールは言った。

「道具は言い訳なんてしない」

「…………」

　ニーヴァはトールの方を見て……それから、再びチャイカの方を見つめる。

　やはり仮面の様に無表情なその顔に、一いつ瞬しゆん、何かの表情が揺ゆれた様に見えたのは、トールの眼の錯さつ覚かくか。それとも、それがニーヴァの『動どう揺よう』であったのか。

「ニーヴァ、あの、ガズ皇こう帝ていより先に、『神』を討うった術式は使える？」

　チャイカがラーケ語でそう問いかける。

　もしそれが使えるなら、チャイカが、此こ処こからガズ皇帝を狙ねらい討つ事も出来るのではないか──そう考えたのだろう。

　だが……

「不可能。術式、消去済み」

　つまりは、それがニーヴァを残していった理由なのだろう。

　神を討うつ為の術式は、ガズ皇帝が創つくったものだ。他ほかの魔法師達に再現出来るとは思えないし、そもそも、どういう原理なのかすらもう分からない。

　となると──

「残る手は──一つか」

　天てん井じようを突つき破り、遥はるか天空に向けてそびえる螺ら旋せん階段を見上げながら、トールは呟いた。
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　本来──乱破師サバターというものは、正々堂々と戦う流儀スタイルではない。

　物もの陰かげから一方的に攻こう撃げきを仕し掛かけるなり、集団で一人を取り囲んで叩たたくなり、そうした世間的な価値観から言えば、卑ひ怯きよう卑ひ劣れつな方法をむしろ得意とする。

　その意味で……個の技能に価値を見いだしてこれを徹てつ底てい的てきに伸のばす戦魔アキユラ衆よりも、逆に個に価値を見いださず、徹底して『数の暴力』を志向する六スッバ星ル衆の方が、より乱破師としての本道に近い。結果として一対一で戦う事は在っても、本来、彼等はより数に優まさる集団で敵を叩くのが基本だ。

　つまり、相手が対等な戦力である場合に、これを叩く事には向いていない。

　まして状況の主導権を握にぎっていない場合は──

「乱破師の怖こわさ半減だな」

　ニコライは大型の機剣を振ふり回しながら、不敵に笑った。

　本来、敏びん捷しようで身軽な事を最大の持ち味とする筈はずの乱破師にとって、ニコライの様な大おお柄がらで得物も重く長い相手は、格好の獲え物ものである筈だ。一対一ならばニコライも乱破師の動きに対処出来るが、相手が二人以上となると、心こころ許もとない。

　だが……彼に対する六ッ星衆の動きは、今一つ、生せい彩さいを欠いていた。

　踏ふみ込みが浅い。動きが何ど処こか鈍にぶい。

　それは──

「──我顕あらわすは〈幻げん惑わくの帳とばり〉」

　先程からニコライのすぐ脇わきで、魔法師ウイザードマテウスが繰くり返し起動している魔法の為だ。

　マテウスは本来の得意技──鳥ちよう獣じゆう遣つかいを行う為の対象が居ない。だが、別に彼は鳥獣使し役えきの魔法しか使えないという訳ではない。鳥獣遣いは、精神干かん渉しよう系の魔法の一種に過ぎず、マテウスはそちらの系統の魔法をあらかた扱あつかう事が出来る。

　彼が展開しているのは、精神干渉の作用場だ。

　ニコライを己おのれの間合いに捉とらえられる程に踏み込んでくると、六ッ星衆はその作用場に触ふれざるを得ない。勿もち論ろん、触れても一瞬──ただそれだけで相手の精神を完全支配する事は出来ないが、わずかでもその感覚を狂くるわせる事は可能だ。

　見えている像がぶれる。聞こえている音がぶれる。

　わずかな五感のずれ──それだけで人間は体勢を崩くずす。素す早ばやく動こうにも迂う闊かつに足を踏み出すだけで、足首をひねったり、転んだりしかねない。身体運用に長たけた乱破師である以上、そんな単純で無様な姿をさらす事は無いが──どうしても動きが鈍にぶってしまうのである。

　そこに全すべてをまとめて薙なぎ払はらうかの様な、大たい剣けんの一いち撃げきが飛んでくれば、六ッ星衆も退ひかざるを得ない。距きよ離りを置いて手裏剣スローイング・ダガーを投げたりもするが、しかし鎧よろいを纏まとい、体たい軀くに似合わぬ素早さで動くニコライを相手に、小こ振ぶりの投とう擲てき用刃は物ものでは、威い力りよく不足だ。

　また──

「──顕れよ〈塞ぎ遮るものザ・インタラプター〉！」

　ズィータの詠えい唱しようの声と同時に魔法による遮しや蔽へい力場が展開する。

　六ッ星衆の投擲してきた手裏剣や投針が、まとめてこれに阻はばまれてあらぬ方向に跳はね飛んでいく。彼女が設定している力場は全方位ではなく、特定範はん囲い内のみ──いわば見えない『盾たて』を翳かざしている様なものだ。

　故ゆえに──

「…………ッ！」

　その脇からヴィヴィが針を投げる。

　改めて手裏剣から小剣に武器を持ち替えようとしていた彼等は、しかし飛んできた投針の為ためにその動きを止めて、回かい避ひ行動に切り替える。

「…………」

　勿論、六ッ星衆は無言だ。

　罵ば声せいも無ければ悲鳴も無い。

　ただ──自分達の投擲武器が防がれた事で『そこに見えない壁かべがある』『そこは武器が通らない』と瞬しゆん間かん的に認にん識しきしている六ッ星衆は、そのすぐ脇から飛んでくる投針への対処が一いつ瞬しゆん遅おくれてしまう様だった。

　さすがに急所に突き刺ささるまで棒立ちになっている様な連中ではないが、ズィータの遮蔽力場とヴィヴィの投針を相手にして、六ッ星衆が押され気味というか、動きが全体的にぎこちなくなっている。これは彼等が微び妙みようにやりにくさを感じている証しよう拠こだろう。

　そもそもこの場は既すでに何度も戦場となっているせいで、調度品の類たぐいは全て破は壊かいされ、柱も何本か倒たおれ、挙げ句に天井には大穴が開いている。瓦が礫れきは大量にあるが、乱破師お得意の、幻惑戦──物陰から物陰へと移りながらの波状攻撃は、やりにくい状況になっている。

　ただ──

「問題はあっちですね」

　レオナルドが短たん剣けんで、突っ込んできた六ッ星衆の攻撃を受け流しながら言った。

「同じ乱破師といっても、あちらは元々格が違ちがうみたいだ」

　ニコライ達が六ッ星衆を相手に、事実上の膠こう着ちやく状態に陥おちいっているのは──ひたすら一進一退の戦いを続けているのは、実の処ところ、牽けん制せいの為に他ならない。この乱破師達が、シン・アキュラの加勢に行かない様にする為である。

　そして恐おそらく六ッ星衆の側の思おも惑わくも同じだろう。

　シン・アキュラ。

　ガズ皇帝に選ばれた新たなる〈エンペリオン〉の一人。

　あの男は……あろう事か、アカリ、紅チャイカ、ダヴィード、セルマ、そしてアルベリックの五人を相手に一歩も退ひかぬ、どころかむしろ圧あつ倒とうする勢いで戦い続けている。

　無論、アルベリックと他の面子メンツに連れん携けいの経験は無いし、アカリと紅チャイカ勢も同様だが……だからこそ、この五人の攻撃には、まるで脈みやく絡らくが無い。つまりは三つの勢力がばらばらに、しかし同時に攻撃を仕掛けている様なもので、本来ならば一人の人間がさばききれる筈がないのだ、絶対に。

　だがシン・アキュラは平然とそれをこなしている。

「まるで──」

　ズィータが呟つぶやく様に言う。

「──八英えい雄ゆうと戦うガズ皇帝」

　もしくは『御遣いアポストロ』と戦うガズ皇帝か。

　そう……恐らく五年前、ガズ帝てい国こく首都攻こう防ぼう戦せんにおいて、帝城で繰り広げられたものも、やはりよく似た光景であったのだろう。

　たった一人の人間が、数倍の敵勢力と相対し、これを圧倒する程ほどの強さを見せる──在り得ないという意味で、これはもう完全に奇き跡せきの類だ。

　そもそもガズ皇帝を討った者達は八英雄、などと呼ばれているが……それはつまり、ガズ皇帝一人を斃たおすのに、魔法師を含ふくめた八人の人間が必要だった、という事に他ならない。当時の現場を知る者は、当の八英雄以外に居おらず、それ故に『魔ま王おうを斃した』彼等の戦い振ぶりは、多分に想像混じりの形で語られ、脚きやく色しよくされていったが──

「同じ〈エンペリオン〉という意味では、あの男がガズ皇帝と同等の力を与あたえられている可能性も……」

　その場合、果たしてあの男を、五人で斃せるのかどうか。

「さっさとこっちを片付けるわよ！」

　ヴィヴィが焦あせりの色を滲にじませてそう言う。

　彼女にしてみれば、一瞬でも早く、アルベリックの処に駆かけ付けて、彼の手助けをしたいのだろう。暗殺者の彼女は、乱破師と同様、真正面からの戦せん闘とうに向いてはいないが、アルベリックの攻撃で相手に出来た隙すきを突く程度の事は出来る筈だ。

　しかし──

「さすがにそれは難しい」

　と答えるのはマテウスである。

「相手も素人しろうとじゃない」

　そう。前述の通り六ッ星衆は六ッ星衆で、ジレット隊の面子がアルベリックの加勢に行かない様に牽制をしているのである。

　いかに乱破師の本領を発揮出来ない状じよう況きようとはいえ、未まだ七人ばかりの六ッ星衆が攻撃を仕掛けてくる。近接戦闘では分が悪いと判断したか、時折、距離を置いて手裏剣の投擲を間に挟はさんでくる為、斃しきる事が出来ない。とっくに手裏剣の数は尽つきていてしかるべきだが──重さと大きさから言って二十本も三十本も持ち歩ける代しろ物ものではない──あるいはこの謁えつ見けんの間の、あるいは城全体の、あちこちに最初から隠かくしてあったのかもしれない。六ッ星衆がハルトゲン公王に雇やとわれて長いなら、そういう仕し込こみはしてあっても不思議ではなかった。

　しかし……

「斃すなら一気にだな」

　ニコライが呟く様に言った。

　迂闊にこの戦力の均きん衡こう状態を崩せば──一人か二人を斃せば、六ッ星衆は五人か六人か、とにかく残った戦力をシン・アキュラの側に結集し、アルベリック達を速そつ攻こうで叩こうとするだろう。そしてそうなれば、ただでさえ劣れつ勢せい気味の──ぎりぎりでシン・アキュラの猛もう攻こうを防いでいるアルベリック達は、一気に敗北する。

　単純な動きの速さは、全員が乱破師の六ッ星衆に、ジレット隊はかなわない。たとえ同時に飛び出したとしても、ジレット隊がアルベリック達に加勢するのはどうしても一呼吸は遅おくれてしまうが──神速を旨むねとする乱破師達には、そしてシン・アキュラには、それだけで充じゆう分ぶんだろう。

　故に、ジレット隊の面子がアルベリックの助勢をしたいと考えるなら、六ッ星衆全員を、一気に戦闘不能にしてからか──さもなくば、最低でもシン・アキュラと合流してしまわぬ様に、足止めしなければならない。

「──大きな術式を使います」

　ズィータが言う。

「集中するから、守って」

　それはつまり、彼女の行っていた魔ま法ほう支し援えんが途と切ぎれる事を意味する。

　だが──

「急いで！」

　ヴィヴィは躊ちゆう躇ちよ無くそう叫さけぶ。

「分かってる」

　ニコライもまた無言で頷うなずくのを確認すると──ズィータは長めの呪じゆ文もん詠唱に入った。




　　　　[image: ]




　強い。馬ば鹿か馬ば鹿かしい程に──強すぎる。

　シン・アキュラについてはその一言に尽きた。

　常識では、在り得ない程の──強さ。

　種類を問わず、戦闘技術の訓練を受けた者同士が戦う場合、一対多は状況や彼ひ我がの技量に天地程の差が無ければ一方的な流れにならざるを得ない。人間の手は二本で眼めは二つだが、同時に二つの方向を見る事は出来ないし、自我が一つである以上、集中した攻こう撃げきを二方向同時に繰くり出す事は出来ないからだ。一人を攻撃している間、もう一人の敵に、背中から攻撃を受ければそれで勝負は決まる。壁か何かを背にしたとしても、左右から同時に攻撃を受ければ、これを捌さばき続けるのは難しい。

　一対二ですら、当然に苦戦を強しいられる。

　一対三なら現状維い持じすら難しく、一対四かそれ以上ならばそもそも、瞬しゆん殺さつを避さける事すら難しい。全身鎧フルプレートで防ぼう御ぎよ力を上げたとしても、相手側に魔法師ウイザードが居れば、動きが鈍った処を狙そ撃げきされてお終しまいだ。極論すれば戦場経験の無い農夫でも、五人以上居れば、歴戦の騎士キヤバリアを殺す事とて可能だろう。

　だが……シン・アキュラは、そんな常識を真っ向から否定していた。

　アカリ、アルベリック、ダヴィード、そして紅チャイカという四人の近接戦闘技能者を相手に互ご角かくに渡わたり合う上、セルマという魔法師の攻撃をも防ぎ、時にはこれに反はん撃げきを加える事までしてくる。

　乱破師サバターの速度と身軽さに、魔法師の技能が加わっているから──だけではない。

　根本的な反応速度が違うのだ。

　その事を──アカリは早々に悟さとっていた。

　何をするにも、あまりに速い。肉体の動きはそこまでではないが、恐らく思考する速度は自分達の二倍、いや三倍、四倍にも達するだろう。

　前述の通り──人間は一度に一つの方向しか見る事は出来ず、二つの方向に同時に注意を向ける事は出来ない。これは人間の意識の──脳の構造上、どうする事も出来ない問題である。

　だが元々戦場における乱戦を想定して訓練を受けた戦闘技能者は、状況を常に俯ふ瞰かん的に見る事が出来る。その視野は広く、一度に攻撃を仕し掛かける相手は一人でも、次々とこれを変えて行く術すべを身につけている。

　シン・アキュラはアカリ達を同時に相手にしているのではない。

　だがあまりに対象の切り替かえが速すぎて、常人には同時に見えるのだ。

「……〈エンペリオン〉」

　アカリは攻こう防ぼうの合間に呟く。

　かつてはガズ皇こう帝ていを呼び指す言葉だったそれを、今は、シン・アキュラが受け継ついでいる。それは単なる肩かた書がきというだけでなく、何らかの『作り替え』が行われているのだろう。シンの放つ気配は、アカリが知るそれとは明らかに似て非なるものになっていた。

「……バケモノ」

　アカリの隣となりで蛇咬剣スネークブレイドを引き戻もどしながら紅チャイカが唸うなる様に言った。

　そう。まさしくそう言うしか無い。

「掟おきて破り」

「乱破師が皆みなそうだと期待されても心外だが」

　爪つま先さきで跳はね上げ、手にした瓦礫を投げ放ちながら──手裏剣スローイング・ダガーはとうに尽きた──アカリはそう応じる。戦場においては投石も立派な技だ。特に乱破師の様に、単独で敵てき陣じんに潜せん入にゆうする様な任務を帯びている場合、現場にあるものは何でも武器に出来ねば、あっという間に武装が尽きる。

「トール、アカリ、比ひ較かく、アレ──桁けた違ちがい」

「せやっ!!」

　そんな言葉をアカリと紅チャイカが交かわしているその瞬しゆん間かんにも、ダヴィードの鋭するどい突つきを、シンは平然とかわし、一歩踏ふみ込んで小機剣の斬ざん撃げきを仕掛けている。

　元々の間合いは遥はるかに槍やりの方が大きい筈はずなのだが、シンの踏み込みの速さのせいで、むしろ突きを放った後に懐ふところに入り込まれると、ダヴィードの側には攻撃する手段が無くなってしまう。

「ちいっ──」

　槍を回転させて石いし突づきを跳ね上げながら、シンの小機剣を躱かわそうとするダヴィードだが、むしろシンの刃やいばは、槍の動きに逆らわず、そっとその柄つかに添そえられたかと思うと──その上を滑すべってダヴィードの手ての甲こうを大きく切り裂さいていた。

「ぐっ──」

　筋か骨を傷つけられたか、ダヴィードの右手が槍を握にぎりきれずに、滑る。

　槍の重さを御ぎよしきれずに姿勢を崩くずすダヴィードの喉のどを狙ねらって、迸ほとばしる小機剣の突き。

　これを──

「──ッ！」

　鋭い呼気と共にダヴィードの脇わきから突き出された長ちよう剣けんの一いち撃げきが、弾はじいていた。

　突きを突きで弾く──それはつまり点を点で受け止めるに等しい。尋じん常じような集中力で可能な技ではなかった。

「……さすがは元〈御遣いアポストロ〉か」

　とシンが呟つぶやく。
















　彼の視線の先には、右手で突きを放った状態のアルベリックが居た。ダヴィードの背後、彼の姿に隠れる様にして近づき、その姿勢が崩れた瞬間、小さな隙すき間まを縫ぬう様にして突きを放ってきたのである。

「ひゅあっ!!」

　だがシンは弾かれた小機剣に拘こう泥でいせず、むしろ弾かれた右手を大きく振ふって半回転──左手の機杖ガンドをアルベリックとダヴィードに向ける。瞬間的に形成された魔ま法ほう陣じんから、切断の魔法らしき力場が発生し──

「──!!」

　咄とつ嗟さに左右に転がって切断の魔法を避けるアルベリックとダヴィード。

　空中を虚むなしく切り裂いて飛び去る切断の魔法──そのすぐ後ろから、すくい上げる様に跳ね上がるシンの小機剣。それは飛び起きようとしていたアルベリックの額を切り裂いていた。

　だが──

「…………ッ！」

　アルベリックは悲鳴も苦鳴も上げずに、ただ呼気だけを吐はきながら前に出て、再度の刺し突とつを放つ。

　自らが傷を受けるのと引き替えに放った彼の突きは、不自然な体勢ながらも、シンの右太ふと股ももに突き刺さっていた。

　戦いが始まってから初めて、シンが負った手傷である。

　対するアルベリックも、ダヴィードも、そしてアカリも紅チャイカも、重傷こそ無いが、既すでに大小様々な傷を負っている。この点だけとってみても、いかにシンが圧あつ倒とう的てきであるかの証しよう拠こであろう。

　しかし……

「へっ──勝負あったな」

　更さらに転がって距きよ離りをとりながら、ダヴィードが笑う。

　太股は、一見、そうは見えなくとも人体の急所だ。太股の内側には太い動脈が通っており、此こ処こを大きく傷つけると、大量出血をして死に至る。上半身に比べて回かい避ひが遅れがちになる下半身狙いの攻撃は、見た目には地味だが、近接戦せん闘とうにおいて決め手になる事も少なくない。

　しかし──

「そうかな」

　呟くシン。

　太股から出ていた血があっさりと止まったのは次の瞬間だった。

「なに……!?」

　ダヴィードのみならずアルベリックも驚おどろきに眼を丸くする。

　手を当てた訳でも、止血の薬を塗ぬり込んだ訳でも、ましてや傷口を焼いた訳でもない。そんな事をしていると、当然、背後なり横手から、紅チャイカなりアカリなりの攻撃が飛んでくる。

　つまり──

「筋肉で締しめて止めた？　しかし──うおっ!?」

　平然と踏み込んでくるシン。

　転がったままのダヴィードを追って長靴ブーツの踵かかとを──勿もち論ろん、乱破師のそれは、鉄てつ片ぺんが仕し込こんである──踏み降ろそうとする。これも地味だが、まともに決まれば必殺の攻撃──腹を踏み抜ぬかれれば内ない臓ぞう破は裂れつで死に至る。

「ダヴィードッ！」

「顕あらわれよ〈切り裂くもの〉ッ！」

　シンの攻撃を防ごうと、横手から紅チャイカの蛇咬剣とセルマの魔法が襲おそい掛かかる。

　だが、シンの左手が掲かかげた機杖の魔法が、これらをまとめて防御──魔法は散さん逸いつし、蛇咬剣は虚しく空中に跳ねた。

　やはり、全くといって良いくらいに隙すきが無い。

　まるで全方位に眼が六つも八つもついているかの様な、対応である。たとえ僅わずかでも隙があれば、強ごう引いんにそこから相手の防御をこじ開ける事も出来ようが──その取っかかりがどうにも見いだせない。

　まずい。

　どういう理り屈くつなのか、シンは傷を負っても、まるで動きに変化が無い。

　その一方で、アルベリックやダヴィードは傷を負った結果、その動きにぎこちなさが混じる様になっていた。止血をしなければ、程ほどなくして身動きがとれなくなるだろう。そうなればもうぎりぎりで拮きつ抗こうしていた戦力は、一気にシン・アキュラ優勢に傾かたむいてしまう。

　そして──

「──!?」

　それは何の脈みやく絡らくも無く、全くの唐とう突とつだった。

　シンの眼の前に何かが吹ふっ飛んできたのだ。

　全く予想外──認にん識しき範はん囲いの外からの出来事だったのだろう。避よける事も出来たであろうに、彼は反射的にこれを小機剣で薙なぎ払はらっていた。それは空中で紅あかい飛沫しぶきを散らしながら両断され、シンの左右の床ゆかに跳ねる。

　それ──吹っ飛んできた六スッバ星ル衆の身体からだが。

「……！」

　さすがのシンの表情にも、驚きの色が混じる。

　一体これは何事か。

　六ッ星衆はジレット隊の面子メンツと戦っていたのではなかったか。

　だが改めて六ッ星衆の身体が飛んできた方に眼を向けたシンは、そしてアカリは、とんでもない光景を観みる事になった。

　一つではないのだ。

　二つ。三つ。四つ。

　まるで大型投石機で放たれる岩の様に、六ッ星衆が次から次へと吹っ飛んでくる。

　それは──魔ま法ほうの仕し業わざだった。

　ジレット隊の方に向かっていた六ッ星衆が、何か強きよう烈れつに回転する渦うずの様なものに巻き込まれ、空中を舞まって加速──そのまま放ほうり出されているのである。

　恐おそらくは本来の攻こう撃げき魔法というよりも、何か魔法機関を動かす為ための魔法の応用だろう。個人用の投石器の様に、回転させる事で勢いをつけ、ぶん投げる、それだけだが──ジレット隊の周囲から迫せまっていた六ッ星衆は、その回転する『輪』に巻き込まれ、吹っ飛ばされたのである。

　ジレット隊の魔法師ウイザード──恐らくはあの眼鏡めがねの少女、ズィータ・ブルザスコの仕業だ。

　立て続けに投げつけられる人体を、しかし今度は叩たたき落とすのでも斬きり捨てるのでもなく、体術でかわしていくシン。

　しかし……

「くっ──」

　シンの注意が逸それたのは、一いつ瞬しゆん。

　だが、その一瞬で得られたものは大きかった。

　轟ごう──と空気を抉えぐり抜く音と共に鉄てつ槌ついが旋せん回かいする。

　咄嗟にこれを小機剣で防ぐシン。

　アカリの繰くり出した鉄槌の一撃は、その描えがいていた楕だ円えん軌き道どうを途と中ちゆうで停止を余よ儀ぎなくされたが──

「──！」

　その先せん端たん部は停とまらない。

　トールの小機剣コンブレイドと同様、アカリの鉄槌にも『仕込み』が在る。

　手元の操作で先端部を柄から分ぶん離りさせる事が出来るのだ。勢いのついた一撃は、柄を受けて防がれても──そのまま分離した先端部が更に弧こを描いて旋回、相手を直ちよく撃げきする。

　尖とがった鉄槌の先せん端たんが深々とシンの額を抉り、血を噴ふき出させた。

　だが──

「──ひゅあっ！」

　圧縮詠えい唱しよう。

　同時にシンの身体から放射状に発生した衝しよう撃げき波はが、アカリを含ふくめ周辺の者達を吹き飛ばす。改めて姿勢を正し、額の傷から出る血を左手で拭ふき取りながら、シンは眼めを細めてアカリの方を見た。

「本当に面めん倒どうな奴やつだな」

「褒ほめ言葉か？」

　と跳はね起きたアカリが言う。

「トールを主あるじと定めたが故ゆえの、迷いの無さか？」

　シンの口元に──ふと笑えみが浮うかんだ。

　決して明るいものではない。また薄うすいものでもない。

　悪意が滲にじみ出るかの様な──闇やみの様に深くどす黒い何かが、その奥に透すけて見える笑顔であった。

「だが──それは本当に正しい選せん択たくだったかどうか」

「……なに？」

「ハスミンが死んだのはお前のせいではない」

　唐突にシンはそんな事を言い出した。

　ハスミン・ウーロ。

　かつてアキュラの里に出入りしていた商人の娘むすめで──その死が、トールの、そしてアカリの人生に大きく影かげを落としている人物だ。

　だが……

「そうなるように俺が仕向けた」

「……!?」

「奴の話は、アキュラの里に悪あく影えい響きようをもたらす」

　シンは何ど処こか囁ささやく様な、抑おさえた口調でそう続けた。

「実際トールもお前も、他ほかの幼い見習い達も、影響を受けつつあったからな。戦争を否定し、ひいてはアキュラの存在理由そのものを否定しようとした」

「…………」

　アカリは無言。

　対して──紅チャイカとセルマが身構えながらも言葉を交かわすのが聞こえた。

「何を言ってるの？」

「不明。多分──昔話」

「……山さん賊ぞくが商隊を襲ったのは偶ぐう然ぜんだが、俺がそれを利用した」

　シンは悠ゆう然ぜんと小機剣をアカリに向けながら言った。

「お前がトールに負い目を感じる理由は無い。アキュラの乱破師サバターとして、合理的に考えろ。俺の下もとにつけ。それが乱破師として正しい」

「おいっ……!?」

　ダヴィードがアカリの横顔を見ながら呻うめく様に声を掛ける。

　現状ですら辛かろうじて均きん衡こうを保っているのである。これでアカリがシンの側につけば、間ま違ちがいなくそれは崩くずれる。細かい事情はダヴィード達には分かるまいが、シンは充じゆう分ぶんに説得の可能性が在るか──そうでなくともアカリを揺ゆさぶれると思って語りかけているのは、傍はた目めにも明らかだった。

　そして──

「そうだな」

　アカリは頷うなずいた。

「それが乱破師として正しい」

「──！」

　愕がく然ぜんと身構える紅チャイカ達。

　アカリがシンの側に廻まわれば、もうどうしようもない──

「──で」

　筈はずだったのだが。

「それがどうかしたか？」

　アカリは平然とそう続けた。

「……なに？」

「元より乱破師として不完全だ、不適格だと私や兄様を評価していたのは、シン、貴方あなた達だろうに。乱破師としての合理性？　私には関係が無いな」

　眉まゆをひそめるシンに、アカリはいつもの無表情で言った。

「そもそも、シン、貴方は一つ勘かん違ちがいをしている」

「勘違い？　何を勘違いしているというのだ」

「私も最近、兄様を見ていてやっと気付いたのだが」

　僅かに首を傾かしげてアカリは言った。

「私が、ハスミンの事を負い目に感じている──というのは噓うそではないが、全すべてでもない。それは切っ掛け、いや、言い訳だな」

　アカリは鉄槌を握にぎる手の人差し指を立てて言った。

「兄様を──トール兄様を主と定めるための」

「…………」

　シンは──無言。

　驚おどろいているのか呆あきれているのかはアカリにも分からない。

　ただ──

「シン。私は物心ついた時点でもう乱破師は失格だった。それだけの事だ」

　目的を持たないのが乱破師。己おのれの為に望まないのが乱破師。

　乱破師にとってそれは雇やとい主ぬしのものであるからだ。

　だからこそ乱破師は乱破師の主たり得ない。

　それは虚うつろを満たすのに虚ろを用いる様なものだ。

「それから、シン」

　ふと思い出したかの様な口調でアカリは付け加える。

「ハスミンの事は、私は私でそれなりに慕したっていたのだ。その意味では貴方は仇かたきであって、たとえ兄様の事が無くとも、私は貴方の側につく理由は無い」

「徹てつ頭とう徹てつ尾び、私情の塊かたまりか」

　シンは呆れた様に呟つぶやいた。

「アキュラの里の教えすら撥はね除のける、生来の頑がん固こさか」

「…………」

「──哀あわれな。感情に振ふり回され、個人としての意識に振り回されるなど。道具が道具たる事を辞やめれば打ち棄すてられるだけだ。お前は何者にもなれない。永遠に自分が何者かも分からぬまま無意味の虚きよ無むを彷徨さまようだけだ」

「……それが？」

　どうした、とでもいうかの様にアカリは首を傾げてみせる。

「私はアカリ・アキュラだ。それ以上でなく、それ以下でなく、ただそれで充分」

　アカリの唇くちびるの端はしがゆっくりと左右に引かれる。

「むしろそれだけで満足出来なかったシン・アキュラ──貴方こそが哀れ」

　あるいはそれは、嘲ちよう笑しようであったのかもしれない。

　明るいが──獣けものの獰どう猛もうさを含んだ、強きよう烈れつな笑顔。

「…………」

「理解出来たか、シン・アキュラ。正しき乱破師よ。ではそろそろ、私が引導を渡わたす」

　アカリは笑いながら改めて鉄槌を構え──唱えた。

「我は鋼はがねなり！」
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　天へと続く巨きよ大だいな螺ら旋せん階段。

　半はん透とう明めいの、硝子ガラスの如ごとき素材物質マテリアルと、青白い術式回路の紋もん様ようが組み上げるそれは、見上げてみてもその果ては霞かすんで見えず──一体、何段、存在するのか想像もつかない。

　だが意外にもそれを昇のぼる事については労を要さない様で……朽くち始めた肉体を引きずって歩いている筈のガズ皇こう帝ていは、既すでにその姿が見えなくなっていた。

「ここを昇る」

　しばしの躊ちゆう躇ちよと黙もつ考こうの後──トールはそう宣言した。

　やはり、このままガズ皇帝を行かせてはならない。

〈禁断皇帝〉は永遠に戦争の続く世界を創つくる積もりなのだ。

　それは……かつてトールの望んだ世界であるのかもしれない。

　乱破師として身を立てる事が出来る世界。無用の長物、戦争の遺物、そんな風に蔑さげすまれ、居場所の無い様な、平和な世の中とは違ちがう──まさに乱破師の晴れ舞ぶ台たい。

　だが、そもトールが乱破師として身を立てる事を望んだのは何故か。

　ハスミン・ウーロ。

　彼女の死とその子の死──途と絶だえた命脈。

　意味も無く生まれてきて、意味も無く死ぬ、そんな世界を変えたかった。何も遺のこせないまま、ただ、他者の欲よく望ぼうに蹂じゆう躙りんされて、消えていく命……それが、その在り様が、どうしても我が慢まんならなかった。

　だから世界を変えたかった。だが乱破師として育てられてきたトールにとって、その手段は戦場で戦う事しかなかった。だから平和な世の中ではどうにもならなかった。だから戦乱を求めた。

　しかし……

（ふざけんなよ……）

　他者の欲望に蹂躙されて消えていく命。

　まさにそれが、この世界の人々の在り様だった。

　神と呼ばれる、人間の悲喜交こも々ごもを啜すする怪かい物ぶつ──機車ヴイークルに乗っても舟ふねに乗っても航天要塞エリアルフオートに乗っても辿たどり着けない、『別の領域』で全てを見下ろしながら、右往左往する人々の在り様を見て、それを味わっている。

　人間はその為ために──その為だけに創られた生き物なのだとガズ皇帝は言った。

　意味は在った。役目も在った。

　だが到とう底てい受け入れられないものだった。

　世界を俯ふ瞰かんする怪物を、喜ばせる為に、全ては生み出され、何も知らぬまま、人々は必死に足あ搔がきながら生きてきた。

　知らねばあるいは、トールも、そのまま生きて、怒おこって、笑って、迷って、悲しんで、そしてその迷走する人生が神を愉たのしませたのかもしれない。いや。人間が料理に使われた塩の一ひと粒つぶを意識などしない様に、トール個別の人生など、神にとっては個別に認にん識しきする事すら出来ない程度のちっぽけなものだろう。

　本当に、そこに人間の尊厳は無い。

　ただ消費されていくだけの──

（絶対に、させない）

　この螺旋階段を、ガズ皇帝以外の者が昇ればどうなるのかは分からない。

　ガズ皇帝と同様に肉体を棄てた精神生命体となるのか。

　それとも術式による『昇しよう華か』に適応出来ずに死ぬのか。

　魔ま法ほうの、ましてや神に関する詳くわしい知識の無いトールには分からない。

　しかし──それでも。

「今から走れば多分、間に合う」

　トールは覚かく悟ごを決めると言った。

　それは実の処、何の根こん拠きよも無い希望的観測に過ぎなかったが──

「うい。多分」

「というか飛んでいった方が早くない？」

　チャイカとフレドリカはさして不安げな様子も見せずにそう言ってきた。

「飛ぶ？　ああ──幾いくらお前の能力が使えるといっても、さすがに翼つばさを生やしてこれを扱あつかうのは難しいだろ」

「え……？」

　きょとんとした表情でフレドリカが眼めを瞬しばたたかせる。

「いや、『え？』って何だよ」

「まさか、トール、自分だけで行くつもり？」

「というかお前、ついてくる積もりか？」

　トールは呆れてそう問うた。

「あのね、トール？」

　装鎧竜ドラグーンの巨大な異形の顔が、トールの鼻先に突つきつけられる。

「装鎧竜と騎士キヤバリアの契けい約やくっていうのは、そう安いもんじゃないんだよ？　『死が互たがいを分かつまで』──ってね」

「いや、だから……」

「大体、これって実際、どうなってんの？　いくら私と契約して、互いが互いの一部になったっていっても──あんまり距きよ離りが離はなれすぎると、竜騎士ドラグーン・キヤバリアとしての魔法が使えなくなっちゃうよ？　間に魔法機関とか幾つもあると、繫つながらなくなっちゃうかもしれないし」

「それは……」

「トール、躊躇の時間、無い！」

「いや、だからお前も！」

　トールはチャイカに向き直って言った。

「危ないだろうが、行くのは俺だけで──」

「拒きよ否ひ、トール一人のみ、ない！」
















「いや、だから私も行くけどさ」

「お前等は──」

　トールの脳のう裏りを幾つもの説得の言葉がかすめて──しかし。

「ああもう、好きにしろ！」

　本当に、時間が無いかもしれないのだ。

　ここで揉もめて手て遅おくれになってしまっては、元も子も無い。

　それに──この螺旋階段を駆かけ上るよりも、フレドリカの背に乗って飛ぶ方が、早くガズ皇帝に追いつけるかもしれないし、いざ、追いついた時点で、何らかの魔法の知識が必要になるかもしれない。

「行くぞ！」

「うい」

「はぁい」

　トールは翼よく竜りゆう形態のフレドリカの背に飛び乗ると、続いてチャイカの手を引っ張る。

　その手に掛かかる重みが、想像よりも遥はるかに──

「──!?」

　振り返ったトールは、チャイカと手を繫いでいる少女の姿を見る事になった。

　ニーヴァ・ラーダだ。

「…………」

　何か言おうとして……しかしトールは構わず力を込こめてチャイカをニーヴァごと引っ張り上げた。これ以上此こ処こで時間を浪ろう費ひしている場合ではないし──あるいは、ニーヴァが自分の意思でチャイカの側に付くというのなら、戦力に成り得うると思ったからだ。

「フレドリカ」

　装鎧竜の、装そう甲こうの如き硬かたい表皮に掌てのひらで触ふれながら、トールは言った。

「ガズ皇帝に追いつきかけたら、そこから俺は──魔法を使いっぱなしになるかもしれん。負担を掛けるかもしれんが、頼たのむ」

「使いっぱなしって──ああ」

　トールの意図を察したのか、フレドリカは頷うなずいた。

「うん。任せといて」

　長い首をうねらせて頷くと、フレドリカはその巨大な翼で空くうを叩たたく。

　延々とそびえる螺旋階段の中央から、装鎧竜が悠ゆう然ぜんと浮うき上がり、空中で姿勢制せい御ぎよ──次の瞬しゆん間かん、その翼は猛もう烈れつな勢いで羽ばたき、その白銀の巨きよ体たいは天に向けて飛ひ翔しようを始めた。

「振ふり落とされるなよ！」

　チャイカの襟えり首くびを摑つかんでそう叫さけび──トールは螺旋の遥かな果てを見み遣やる。

（ある意味で、これも神殺しか）

　世界の在り方を定めていた者の座──神の座につこうとする者を斃たおす。

　考えてみれば、それは、トールの望みを、思ってもみなかった形で果たす事でもある。

「結局──」

　トールはチャイカを振り返って言った。

「お前が、俺に、全すべてをくれたんだよな」

「むい？」

　意味が分からず眼を瞬かせるチャイカ。

「いや、まあ細かい事は生きて還かえれたら、だ。何か異変があったらすぐに使えるように、防ぼう御ぎよの魔法を頼む」

「うい」

　朗ほがらかとも言うべき笑え顔がおで──悲ひ壮そう感も、逡しゆん巡じゆんも無い、何かを吹ふっ切ったものの晴れやかさをその愛らしい顔に湛たたえて、『棺ひつぎ担かつぐ姫ひめ』と呼ばれた少女は頷いた。







　第三章　虚空戦域

　BATTLE IN HEAVEN







　それは──まるで星空の中を飛んでいるかの様な光景だった。

　既すでに時刻は朝である筈はずなのに、周囲はひたすらに暗い。

　半はん透とう明めいである筈の素材物質マテリアルが造り出す螺ら旋せん階段と、それを保持する壁かべ──つまりは巨きよ大だいな塔とうの中は、外光が届かず、薄うす闇やみに満たされていた。素材物質の中で瞬またたく蒼あおく白い魔法の光、術式回路が、辛かろうじて全てを闇やみに閉とざすのを妨さまたげている。

　何も知らずに踏ふみ込んだのならば、美しいとさえ感じたかもしれない光景だった。

　ただ──

「これは……」

　トールは急速上じよう昇しようしていくフレドリカの背中でふと眉まゆを顰しかめる。

　何か違い和わ感かんが在る。

　全身に奇き妙みような──麻ま痺ひの様な感覚が、ごく薄うすくではあるが生じているのだ。

　いや。もっと端たん的てきに言えば、身体感覚が揃そろって薄くなっている。眠ねむっていると、たまに金かな縛しばりと呼ばれる様な現象を起こすことがあるが──意識ははっきりしているのに、何か身の内の繫がりが断たたれてしまったかの様に、ぴくりとも身体が動かない──あの感覚に少し近い印象だ。

「……！」

　トールは気付いた。

　螺旋階段から時折放たれる稲妻いなずまの様な──しかし脅きよう威いを感じる程ほどの明るさや太さの無い青白い光が、トールや、フレドリカ、そしてチャイカの身体に纏まとわり付いては、フレドリカの上昇についていけず、未練げに振り解ほどかれては消えていく。

　これだ。殆ほとんど直感的にトールは理解した。

　違和感を醸かもし出しているのはこれだ。

　だが一体これは何だ──？

「チャイカ、防御の魔法を。何か変だ」

「うい」

　チャイカは頷くと機杖ガンドを操作して魔法を発動させる。

「顕あらわれよ〈塞ぎ遮るものザ・インタラプター〉……！」

　青白い魔ま法ほう陣じんが機杖の尖せん端たんで回転し──しかし。

「ひゃっ!?」

　次の瞬間、弾はじけた。

「どういう事だ？」

「巨きよ大だい魔法機関……」

　チャイカが眉を顰ひそめて言う。

「影えい響きよう、無視、不可能」

「あ……そういう事か」

　巨大な魔法機関の傍そばでは、魔法の行使に影響が出る事が在る──という話は、以前、航天要塞エリアルフオートに潜せん入にゆうした際にも聞いた話だ。この塔が魔法機関として機能しているのならば、その内部では普ふ通つうの魔法は使えないか……使えるにしても、成功率が著いちじるしく下がったりもする様だ。

「……チャイカ」

　何かに気付いた様子でニーヴァがチャイカの腕うでにしがみつく。

「ニーヴァ？」

「動かない、お願い」

　そう言うや否いなや──ニーヴァの姿が、崩くずれる。

　装鎧竜の変身魔ま法ほうを応用した変形。青白い光の中で、ニーヴァはその形を変え、チャイカの身体に纏わり付く様な影かげとなり──光が消えた後には、彼女の身体と、その愛用の機杖に覆おおい被かぶさる様な、魔法機関となっていた。

「ひょっとしてニーヴァを使えば、未だ、まともに魔法使えるとか？」

「多分」

　そう言ってチャイカは再び呪じゆ文もん詠えい唱しよう、魔法を発動させる。

　今度は問題無く魔法の障しよう壁へきは展開し──トール達を透とう明めいな球体が包み込んだ。

　お馴な染じみの防御、あるいは遮しや蔽へいの魔法だが……果たしてこれで、どれだけこの『昇しよう神しんの塔』からの影響を防げるのか。あるいは全く防げず、気休めに過ぎないのか。

　魔法に関しては門外漢のトールには、見当もつかない。

　そして──

「……愚おろかな事を」

　声は頭上から降ってきた。

「──！」

　フレドリカが大きく翼つばさを振って空中静止。

　トール達は彼女の背にしがみついたまま、頭上を見上げた。

　そこに──

「追ってくるとは。コレが何なのか、完全に理解などしていないであろうに」

　ガズ皇こう帝ていはいた。

　螺旋階段の上から、トール達を見下ろしつつ。

　だが──

（……傷が？）

　確か、この螺旋階段を昇り始めた時には、ガズ皇帝は全身から血を流していた筈だ。既にその身体は保もたないとも言っていた。ギイや『御遣いアポストロ』を斃す為ために、無理な『造り直し』を行った結果なのだとか。

　だが今のガズ皇帝に血の跡あとは無い。

　いや。それどころか──

（気配が……）

　薄い。いや。異質だ。

　確かにそこに居るのは分かる。だがまるで幻げん影えいを見ているかの様に、生身の肉体の息いき遣づかいや体温が感じられない。それらが醸し出す気配というものがまるで──

（──ギイ、みたいに）

「戻もどれなくなるぞ」

　ガズ皇帝は言った。

「この塔そのもの、螺旋階段そのものが、肉在る生き物を神に換かえる為の処理機関だ。私が設計した。この階段を昇りきる時、私は完全な神に変へん換かんされる」

「…………！」

　トールは傍かたわらのチャイカが息を吞のむ気配を感じた。

　恐おそらく彼女は──全てを理解は出来ていなかったにせよ、今まで自分が見てきたこの塔の術式回路から、ガズ皇帝の言っている事が正しいと分かったのだろう。

「昇神の儀ぎ式しきが、単に、何ど処こかに在る神の玉座に座る事だとでも思っていたか？　座った瞬間に神になれるとでも？　馬ば鹿かな。さすがに神というものはそこまで安くはない」

「戻れなくなるとは──」

「身体感覚に異変は？」

　ガズ皇帝はトール達の内心を見み透すかすかの様に、眼めを細めてそう問うてきた。

「この術式の効果で、精神が肉体から引きはがされていく。やがて肉体は器うつわの役目を終えて分解される。入れ替かわりに精神は神という器の中に収容され、絶対となる」

　それが昇神の儀式なのか。

　人を辞やめ神に成るという事か。

　だが、まるで何かの書物を──書き記された予定を読み上げるかの様に、ガズ皇帝の口調には何の感情も無い。彼にとってそれは既き成せい事じ実じつに等しいのだろう。

「絶対？　殺されただろう、お前に」

「勿もち論ろん、私が用意するエンペリオンには魔法の開発能力は与あたえない。既に世界は充じゆう分ぶんに複雑化し、魔法は行き渡わたっている。私の様な開発能力を持つ魔法師ウイザードとしてのエンペリオンは必要無い。万が一、市井しせいの魔法師に天才が顕れれば、その者が神を殺す魔法を造り出す前に除のければ良いだけの事だ」

　淡たん々たんとガズ皇帝はそう語った。

　その紫むらさきの瞳ひとみがトールやチャイカではなく、二人を背に乗せたフレドリカに向く。

「装鎧竜ドラグーンに乗って私を追ってきたか。正規の手順を踏んでいない以上、どんな影響が出るのかは私にも判別がつかない。単に肉体から精神が引きはがされて、器を得られないまま拡散するか──あるいは単に肉体が崩ほう壊かいするか」

　いずれにせよそれは、結局の所、死そのものだ。

「何な故ぜ、こんな処ところまで追ってきた？」

　ガズ皇帝は──僅わずかだが不思議そうに訊たずねてきた。

「私を除のけて神にでもなれると思ったか？」

「そんな趣しゆ味みは無ねぇよ」

　即そく座ざにそうトールは言った。

「お前をぶちのめしたい。神になんてさせない。何でもお前の思い通りにならない事を思い知らせたい。ただそれだけだ」

「くだらん」

　首を振ふるガズ皇帝。

「そんな事の為にわざわざここまで？　死の危険すら顧かえりみずに？」

　心底呆あきれ果てた──といった態ていで両手を広げる。

「元々世界なぞ、人間の思い通りにならない事で満ちている。山の頂に何が座していようと、麓ふもとの生活は変わるまい？」

　言葉と仕草こそ『呆れ』や『驚おどろき』を示しているが……実際、この男は呆れも驚きもしていない。その視線の動かし方や、声こわ音ねからトールにもはっきりと分かる。そういう場面だと認にん識しきしているから、他人の呆れや驚きの表情と仕草を真ま似ねているに過ぎない。

　そうだ。この男は人間ではない。

「宗教なり何なりを用いて、それらしい理り屈くつを付けて、不条理や不合理を納なつ得とくしろ。それで人間は生きていける。私は人間を滅ほろぼす積もりも無ければ、殊こと更さらに残ざん虐ぎやくに痛めつけてそれを愉たのしむ訳でもないぞ。戦争は人間の性さがだ。そう先代の神が創つくった。私はその通りに生きているのを眺ながめて愉しむだけだ、それをお前は気にくわないと言うのか」

　エンペリオン──それは、人間世界を都合良くかき回す為の、道具に過ぎない。人の感情を模しているが、それを理解などしていない。ましてや実感などしていない。だからこそチャイカ達の様な『仕し掛かけ』も平然と作り出せる。

　だからこそ──神に相応ふさわしいとも言えるかもしれないが。

　残ざん酷こくで、無む慈じ悲ひで、気き紛まぐれな、絶対者に。

「気にくわない。たまらないくらいにムカつくぜ」

「偶ぐう然ぜん、チャイカに関かかわらなければ、この事実を知りもしなかったであろうに？」

「…………」

　びくりとチャイカが身を震ふるわせるのをトールは感じ取っていた。

　ガズ皇帝の方を睨にらみ据すえながら、トールはそっと手を出して彼女の身体に触ふれる。手て探さぐりだったが彼女の方からもトールの手を握にぎってきた。

「ああ。その点に関してはあんたに感謝しないとな」

　チャイカの手の感かん触しよくを頭の片かた隅すみに意識しながら、トールは歯を剝むいて笑った。

「誰だれを守って、誰をぶっ叩たたけばいいのか、それすら分からなかった俺に、あんたは全すべてをくれた事になる。感謝の印に、俺の全力であんたをぶちのめす」

「殺すのではないのか？」

「結果的にはそうなるかもな」

　トールはそう認める。

　この男をただ殴なぐっただけで止める事は出来まい。ましてや生きて十数年の若造の言葉が届くとも思えない。千年を生きた怪かい物ぶつ、死をも乗り越こえてきた怪物は、ただ、滅ぼす事でしか止められないだろう。

「いずれにせよあんたを神なんぞにはさせない。神なんぞいらない。それこそ、そんなものは僧侶や神官の頭の中にだけ居れば充分だ！」

　トールはフレドリカの背で腰こしをうかし、合図の様にチャイカの手を握りしめた。

　その瞬しゆん間かん──魔法の防ぼう御ぎよ力場が消える。

「アルトゥール・ガズ！　あんたを──斃たおすッ！」

　フレドリカの背を蹴けってトールは螺ら旋せん階段の上の〈禁断皇帝〉へと飛び掛かかった。
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　鋼はがねの悲鳴が高々と響ひびく。

　アカリの放った鉄てつ槌ついの一いち撃げきを、シンが弾はじいたのである。受け流す積もりだったのかもしれないが、受け流しきれずに、擦こすった鋼と鋼が火花を散らし、そして異音を発していた。

「……ッ！」

　鋭するどい、声にすらならない呼気を発しながらアカリが鉄槌を旋せん回かいさせる。

　本来、鉄槌は連続攻こう撃げきには向かない武器だ。基本的に旋回という動作の大きな加速方法を採る以上、連撃としての利点、即すなわち手数の多さで相手を圧あつ倒とうするという点を生かし切れない。勿論、その代わりに遠心力を利用した一撃の威い力りよくは大きい訳だが、動きを読み易やすいという事は相手にも避よけ易い、防ぎ易いという事に他ほかならない。

　アカリは──その不利を、〈鉄血転化〉で補っていた。

　即ち、回転の速度そのものを速めると同時に、その爆ばく発はつ的てきな筋力で、鉄槌の動きを──楕だ円えん軌き道どうを強制的に、歪ゆがめ、曲げる。この事により、相手の防御の隙すきをついた一撃を叩き込める、という事である。

　だが……

「今いま更さら〈鉄血転化〉か」

　シンは眼を細めて言った。

「そもそも、お前は女であるが故ゆえに劣おとる筋力と体重を補う為に、鉄槌を主武器として選んだのだろう？　確かに鉄槌は回転運動によって威力が増す。女でも鎧よろいに覆おおわれた騎士キヤバリアを一撃で鎮しずめられる程ほどにな──だが」

　シンはアカリの相手をしながら、その間も、横手や背後から攻撃を仕掛けてくる他の者達──アルベリック、ダヴィード、セルマ、紅チャイカの攻撃をさばいている。

　更さらに今は六スッバ星ル衆を片付けたジレット隊の面々も遠巻きに見てはいるのだが、さすがに彼等まで割って入る余地が無い。近接戦せん闘とうは当然だが、魔ま法ほうも、迂う闊かつなものを使うとアカリ達を巻き込んでしまうからである。

「〈鉄血転化〉で上げた力で重い武器を振り回す以上、負担も──反動も増える。お前が今、どの程度の時間、〈鉄血転化〉を使えるのか知らないが、制限時間を超こえれば、お前の動きは並の人間以下に落ち込むぞ」

「…………」

　アカリは無言で次々と鉄槌の攻撃を繰くり出していく。いや。その合間に鉄てつ片ぺんを仕し込こんだ長靴ブーツの蹴りを混ぜている。当たれば皮を切り肉を削そぐ、斬ざん撃げき同様の攻撃だ。

　だがそれとて、全てシンに防がれ続けていた。

　それでも、アカリが〈鉄血転化〉を使った事で、やや、シンの動きは防戦に偏かたよりつつあった。先にほぼ均きん衡こうしていた状態だったからこそ、アカリの戦闘力の上じよう昇しようがその分だけ、シンを押さえ付けているのだ。

　だがそれもシンの言う通り、制限時間内の話である。

〈鉄血転化〉は長時間使えるものではない。限界を超えて使い続ければ、そこから身体からだは壊こわれ始めるし、そうなれば当然に戦闘力も下がっていく。たとえ相打ち覚かく悟ごだったとしても、アカリ達の側に勝目は無い。シンはただ少しの間、防戦一方に徹てつしていれば良い、その後はアカリが事実上脱だつ落らくし、一気に攻こう勢せいに出る事が出来る──筈はずだった。

　だが……

「何を狙ねらっている？」

　シンは眼を細めてそう問うた。

「…………」

　無論、アカリは答えない。

　そして──

「──!?」

　突とつ然ぜん……シンの動きが鈍にぶった。

　その足元に明めい滅めつする青白い光は、魔ま法ほう陣じんのものだ。

　だが──

「これは!?」

　素材物質マテリアルの一部が、シンの脚あしに纏まとわり付いている。攻撃するでもなく、ただ、絡からみ付いているだけで──シンが動く度たびに蹴け散ちらされる程度のものでしかないが、それは波打ち際ぎわや川の流れの中に足を突つっ込んだのと同様、どうしても抵てい抗こうを受ける。

　しかも速く動けば動こうとすればするだけ、より強く。

「やっとか」

　アカリは尚なおも鉄槌と蹴り技わざを繰り返しながら言った。

「〈鉄血転化〉を使っていると、どうしても見落としがちになる事がある」

「……なに？」

「早められた意識は、あまりに遅おそすぎる動きを見落とすのだ」

　例えば……

　カエルは、高速で移動する羽虫を、正確に捕ほ捉そくしてこれを捕ほ食しよくする。ではカエルの認識と反応は人間のそれよりも優すぐれているのかと言われると、そうではない。

　カエルなど、ある種の両生類や爬は虫ちゆう類るいは、素す早ばやい羽虫の動きに対応出来る代わりに、あまりに動きの鈍にぶいものを、『動いている』と認識出来ない。一定速度以上で動いているものしか、捉とらえられないのだ。

　厳密には似て非なるが──〈鉄血転化〉にも同様の欠点が在る。

　相手が非常に遅い場合、例えば、じりじりと、一歩を踏ふみ出すのにも、十も二十も数えられる程の時間を掛けた場合、〈鉄血転化〉を使っている乱破師サバターは、これを認識出来ない──というか相手が動いた事に気付かない場合がままある。加速された結果、眼めや耳から得られる情報の密度が上がりすぎて、認識出来る物事に『抜ぬけ』が生じるのである。

「シン・アキュラ。貴方あなたの今の状態が〈鉄血転化〉に近いのは見た瞬間に分かった。元々貴方が〈鉄血転化〉を使ってきた時の、対策だったが──どうやら、こちらの仲間はその辺の応用も利きかせてくれた様だ」

「──！」

　愕がく然ぜんとシンが眼を向けるのは、それまで、防ぼう御ぎよ支し援えんの魔法ばかりを撃うっていた女魔法師ウイザード──セルマである。アカリが〈鉄血転化〉を使い、シンを一時的に防戦一方に追い込む事で、セルマは防御支援の魔法を撃つ必要が大おお幅はばに下がった。

　しかも──

「そこのお坊ぼうさんとお嬢じようさんも助けてくれたしね」

　とセルマが苦く笑しようして言うのは、ジレット隊のマテウスとズィータである。どちらも本来は直接戦闘用の魔法は得え手てではないが、それでも魔法師の端はしくれ、簡単な防ぼう御ぎよ魔法ならば問題無く展開出来る。

　迂闊に攻こう撃げき魔法で割って入る事は出来なくとも、防御魔法を割り込ませる程度ならば、アカリ達を間ま違ちがって負傷させる怖おそれも無い。

「……素材物質の動きと、展開させている魔法陣を見れば、大体何を狙っているのかは分かりましたから」

　と言うのはズィータである。

　要は打ち合わせするまでもなく、セルマの、そしてアカリの狙いを読み取って、マテウスとズィータは協力をしてきたという事だ。

「エンペリオンといったか」

　アカリは一いつ旦たん、跳ちよう躍やくして後方に下がり、距きよ離りをとる。

「上から見下ろすだけでは、尚なお更さらに見落とすものも多かろうな」

「……！」

　アカリを追おうとして前に出るシン──だが、その脚がまたもや素材物質に絡み付かれ、姿勢が僅わずかに崩くずれる。

　その瞬間──

「せやっ！」

「──ッ！」

　同時に左右から突き出される──刺し突とつ。

　ダヴィードの槍やりと、アルベリックの剣けんが、シンの体勢が崩れた隙を強ごう引いんに突いて、その横腹に突き刺ささっていた。

「──ひゅあっ！」

　圧縮詠えい唱しようによる魔法の衝しよう撃げき波は。

　だがそれはマテウスとズィータが展開した防御魔法の障しよう壁へきに阻はばまれ、シン自身に跳はね返る。左右から同時に、巨きよ大だいな鉄槌で殴られたかの様な衝撃が彼を襲おそい、その姿は激しく揺ゆれた。アルベリックとダヴィードにその場に縫ぬい止められている以上、シンは自ら放った衝撃波を、一身に浴びるしか無かったのである。

　そして──

「──ッ！」

　鋭い呼気と共に、駄だ目め押おしの如ごとく蛇咬剣スネークブレイドがシンの左手に巻き付く。

「先まず、一本」

　紅チャイカの攻撃は、次の瞬しゆん間かん、機杖ガンドを握にぎった彼の左手を空中に舞まわせていた。衝撃波を受けた状態から立ち直っていなかったシンに、紅チャイカの蛇咬剣を解く余よ裕ゆうも、ましてや紅チャイカを攻撃する力も無かったのである。

　更に──

「シン・アキュラ」

　だん！　と床ゆかを蹴ける音と床にアカリがシンに肉にく薄はくする。

　シンは強引に、身体を捩ひねり、ダヴィードの槍とアルベリックの剣を身体から抜くと、右手の小機剣を構える。

　だが──遅い。

「──さらば」

　渾こん身しんの力で振ふり下ろされたアカリの鉄槌は、不完全なその構えを、小機剣ごと打ち砕くだき、驚きよう愕がくの表情を浮うかべているシンの額にめり込んだ。




　　　　[image: ]




　様子見は考えない。そんな余裕は無い。

　故に最初からトールは全力でアルトゥール・ガズを討うち滅ほろぼしに掛かかっていた。

「我は鋼はがねなり──」

〈鉄血転化〉の鍵詞キーワードを詠唱。

　催さい眠みん暗示による爆ばく発はつ的てきな筋力の増大と反射速度の向上。気脈は解放され全身の神経は過か敏びんともいう程の鋭するどさで周囲の情報を伝えてくる。己おのれの肌はだの上を流れる空気の温度や濃のう淡たんさえ集中すれば読み取れる程に。

「──〈鉄血転化〉ッ！」

　同時にトールの髪かみは血の如き紅に染まり、その顔にも疵きず痕あとの様な紋もん様ようが浮かび上がる。

　初めて見る者にそれは、魔ま神じんの如き威い圧あつ感かんを与あたえるだろう。戦闘用に肉体を再定義するこの奥おう義ぎは、まさしく、人間を一つの鋼、いや、武器に変えてしまう。

　だが──

「──戦魔アキユラ衆の奥義、〈鉄血転化〉」

　ガズ皇こう帝ていはトールの奥義を知っている様だった。

　勿もち論ろん、怯ひるむ様子など微み塵じんも無く、全力で螺ら旋せん階段を駆かけて近付いてくるトールを、冷厳な眼まな差ざしで見つめているだけだ。たかが戦場の狗いぬ一いつ匹ぴき、奥義を使おうが何をしようが、自分には勝てないと分かっているのだろう。

　実際──

「──ッ！」

　裂れつ帛ぱくの気合と共に繰くり出す初手。

　小機剣の斬撃は──しかしガズ皇帝にかすりもしなかった。

「ちいっ……」

　動きがトールよりも速い、という訳ではない。

　ゲランソン城内、謁えつ見けんの間で『御遣いアポストロ』と戦っていた時のアルトゥール・ガズは、短い時間だがトールも見ている。その時の動きを参考に、トールは〈鉄血転化〉状態ならばアルトゥール・ガズに追つい随ずいできると踏んでいたのだ。

　だが──

（なんだこれは!?）

　むしろトールの動きが鈍い。

　いつもの〈鉄血転化〉の時より何割か速さが落ちている。勿論、トールが意識してそうした訳ではない以上、これは、別の要因だ。竜騎士ドラグーン・キヤバリアとなった事で生じた、微び妙みような身体感覚の差も影えい響きようが無い訳ではないだろうが、何よりこれは──

（この場所か……！）

　トールの身体に絡み付いては千切れる素材物質と、青白い魔ま法ほうの発動光。

　それが──いやそれらだけでなく、この場所全体に満ちる何か、圧あつ迫ぱく感かんの様なものがトールの動きを阻そ害がいしている。

「──ッ！」

　ゆるりと流れる水の様な動きでトールの背後に回り込もうとしていたアルトゥール・ガズに向けて、振り向きざまに、横よこ薙なぎの斬撃を放つ。

　だが、これも虚むなしく空くうを切っただけだった。

（馬ば鹿かな、条件は同じ筈はず──）

　この場から圧あつ迫ぱくを受けているとしても、それは、ガズ皇帝も同じではないのか。

　なのにどうしてここまで動きに差が出る？

「条件は同じとでも思っていたか」

　トールの内心の焦あせりを見み透すかしたかの様に、アルトゥール・ガズは言ってきた。

「言っておいた筈だぞ。この塔とうの内部は──この空間は、我が昇神の為ために組み立てられた魔法機関だ。正規の手順を踏まずに昇のぼってきたお前と、本来の使用者であるこの私と、同じ効果が発生する筈が無かろう」

「……！」

　招かれざる者では、普ふ通つうに動く事すら出来ない場所という事か。

　だが──

「そもそも──」

「顕あらわれよ！　〈叩たたき潰つぶすもの〉！」

　ガズ皇帝の言葉を遮さえぎる様にして、チャイカの魔法が発動する。

　不可視の力場が巨大な鉄てつ槌ついの様にアルトゥール・ガズを襲い、これを叩きのめす──事は無く、それは、あろう事か、空中で霧む散さんしてしまった。

「この超ちよう大型魔法機関の中で、普通の攻撃魔法が使えるとでも？」

　ガズ皇帝は身構える事すらせずに言った。

「そもそも成功率が著いちじるしく下がる上に、使われている魔ま力りよくの量が桁けた違ちがいだ。私がその気になれば一いつ瞬しゆんで消し飛ばせる。内向きに作用する様な魔法ならともかく──」

「顕れよ！　〈叩き潰すもの〉！」

　チャイカは構わずもう一度、魔法を撃つが、今度は発動すらしないまま、魔ま法ほう陣じんが飛散してしまう。ガズ皇帝の言葉を望まずして証明してしまった様なものである。

　しかも──

「なおかつ……」

　ガズ皇帝の背後から巨大な剣が振り下ろされる。

　女騎士キヤバリア形態を採っていたフレドリカの斬ざん撃げきだ。だが元より能力に頼たよって技わざの無い彼女の攻こう撃げきは、トールのものよりも容易たやすく避よけられ、呪じゆ文もん詠えい唱しようすら挟はさまぬガズ皇帝の一ひと睨にらみが、フレドリカを後方に吹ふっ飛ばしてしまう。

「がっ──」

　螺旋階段の上で白い鎧よろい姿すがたの彼女が跳ねるのが見えた。

　だがトールもチャイカも、彼女の状態を確かく認にんしに行く余裕は無い。

「顕れよ、〈切ザり・裂リくッもパのー〉！」

「──しゃッ！」

　チャイカの魔法の発動を先読みして同時に仕し掛かけるトール。

　今度は何とか発動した切断力場と、トールの斬撃が左右から迫せまる。狭せまい階段の上でこれを躱かわす術すべは無い──筈だったのだが。

「──!?」

　あろう事か、アルトゥール・ガズは軽く階段を蹴っただけで高々と跳ちよう躍やくし、螺旋階段の向かい側に着地してしまったのである。勿論、トールの斬撃は届かず、チャイカの魔法は空くうを切っただけだ。

「てめえ──」

「時間の無む駄だだな」

　あっさりそう断じるとアルトゥール・ガズは階段を昇り始めた。

「待てっ──」

　叫さけんで階段を蹴るトール。

　だが……

「──！」

　背筋を走る悪お寒かん──いや違い和わ感かん。

　トールは反射的に脚あしを止め、己の身体を見る。

　フレドリカの──竜騎士の鎧部分に変化は無いが、その隙すき間まから見えるトール自身の身体、というかその地じ肌はだ、それが今、奇き妙みような状態になりつつあった。

　己の掌てのひらに視線を落とすトール。

　一瞬、五指を備えたそれが、曖あい昧まいにぶれて見えた。

　眼めの焦しよう点てんがぼやけたのかとも思ったが、違ちがう。トールの手以外は全くぶれてなどいなかった。ならばぼやけたのはトールの手の方だ。

（これは──）




『この塔そのもの、螺旋階段そのものが、肉在る生き物を神に換かえる為の処理機関だ。私が設計した。この階段を昇りきる時、私は完全な神に変へん換かんされる』




『身体感覚に異変は？　精神が肉体から引きはがされていく。やがて肉体は器うつわの役目を終えて分解される。入れ替かわりに精神は神という器の中に収容され、絶対となる』




『言っておいた筈だぞ。この塔の内部は──この空間は、我が昇神の為に組み立てられた魔法機関だ。正規の手順を踏ふまずに昇ってきたお前と、本来の使用者であるこの私と、同じ効果が発生する筈が無かろう』




　既すでにトールの身体の崩ほう壊かいが始まっている？

　だとすれば──

「チャイカ！」

　トールは振ふり返って彼女の名を呼ぶ。

「トール……！」

　怯おびえた様な声でこちらを見てくるチャイカ。

　彼女は己の手とトールの間で視線を彷徨さまよわせている。

　恐おそらくはトールと同様の現象が彼女にも起きているのだ。肉体の器。神になる際に棄すて去るもの。恐らく、この塔の魔法機関が、トール達をも『神の如ごとき精神生命体』に変換する術式を作用させているのだ。

　だが、トール達はフレドリカに乗って強ごう引いんに突つっ込んできた。

　ましてやこの塔の本来の主あるじたるアルトゥール・ガズでもない。

　ならば、その身体が正しく変換される保証は無く──変換されるとしても、トールは自分が神になる事など、まっぴら御ご免めんだった。

（奴やつが逃にげたのはこのせいか……！）

　そもそもまともにやり合ってもトールとチャイカ、フレドリカの三名と互ご角かくに戦えていたのだ。後こう顧この憂うれいを断たつという意味では、この場で三名を確実に斃たおしてしまうという選せん択たく肢しも、アルトゥール・ガズにはあった筈である。

　なのにそうしなかったのは、ただ、放ほうっておけば、トール達が神になり損そこなって消えてしまうのだという事を、知っているからだろう。わざわざ脚を止めて相手をする必要すら無いという事だ。

　まずい。本当にまずい。

　アルトゥール・ガズを斃す事も出来ず、それどころか、この場で無意味に消え去ってしまいかねない。

　それに──

（くそ、もう時間が──）

〈鉄血転化〉の使用時間も限界が近付いている。

　一度解除するか、それとも、フレドリカの魔法で強引に肉体の崩壊を抑おさえ込むか。

　いずれにせよ、ここでトールは一つの決断をせざるを得なかった。
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　乱破師サバターの末路は悲ひ惨さんという。

　生きては狗いぬよ道具よと蔑さげすまれ、死しては骸むくろも墓も無く、ただ風説のみが残る……それが乱破師である。およそまともな死に方は出来ない。大たい抵ていの乱破師は戦場にて散るが、そうして戦場跡あとの草むらに、ただ無名の髑髏どくろを晒さらす事が、彼等にとっては本ほん懐かいであるという。

　徹てつ底ていして戦場の狗。

　それが乱破師だ。

　だとすれば──

「…………」

　こうして死に様を看み取とられるのは、果たして乱破師にとって幸か不幸か。

　アカリは──頭部を陥かん没ぼつさせ、口といわず、耳といわず、鼻といわず、あちらこちらから血の糸を這はわせているシン・アキュラを無表情に見下ろしていた。

　無論、瀕ひん死しの状態で、これ以上の戦せん闘とうは不可能だろう。いかにエンペリオン──強化を施ほどこされた存在とはいえ、肉体の基本構造は同じであろうし、ならば頭部を激しく損傷すれば、立つ事すら最も早はや、困難だろう。

「…………」

　シン・アキュラは喘あえぐ様に唇くちびるを震ふるわせていたが、そこから意味のある声が漏もれてくる事は無かった。あるいは既に言葉を紡つむげる様な状態ですらないのかもしれない。右眼は未まだアカリの方を見てはいるが、左眼は既に、あらぬ方向を向いたまま、動かない。

　鉄槌の一いち撃げきをまともに頭に喰くらえばこうなって当然──いや、未だマシな方か。

　いずれにせよ……

「…………」

　ふとシン・アキュラの口元に歪ゆがみが走る。

　それは笑えみだったのかもしれない。

　だとしても、何を笑ったのかは最早、余人には分からない。

　結局、散々大層な物言いをしておいて、敗北してしまった己おのれへの自じ嘲ちようか。それとも、成長したかつての仲間への賞賛か。あるいはこの期ごに及およんでも未だ、アカリを半人前と嘲あざけったのか。

　分からない。分かる必要も無い。

　乱破師の死に言葉は要いらない。ただ、他ほかの者達によって、その恐ろしさが後々までに語り継つがれればそれで良い。

　最後に一ひと際きわ、大きく震えて──

「…………」

　──シン・アキュラは、死んだ。

　アカリはただ無言でそれを見下ろすのみである。

「……元々あんた達の同郷だったんでしょ？」

　そう訊たずねてくるのは、ヴィヴィだ。

「ひょっとして後こう悔かいとかしてる？」

「……いや」

　アカリは首を横に振った。

「一いつ旦たん、里を出れば敵として再会する事も珍めずらしくないのが、乱破師だ。こうした事への覚かく悟ごはとうに済ませている」

「……えげつないわね」

　暗殺者の少女は辟へき易えきした口調でそう言った。

「それよりも」

　アカリは謁えつ見けんの間の奥を振り返る。

　巨きよ大だいな──天に直接届くかとも思われる程ほどに、高く、高く、どこまでも伸のびていく半はん透とう明めいの螺ら旋せん階段を。

「兄様達が心配だ」

　そう言って歩き始めるアカリ。

「追つい跡せき。支し援えん」

　同じく当然といった様子で螺旋階段に向かって歩き始める紅チャイカ。

　だが──

「駄だ目めです！」

　そう言って二人の前に出たのは機き匠しようのズィータである。

「どけ。何を思ってのことかしらないが、私は──」

「解かい析せき出来る処ところまでは、解析しました！　全部は分かりませんが、この螺旋階段に足を踏み入れると、戻もどれなくなる可能性が在ります！」

「……なに？」

　眉まゆを顰ひそめて唸うなる様に言い──それから紅チャイカと顔を見合わせるアカリ。

「元々この螺旋階段は、魔ま法ほう機関の一種、それもガズ皇こう帝ていの造り出したものです。ガズ皇帝の言葉が正しければ、彼を神にする、ただそれだけの代しろ物ものです。元々一人が足を踏み入れる事しか想定されていないんですよ？」

「それがどうした？」

「そこに既に、何人かが侵しん入にゆうしてしまっているんです、結果として調整が狂くるい始めている可能性が──」

　そこまでズィータが言ったその時。

「おい、あれは……！」

　ニコライが驚おどろきの声を漏らしながら螺旋階段を指差す。

　螺旋階段が──溶とけていく。いや。正しくは、元の素材物質マテリアルに戻り解ほどけていくのだ。それは見る間に速度を増して、螺旋階段全体に広がっていく。

「まずい──」

　ズィータを押し退のけて螺旋階段に駆かけ寄るアカリと紅チャイカ。

　だがその時点で既に、崩壊は手の届かない程の高さにまで進んでいた。

「くっ──」

　蛇咬剣スネークブレイドを振ってその尖せん端たんを崩壊中の螺旋階段に届かせる紅チャイカ。

　だが蛇咬剣の尖端は素材物質に食い込んだものの、それを引いて紅チャイカが昇のぼろうとしたその瞬しゆん間かん、更さらに螺旋階段は崩壊し、蛇咬剣の尖端は音を立てて彼女の処に戻ってきた。

　これでは飛び付く事も、縄なわを掛かけて昇る事も出来ない。

　いや、そもそも……

「──そんな」

　紅チャイカが絶望に表情を歪ませる。

　この状態では……たとえトール達がガズ皇帝を斃したとしても、戻ってくる事が出来ないのではないのか？

「なんとかしろ！」

　アカリが背後の魔法師ウイザード達を──セルマ、ズィータ、マテウスを振り返る。

　だが……

「私達にはどうしようも……」

　ズィータが首を振る。

「元々、ガズ皇帝一人を神にする為ためだけの魔法機関です……ガズ皇帝が通り過ぎた後は、順次、解体されると考えた方が、理に適かなっています……」

　そうすれば同じ螺旋階段を昇って、別の神が生まれてしまう事も無い。

　確かに唯ゆい一いつの絶対者として君臨する為には『昇神』の術式は回収されねばなるまい。ズィータの言う通り、それが道理だ。

　そして──

「くっ──」

　苛いら立だたしげに鉄てつ槌ついを床ゆかに叩きつけるアカリ。

　螺旋階段の崩ほう壊かいは──尚なおも、続いていた。
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　アルトゥール・ガズは……ふと足を止めた。

　この『昇神』の螺旋階段は、素材物質製ではあるものの、それ自体が巨大な魔法機関であり、魔法の行使者であるアルトゥール・ガズと繫つながっている。当然ながら魔法の稼か働どう状じよう況きようは、彼の脳のう裏りに直接情報が来て理解出来る様になっていた。

　だからこそ分かる。

　螺旋階段の真ん中──塔とうの真ん中を貫つらぬく虚こ空くうを、猛もう烈れつな勢いで昇ってくる者達の存在が。

　勿もち論ろん、それが誰だれであるのか、今いま更さら確かめる必要も無かろう。

「愚おろかな。しかし……」

　眼めを細めてアルトゥール・ガズは己の手を見る。

　既すでに半ば彼の身体からだは変へん換かんを終えている。彼以外の者が、しかも正規の手順ではない形で昇ってくれば、肉体が致ち命めい的てきな段階にまで分解され始めている筈はずだが──一体、何をどうしているのやら。

「アルトゥール・ガズッ!!」

　叫さけび声ごえが追いすがってくる。

　アルトゥール・ガズは振ふり返って──眼を細めた。

　用済みのチャイカ三五七番と、それからニーヴァ・ラーダが手を組んでいる事は意外であったが……これはさしたる問題では無い。

　既にニーヴァの中から誅ちゆう神しんの術式は消去済みであるし、この昇神の塔の術式も、それ自体で稼働している為、『種火』の様な形で用いたニーヴァはもう必要無い。更に言えば『昇神』の術式も既にニーヴァの中から消去済みだ。最初からその様にヴィクトル・イズマッシュに渡わたした設計書の中に仕組んでおいた。イズマッシュは恐おそらく、まともに理解は出来なかっただろうが──設計書には忠実に創つくり上げている筈だ。そういう男だからこそニーヴァの完成を任せたのである。

　いずれにせよ……

「──そうか。装鎧竜ドラグーンか」

　納なつ得とくの声こわ音ねでアルトゥール・ガズは呟つぶやいた。

　棄獣フエイラの一種──装鎧竜。

　彼等は変身の魔法を使う。それは即すなわち、自分の思い描えがいた通りに自身の形を変形させる魔法だ。現状維い持じとして使えばそれは、肉体修復としても使える。だからこそ装鎧竜は他の生物に比べて遥はるかに不死身に近い。

「逃にがさねぇ！」

　そう叫ぶ乱破師サバター──いや竜騎士ドラグーン・キヤバリアの若者。

　確かトール・アキュラといったか。

　彼自身や、彼を乗せて飛ぶ装鎧竜が己の形を保っていられるのは、未まだ、分かる。

　恐らくは何度も繰くり返し、変身の魔法を使って自身の崩壊を食い止めているのだ。さすがに長時間は魔ま力りよくが──魔法思念料が保もつまいが、あくまで短期決戦を目もく論ろむなら充じゆう分ぶんに可能な方法だった。

　だが、問題は、あの三五七番のチャイカ、魔法師型の白いチャイカだ。

　あちらはどうやって肉体の崩壊を食い止めている？

「…………そうか。ニーヴァ・ラーダか」

　そもそもニーヴァ・ラーダは変形機構の制せい御ぎよに装鎧竜の脳組織を使っている。

　そして魔法を行使する際に、魔法師と機杖ガンドは、事実上、繫がっていて一心同体、機杖が魔法師の一部で在り、魔法師は機杖の一部になっているとも言える。ニーヴァ・ラーダ内にチャイカの姿形が記録として残っていれば、装鎧竜の様に肉体の崩壊を食い止める事も可能かもしれない。

「だが──」

　常に魔法を起動し続けるという事は、大量の魔法思念料を消しよう耗もうする。

　どれだけ魔法思念料の持ち合わせがあるのかは分からないが、尽つきれば、やはり自身の記き憶おくを消費するしかない。こちらも長くは保たないだろう。

　場合によっては、トール・アキュラも、チャイカも、アルトゥール・ガズに追いつく前に、自身が何者かすら分からなくなっていた可能性すら在った。

「そこまでして、私を追うか」

　呟くアルトゥール・ガズに、しかし感かん慨がいは無い。所しよ詮せん、ただの人間……チャイカは勿論、トール・アキュラにも思い入れなど別に無い。

　ただ不思議ではあった。

　自分と違ちがい、彼等にとって、死は自我の消しよう滅めつである筈だ。

　そしてそれは、何よりも彼等にとって恐ろしい事ではなかったか。

「死への恐きよう怖ふをも越こえる程の怒いかり──か」

　言葉としては、理り屈くつとしては、分かる。

　だがそれをアルトゥール・ガズは実感として覚える事は出来ない。

　ただ──

「残念だ。お前がエンペリオンとなって世界を搔かき回してくれていれば、私も神としての愉ゆ悦えつを存分に得る事が出来たであろうに」

　そう言うと、アルトゥール・ガズは眼の前に浮うかび上がってきたトール・アキュラ達と、改めて相あい対たいした。
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　時間は──少し遡さかのぼる。

　ガズ皇帝が一度トール達の前から去った、その直後の事。

「お前は戻れ」

　トールはチャイカにそう告げた。

「ニーヴァが居れば、肉体の崩壊は防げるんだろう？」

「うい。でも──」

　ニーヴァが装鎧竜の変身魔法に準じた術式が使えるという事は、チャイカもすぐに気付いた様だった。

　またニーヴァは元々妙みようにチャイカの姿形に執しゆう心しんしていた事も在り──ぺたぺたとチャイカの身体に触ふれていたのはトールも何度か目もく撃げきしている──改めて術式を組まなくとも、崩壊していく肉体を保全する為の魔ま法ほうは使えるらしい。

　だが……問題は魔法思念料だ。

　果たして何ど処こまで保つか。

　長い長い寿じゆ命みようを持っている上に、選せん択たく的に記憶を使う事の出来る装鎧竜のフレドリカはともかく、同じ魔法を連続使用していれば、チャイカの側の魔法思念料が──化石思念料がいつまで保つか。それが尽きれば、今のチャイカの記憶を消費するしかない。

　そして人間の魔法師は、自分の記憶を選択して使用する事が出来ない。

　迂う闊かつに自分の記憶を使えば──どの部分に欠落が生じるのか、分からないのだ。

　最悪、人格の基き礎そを成す部分に欠落が生じれば、肉体の崩壊は防げても、精神崩壊を起こしてしまう可能性が在った。

「お前は俺に付き合う必要はねえんだよ！」

　トールは言った。

「俺はあくまで、自分の納得の為に、奴やつを斃たおすと決めた。俺の為だ。俺の満足の為だ。いわば俺の自分勝手だ。それに、お前は付き合う必要は無いだろう!?」

　既に彼女の『棺ひつぎ担かつぐ姫ひめ』『遺体集めの姫』たる使命は無く、可能であるのならば、もうこの場から逃にげ出していても誰も責めない──そういう立場だ。

　だが……

「でも。随ずい伴はん。どこまでも」

「いや。だから──」

「私、恐怖、苦痛、悲ひ嘆たん、山ほど」

　チャイカは言った。

「多分、紅──も」

「…………」

　トールは言葉に詰つまる。

　同じ境きよう遇ぐうの者同士で自分の体験を語れば慰なぐさめになるのか。それともどちらも同じチャイカという立場である以上は、むしろ互たがいの傷を抉えぐる事になるのか。トールには分からなかったが──

「私以外、『チャイカ』達、同様」

　チャイカはそんな事を言ってきた。

「多分、私達、随ずい分ぶん……マシ」

　大量にばらまかれた『チャイカ』達。

　彼女等の大半が早々に『脱だつ落らく』してしまった事だろう。あるいは早々に絶望してレイラの様に──蒼あおチャイカの様に『チャイカ』を辞やめてしまい、全すべてを憎にくみ恨うらむ様になった者も、他ほかに大勢居たかもしれない。

「だから……そうしむけた奴を許せないって？」

「否いな。私。何な故ぜ──今、生存？」

「何故って……」

　トール達と出会ったからだ。

　自分のお陰かげ、と恩に着せる積もりは勿論無いが、あのデルソラントの山中でトールと出会っていなければ、間ま違ちがいなくチャイカは此こ処こまで辿たどり着いてはいなかっただろう。優ゆう秀しゆうな魔法師ウイザードだが世間知らずで不器用なこの少女は、早々に何処かで身ぐるみ剝はがされて売り飛ばされるか、さもなくば野垂れ死ぬかだった筈だ。

「紅、曰いわく」

　チャイカは眼を伏ふせて言った。

「私達、幸運、不運。拾った人の、差」

「それって──」

『拾う』という表現が正しいかどうかはさておき、彼女等の生死と、そして幸不幸を分けたものがあるとすれば、それはどんな『協力者』と出会う事が出来たかによるだろう。

　その意味で、紅チャイカも、そしてこの白チャイカも、幸運だったとも言える。

　少なくとも彼女達は此こ処こまで辿り着いたし、その上で、真実を知ってもそれを乗り越えてきたのだから。

「私達の過去、捏ねつ造ぞう」

　チャイカは微び苦く笑しようを浮かべて言った。

　いや。それは泣き笑いに近い──

「私達の、本当、多分、この一年、もしくは二年」

「…………」

「私達の、全て、多分──」

　単に『チャイカ』という人格が生きた時間を論じるならば──彼女等は、産まれたての赤あかん坊ぼうに等しい。

　そして彼女等はその『生しよう涯がい』の殆ほとんどを、それぞれの庇ひ護ご者達と過ごしてきた。

　いわば、チャイカ達にとって、庇護者達は親兄弟に──家族に等しい。

「私、最重要、トール・アキュラ」

　チャイカは顔を上げてきっぱりと言った。

「一いつ緒しよ、いつでも、どこでも、どこまでも。トールの目的、私の目的！」

　それはかつてトール自身が問われ……答えた事と同じだ。

　トール・アキュラにとってチャイカ・トラバントは大切な人で。

　チャイカ・トラバントの望みを叶かなえる事がトール・アキュラの目的なのだと。

「トール随伴、しかるのち帰き還かん、私の役目。私自身、そう決定」

　そう告げるチャイカの口調に逡しゆん巡じゆんや不安の揺ゆれは無い。

「それに──アカリ、紅、きっと待望」

　放ほうっておけば、トールはガズ皇こう帝ていと差し違えて帰ってこないかもしれない。

　だから自分が一緒に行く。トールを連れ帰る為ために。トールが少しでも生きて還かえる可能性を上げる為に。役目と言ってはいるものの、それはチャイカ自身の望みで、恐おそらく──

「トールの負けだと思うな」

　ふと──二人を乗せて再び翼つばさを広げながら、翼よく竜りゆう状態のフレドリカがそう言ってくる。

「チャイカも自分で望んで自分で決めたよ。そうでしょ？」

「うい！」

「…………」

　トールはフレドリカにもそれを望んだ。

　誰だれかの為ではなく、自分自身の為に行動し決定する事。

　だからこそ彼女と一心同体である事を受け入れたし、彼女を死線ぎりぎりの領域に連れて行く事にも躊ちゆう躇ちよが無い。

　ならばそれは多分、チャイカに対しても同じで。

「……分かった」

　長々と溜ため息いきをついてからトールは決然と顔を上げた。

「行くぞ」

「フレドリカ、感謝。トール、感謝」

　トールと、フレドリカの背中に、チャイカは笑え顔がおでそう言った。

「行くよーッ！」

　愉しげにそう告げると、トールとチャイカを乗せたフレドリカは、翼を大きく広げて虚こ空くうを叩たたき、急きゆう上じよう昇しようを始めた。
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「ぁぁぁぁああああああッ！」

　基本──乱破師サバターは吠ほえない。

　騎士キヤバリアや戦士と異なり彼等の主戦場は表おもて舞ぶ台たいではなく、むしろ己おのれの存在を影かげから影へと隠いん蔽ぺいすべき彼等は、戦う際にも気合を迸ほとばしらせる事はあっても、それは叫さけび声ごえという形をまず採らない。黙もくして語らず、ただ瞬しゆん殺さつ無音、それが乱破師の理想形だ。

　だが──

「ああああッ！」

　トールは肺はい腑ふの中身を全て絞しぼり出すが如ごとき勢いで叫びながら連撃を、アルトゥール・ガズに向けて仕し掛かけていた。

　左右の小機剣コンブレイドを素す早ばやく繰くり出しながら、相手の急所を狙ねらう。

　喉のど笛ぶえ。左胸。眉み間けん。鳩尾みぞおち。股こ間かん。

　動きこそ小さめだが、〈鉄血転化〉によって強化された筋力が繰り出す斬ざん撃げきや刺し突とつは、全てが一いち撃げき必殺の威い力りよくである。常人ならば瞬まばたきの間に五回は死んでいただろう。

　しかし……

「…………」

　アルトゥール・ガズは恐ろしい程ほどの正確な見切りで後退、トールの刺突や斬撃の間合いをほんの僅わずかだけ外れて、その攻こう撃げきを悉ことごとく躱かわしていた。

　その上で──

「──槍やりよ」

　呟つぶやく様なアルトゥール・ガズの声に反応し、周囲の素材物質マテリアルが変形──槍となって降り注ぐ。四方八方から加えられたそれは、咄とつ嗟さに頭を庇かばうトールを、前後左右から串くし刺ざしにしていた。槍の殆どは小機剣と鎧よろいが弾はじいたが、その内の四本が、鎧の隙すき間まから彼の身体からだを刺さし貫つらぬいたのである。

「ああああああッ！」

　更さらに吠えるトール。

　竜騎士ドラグーン・キヤバリアの魔法は変身の応用によって傷ついた肉体を復元するが……中の神経までも別物に作り替かえたり、無くしてしまう訳ではない。不死身に近くはあっても、傷を負えば当然に痛みを感じるという事である。

　同時に、二十年近く生きてきたトールの人生経験は、そして乱破師としての修練は、普ふ通つうの──復元能力を持たない人間のそれに最適化されている。

　凶きよう器きが飛んでくれば避よけるし、防ぐ。それはもう、無意識の内に。そして傷を負えば、反射的にそれ以上の重傷化を避さけて身を引き、護まもりを固めようとする。

　つまり──竜騎士になったからといって、攻撃を平然と身体で受け止めて前に出る、というのは難しいのだ。どうしても乱破師としての癖くせが出る。

　それを理解しているからこそ、トールは吠える。

　恐れるな。痛くても自分は死なない。

　だから刺されても前に出ろ。

　斬きられても焼かれても手を緩ゆるめるな。

　そう──自分に言い聞かせる為に。蛮ばん勇ゆうとも言うべき勢いを、自分に与あたえる為に。

「そんな攻撃で竜騎士を殺せるとでも思ったか！」

　トールは叫びながら──四本の槍に身体を貫かれたまま、更に前に出る。

　左手で一本を抜ぬき、二本を抜き、三本目、四本目を抜いて、アルトゥール・ガズに肉にく薄はくする。

　その全身は当然に血ち塗まみれ、息を荒あららげ、眼めには獰どう猛もうな光を宿すその姿は、まさしく闘とう争そうの権ごん化げ──常人ならばトールが近付いてくる、ただそれだけの事にすら怯ひるんだ事だろう。

　しかし……

「勿もち論ろん、殺せるなどとは思っていない」

　平然とアルトゥール・ガズは言った。

「私はただ、待てばいい。お前が限界に達するのをな」

「そうかい！」

　トールは言いながら、後退するアルトゥール・ガズを追って更に前に出た。

　螺ら旋せん階段を踏ふみ砕くだかんばかりの強さで蹴けり、猛もう烈れつな速さで間合いを詰つめていく。

　一歩。二歩。三歩。四歩目で彼の小機剣が──浅くではあるが、アルトゥール・ガズの身体に突つき刺さった。

　そう。浅い。未まだ。

　だが届いた。あと一歩、踏み込めば斃たおせる。

　そう確信するトール。

　万ばん全ぜんを期して小機剣の上に、竜騎士の魔ま法ほうで長ちよう剣けんを形成しようと、意識を集中。そうすれば二歩、三歩分の踏み込みになってより確実だ。

　だが次の瞬しゆん間かん──

「──！」

　今度は床ゆかから噴ふき上がる様にして生じた三本の槍に、トールは、その場に縫ぬい止められていた。

「肉体が傷つく事を恐れないのは、お前だけではない。私にとって、これはもうすぐ棄すてる程度のものでしかないからな」

　アルトゥール・ガズは言った。

　彼からすれば、トールに間合いを詰められたのではない。トールに詰めさせたのだ。自身を囮おとりとしてトールを誘さそい込み、この場に縫い止める為に。

　しかも今回は槍を降らせた訳ではなく、その末まつ端たんが螺旋階段と繫つながっている。即すなわちトールは槍で螺旋階段に、文字通り釘くぎ付づけにされてしまったのである。

「さて。先にこちらを排はい除じよしておくか」

　そう言ってアルトゥール・ガズは、身動きを封ふうじられたトールの脇わきを通り過ぎ、フレドリカの背に乗って後方に待機していたチャイカへと向かう。

「儀ぎ式しきに何か割り込みでも掛かけられては、面めん倒どうだ」

　だが──

「顕あらわれよ〈切ザり・裂リくッもパのー〉！」

　既すでに呪じゆ文もん詠えい唱しようを終えていたチャイカの攻こう撃げき魔法が放たれる。

　トールとアルトゥール・ガズが接近戦をしていた最さ中なかは、危なくて撃うつ事が出来なかった魔法も、今なら問題が無い。

　本来ならば不可視の──しかしこの場においては周囲の魔法機関の影えい響きようか、青白い空間の歪ゆがみを伴ともなう刃やいばが、〈禁断皇帝〉に向かって飛ぶ。

　だが、それは『盾たてよ』と呟いたアルトゥール・ガズの寸前で、突とつ如じよとして生じた防ぼう壁へきに食い止められ、空中に四散していた。

　しかしそれでも──

「顕れよ〈切り裂くもの〉！」

　チャイカは悲鳴じみた声でそう詠唱し、攻撃魔法を連撃する。

　同じ魔法であれば、同じ場所に留とどまる限り、殆ほとんど呪文詠唱を省略して連発する事も可能だが……それはつまり、同じ方法で防がれ、避けられる攻撃であるという事でもあった。

「無む駄だだ」

　嘲あざけるでもなく、憐あわれむでもなく、事実をただそのまま告げる口調でアルトゥール・ガズはチャイカに告げてきた。

「確かに今のお前はニーヴァ・ラーダを手に入れた事で、普通の魔法師ウイザードとは比べものにならない力を持っているが──それでも肉体の修復の魔法を続けている状態で、攻撃魔法に割さける余力は殆どあるまい。威力は半減する」

「顕れよ〈切り裂くもの〉！」

「当然──お前が放つものは、どんな攻撃魔法であれ、簡単な防ぼう御ぎよ魔法で防ぎきれる」

「顕れよ〈切り裂くもの〉！」

「……道理を理解する余よ裕ゆうも無いか」

　呟く様に言って四度目の攻撃を『盾』で防ぎ、螺旋階段から跳ちよう躍やく。

　フレドリカの背に着地したアルトゥール・ガズは、そのまま手を伸のばしてチャイカの喉のどを摑つかみ──その小こ柄がらな身体を吊つり下げた。

「──チャイカ！」

　フレドリカは咄嗟にアルトゥール・ガズを攻撃しようと身を捩よじるが、諸もろ共ともにチャイカをも振ふり落とし兼かねない為ため、あまり大きな動きをする事そのものが出来ない。

「三五七番。お前が我が転生に果たした功績は大きい。黙だまって見ておれば、用済みのお前などを殺す手間を掛ける事も無かったであろう。場合によっては……エンペリオンとなったトール・アキュラの隣となりで、人の世の栄えい耀よう栄えい華がを手に入れる事も出来たであろうにな」

「…………」

　喘あえぐチャイカは言葉すら出ない。

　代わりに──

「──一いつ切さい合切の躊躇無く、これを討うち滅ほろぼす凶器なり」

「……？」

　鍵詞キーワードを耳にしたアルトゥール・ガズが眉まゆを顰ひそめて振り返ってくる。

　怪け訝げんに思うのは当然だ。既にトールは〈鉄血転化〉を使用中だったのだから。

　つまり──

「がああああああああああああああああああッ!!」

　咆吼と共に血がしぶく。

　トールは己の身体を小機剣で切り裂き──肉を裂き、骨を折り、槍の拘こう束そくから無理矢理脱だつすると、そのまま高々と跳躍した。

「──ッ!?」

　速い。さすがのアルトゥール・ガズも驚おどろいた事だろう。

　トールの速度は今や、その場に残像を残す程になっていた。咄嗟にアルトゥール・ガズが放った槍の攻撃は虚むなしく空中を貫き、トール自身は次の瞬間、アルトゥール・ガズのすぐ眼の前にまで迫せまっていた。

「るううううあああああああああッ！」

　それはもう、気合の叫びというより、獣けものの吠ほえ声そのものだ。

　咄嗟にチャイカを手放し、トールの攻撃をかわそうとしたアルトゥール・ガズの姿勢が大きく崩くずれた。

　いきなり彼の立っていた足元が消えたからだ。

　フレドリカが全員落下を承知で変身──人間形態に移行したのである。

「むっ──」

「あああああッ！」

　容よう赦しや無く繰くり出された小機剣コンブレイドの斬ざん撃げきがアルトゥール・ガズの左ひだり腕うでを斬り飛ばす。

　同時に──空中に投げ出される一同。

　支えるものも何も無い虚こ空くうにおいては、いかに優すぐれた反応速度を持とうと、いかに強大な膂りよ力りよくを持とうと、意味が無い。

　しかも──

「トールッ！」

「おうッ！」

　トールが真横に飛んだ。

　落下しながら、人間形態のフレドリカがトールを蹴り飛ばしたのである。反動でアルトゥール・ガズに向けて飛んだトールは、空中で──こちらは身を動かす術すべの無い〈禁断皇こう帝てい〉に両手の小機剣を突き込んだ。

　咄嗟に両手を掲かかげてこれを弾こうとするアルトゥール・ガズ。

　だが──小機剣の尖せん端たんはそれよりも早く、左右から彼の身体に突き刺さっていた。トールが竜騎士ドラグーン・キヤバリアの魔法で小機剣の上に、長剣の剣けん身しんを被かぶせたからである。

　今度は先さつきと逆だ。アルトゥール・ガズがトールに縫い止められた事になる。

「おおおおおおッ！」

　トールの飛んできた勢いそのままに、彼とアルトゥール・ガズは落下しつつも横方向へと移動──数十段下の螺旋階段へと激げき突とつする。素材物質マテリアルで出来た青白い構造体が、大量の破は片へんを舞まい上げながら砕け散っていく。

「お前は──」

「さすがに竜騎士でもなけりゃ使えねえよ」

　先さき程ほどよりも更さらに血塗れになりながら──しかし歯を剝むいてトールは笑った。

「〈鉄血転化〉の重ね掛けダブルドーズなんざ」

　そう。〈鉄血転化〉をフレドリカの魔法で時間無制限に使える様にした上で、更にそこからもう一度、トールは己おのれに〈鉄血転化〉を試みたのだ。

　当然、通常であれば、維い持じ時間は実用に耐たえぬ程に短くなる──どころか、発動した瞬間に身体からだは制せい御ぎよ不能な程に壊こわれてしまうだろう。だが、それをトールは、フレドリカの魔法で強制的に抑おさえ込んでいるのだ。

　勿論、それでも、全身を激痛と疲ひ労ろう感かんが這はい回っているのは同じである。

　意思の弱い者ならば、その場で泣き叫さけび、正気を失ってしまう程の──

「むっ──」

　激突の衝しよう撃げきで、魔法で作った剣は折れてしまった。

　解放されたアルトゥール・ガズは身を起こし、覆おおい被さっているトールの身体を押し退のける。トールは押し退けられる動きに逆らわず、その背後に回り──そこで、改めてアルトゥール・ガズを羽は交がい締じめにしつつ、更には二本の小機剣を肩かたと胸に突き刺さした。

　そして──

「チャイカ！　撃て！」

　トールは叫んだ。

「と……トール!?」

　さすがに驚いたか、チャイカが躊ちゆう躇ちよに揺ゆれる声を出す。

　だが──

「俺ごと、こいつを撃つんだ！」

「不可！　拒きよ否ひ！　トール、逃にげる！」

「駄だ目めだ！　押さえ込んどかなきゃ、逃げられる！」

　元より、八英えい雄ゆうや『御遣いアポストロ』と一人で立ち回る事が出来る程の相手だ。

　トールが押さえ込まねば、チャイカの攻撃魔法はかわされてしまうだろうし、身動きがとれなくとも、魔法で防がれてしまうだろう。

　だが今のこの状態なら──そのどれもを封じる事が出来る。魔法を使おうとすれば、その喉のど笛ぶえを搔かき切って呪文詠唱出来なくしてやるだけの事である。

「俺は竜騎士の魔ま法ほうで復元出来る！　いいから撃て！」

「でも……！」

　躊躇の色がチャイカの表情には濃こい。

　既にその肉体を棄すてに掛かっているアルトゥール・ガズを完全に滅ぼす積もりであれば、急所を狙ねらう、などという方法では確実性を欠く。それこそ丸ごと吹ふき飛ばして屍しかばねすら残らない程の威い力りよくを用いるしかない。

　そしてニーヴァ・ラーダを増ぞう幅ふく器として使っている今、チャイカにもそれだけの大威力の魔法を放つ事は充じゆう分ぶんに可能だろう。

　だが、その場合は確実に──トールを巻き込む。

　いかに竜騎士とはいえ、頭部を破は壊かいされれば死亡するのは、装鎧竜ドラグーンと同じだ。

「撃て、チャイカ！」

　トールは怒ど鳴なった。

「撃って全すべての因いん縁ねんを自分の力で──意思で断たち切れ！」

「…………！」

　チャイカが眼めを見開く。

　紫むらさきの瞳ひとみは、自分と同じ眼の色をした『父』アルトゥール・ガズを、そしてトールを順に見つめる。

　時間にして、瞬まばたき二度分の、逡しゆん巡じゆん。

　そして──

「イーミ・デザル・ト・イグレ・フィフ・アーイ……」

　チャイカは呪じゆ文もん詠えい唱しようを開始した。

　構えた機杖ガンドの──ニーヴァが絡からみ付き、普ふ段だんのものよりも一ひと際きわ長大になった魔法機関の尖端に青白い光の魔ま法ほう陣じんが回転を開始する。

「……愚おろかな事を」

　アルトゥール・ガズが呟つぶやく様に言った。

「一時の満足、精神的快楽の為に、命を棄てるか」

「他人の命を道具扱あつかいしてきたあんたに言われる筋合いはねえよ」

「…………」

　トールの言葉に黙り込むアルトゥール・ガズ。

　背後から羽交い締めにしている為に、その表情を見る事は出来ないが──

（こいつ……笑って……？）

　戦せん慄りつと共にトールは悟さとる。

　既すでに覚かく悟ごを決めたのか。

　それとも何か起死回生の策が未まだあるのか。

　あるいは──

「まあ良い。永遠の無ぶ聊りようの慰なぐさめには、なった」

「…………！」

　その言葉をまるで合図とするかの様に。

「顕あらわれよ──〈滅ぼし殲くすものザ・アニヒレイター〉！」

　チャイカの魔法が発動する。

　顕れたのは、白く輝かがやく巨きよ大だいな輪だった。

　それは──自らを絞しぼり込む様にして、回転し、その直径を縮小しながらアルトゥール・ガズに向けて飛ぶ。途と中ちゆう、その輪の中を、落下してきた素材物質の破片が通過して……次の瞬しゆん間かん、それは光の粒りゆう子しとなって消しよう滅めつしていた。
















　対象物を極限にまで分解して滅する攻こう撃げき魔ま法ほう〈滅ぼし殲くすもの〉。

　如い何かなる物質であれ、いや、物質を半ば棄てに掛かかっている存在であれ、完かん膚ぷなきまでに粉ふん砕さいされて無意味の虚きよ無むに還かえる──まさしく殲せん滅めつの業わざ。その威力故ゆえに矢や剣よりも速度こそ遅おそいが、一度捉とらえられれば抗こうする術すべは無い。

　それが自らに触ふれる──その瞬間。

「──は、はははは！」

　衝撃がトールの腹部に炸さく裂れつする。

　強ごう引いんに身体をよじったアルトゥール・ガズが、トールを跳はね飛ばしたのである。

　勿もち論ろん、小機剣を刺され、背後から羽交い締めにされた体勢では、腕うでも脚あしもトールの処ところにまでは回らない。一体どうやったのかは謎なぞだが──何らかの魔法を使ったのか、あるいは既に〈禁断皇帝〉の身体は、人間の肉体構造とは異なる何かになっていたのかもしれない。

「は！　は！　ははは！」

　チャイカの魔法はアルトゥール・ガズの身体に食い込んでゆく。

　そして──

「私は一足先に自由になる。精々足あ搔がくが良い。この無意味な世界で」

　耳を劈つんざく様な異音。

　怪かい鳥ちようの鳴き声の如ごとき、甲かん高だかいその音と共に、アルトゥール・ガズの身体が、ぶれる。

　輪りん郭かくが崩れるかの様にその姿が曖あい昧まいに歪ゆがみ、高々と放つ哄こう笑しようすらもが、幾いく重えにも──

「──ははは！　は……！」

　次の瞬間、アルトゥール・ガズは無数の光る粒子となって飛散した。更にはその粒子すらもがそれぞれ連れん鎖さ的に空中で分解し、水に溶とけるかの様にして、消滅していく。

　後には──死体すら残らない。

　これが魔法の効果なのか、それとも、既にアルトゥール・ガズの肉体が物質的な亡なき骸がらを残さない程に変質していたからか、さすがにトールには分からない。

　同時に、トールが感じていたあの男の気配とも言うべき膨ぼう大だいな……人間の放つそれとは桁けた違ちがいの圧あつ迫ぱく感かんもまた、拡散して消滅していた。

　だが──

「やった……のか？」

　思わず疑問を覚えたのは〈禁断皇帝〉の最さい期ごの笑い声が、耳の奥にこびりついていたからだ。既に一度死を越こえてきたあの怪物を『斃たおした』と断じるのに、常識的な尺度では足りないのではないか……そんな風にさえトールは思った。

　しかし……

「……うい。完全、消滅」

　機杖の構えを解きながらチャイカは言った。

　少なくとも魔法師ウイザードとしての知識を持つ彼女から見ても、アルトゥール・ガズは、滅ほろびた、そう断じて間ま違ちがいないらしい。

「…………」

　一いつ瞬しゆん、彼女の表情に痛みを堪こらえるかの様な強こわ張ばりが見て取れたのは、曲がりなりにもかつては『父』と呼んでいた相手に対する、手た向むけであったろうか。

「我は戦いくさの終わりを告げる──」

　トールは鍵詞キーワードを詠唱。

　二重に掛けていた〈鉄血転化〉を解除した。

　一気に感覚が常人のそれに引き戻もどされ、全身を侵しん食しよくする脱だつ力りよ感くかんに、トールはその場で座り込んでしまう。さすがに〈鉄血転化〉の二重掛けなど初めての経験で、その後にどんな反動が来るのかまでは、予想すら出来なかった。肉体の崩ほう壊かいはフレドリカの魔法で何とかなるとしても、神経にまで食い込んだ疲労感は、どうにもならない。

「トール！」

　チャイカが、翼よく竜りゆう形態に戻ったフレドリカにしがみついてトールの下もとにやってくる。

　彼女はトールの胸に飛び込む様にしてしがみつくと、その胸むな元もとを摑つかんで叫んだ。

「無茶、やめる！」

「わかった、わかった、分かったから揺するな──頼たのむから揺するな」

　全身をむしばむ疲ひ労ろうに耐たえながらトールは言った。

「それより、急ぐぞ」

「むい？」

「ぼけてんのか、戻るんだよ、急がないと──下へ手たすりゃ還かえれなくなる」

「……！」

　はっ──と表情を引き攣らせるチャイカ。

　そう。アルトゥール・ガズを斃したとしても、それでトール達にとって全てが終わった訳ではない。未だ、生きて還る、という難題が残っている。

　改めて周囲を見れば……制せい御ぎよ者を喪うしなったからか、螺ら旋せん階段に浮かぶ青白い魔法の光は、ゆっくりと輝き度どを下げつつあり、塔とう全体に亀き裂れつの様なものが走っているのが見えた。

　間違いない。

　もうすぐこの塔は崩壊して、全てが素材物質マテリアルに戻る。

　だが──

「それじゃ、二人ともしっかり摑まってて──ってトールは無理か。しょうがないな」

　翼竜形態のフレドリカは、その腕を伸のばしてトールとチャイカを胸元に抱かかえ込む。

「じゃ、還るよ！」

　その一言と共に、フレドリカは巨大な翼つばさを打ち振ふって、急速降下を開始した。
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「──おい」

　ニコライの呆ぼう然ぜんとした声に、一同は顔を上げる。

　ゲランソン城の──元謁えつ見けんの間。

　既に屋内と呼ぶのも躊躇ためらわれる程ほどに、壁かべに、天てん井じようにと穴が開いてしまい、あちらこちらに瓦が礫れきの堆たい積せきするそこで、一同はそびえ立つ『塔』を見守っていた。

　アルトゥール・ガズが素材物質で創つくり上げた『昇神』の儀ぎ式しきの塔。

　いや……既に基部は崩壊が始まり、何の疑問も無く塔と呼ぶには、ひどく曖昧な代しろ物ものにそれは成り果てている。天の彼方かなたに向けてそびえる筒つつ状じようの何か、最も早はやそうとしか言えない何かだった。敢あえてそれに名を付けて呼ぶならば『昇神機関』とでも言うべきか。

　先にアルトゥール・ガズを追ったトール達の安否は分からないまま、その真下で、一同はただ待つ事を余よ儀ぎなくされていた。

　しかし……

「あれは……」

『昇神機関』が──輝いていた。

　いや。幾いくつもの発光現象がその内部で生じては消えていく。それはまるで無む秩ちつ序じよで……魔ま法ほうの知識が無い者達から見ても、『昇神機関』の機能そのものに異状が生じているだろう事は、すぐに察する事が出来た。

「斃したか」

　と──何ど処こか沈ちん鬱うつな表情を浮うかべて呟くのは、マテウスである。

「魔法師たるガズ皇こう帝ていが死んで、魔法機関が暴走している……？」

「恐おそらくはな」

　ズィータの問いにマテウスが頷うなずく。

　納なつ得とくしている魔法師二人に、しかし困こん惑わくの表情を浮かべてヴィヴィが尋たずねる。

「つまり、どういう事？」

「トール・アキュラ達は、恐らく、ガズ皇帝を討うつ事に成功した」

　ヴィヴィを振り返ってマテウスはそう告げた。

「だが、この塔はガズ皇帝を神にする為ための変成・変質を司つかさどる魔法機関。魔法の行使主体を喪い、元々、素材物質製の不安定なこの魔法機関は、集められた力を御ぎよしきれずに、暴走を始めているという事だ」

　通常、使われる魔法機関であれば、魔法師が死んでも問題無く機能する事が多いが──それはあくまで物質として確固とした構造を持っている魔法機関に限る。素材物質で擬ぎ似じ的に構成されていた魔法機関は、魔法の行使主体であるガズ皇帝が死んだ事で、自身の構造を維い持じ出来ず、機能異常を起こしているのである。

「ひょっとして爆ばく発はつするとか──」

「さすがに、それはなかろうが……」

　マテウスはふと、視線を、少し離はなれた処で同じ様に塔を見上げている娘むすめ達に向けた。

　アカリ。そして紅チャイカ。

　トール・アキュラ達の還りを待つ者達。

　彼女等はただ、唇くちびるを嚙かんで塔を見上げている。

「弔とむらいや悔くやみの言葉は未だ早かろう」

　元僧そう侶りよの言葉には、静かな重みが在った。

「が……正直、彼等が還ってこられるかどうかは、全く分からない」

「……それって」

　ヴィヴィは頭上の『昇神機関』を見上げながら言葉に詰つまる。

　一時的に共きよう闘とうした事はあっても、『敵』だった期間の方が遥はるかに長い連中だ。本来ならばその安否を気に掛かける義理などヴィヴィにはないし──ジレット隊の他ほかの誰だれにも無いだろう。還ってきて欲しい、と痛切に願うというより……何か、トール達が還ってこない事が、ただただ理り不ふ尽じんな気がした。

　あるいはその気持ちは、ジレット隊の他の者達も同じであったのかもしれない。

「…………」

　ヴィヴィがアルベリックに眼を向けると──彼もまた、頭上を見上げながら、悔くやしげに唇を嚙む姿が、見えた。
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　落ちるよりも速く──飛ぶ。

　真下を向いているというのに、頭上へと、天空へ向かって吹ふき飛ばされそうになるのを、トールとチャイカは必死に堪えていた。フレドリカに抱だきかかえられているとはいえ、それだけでは不充分だ。二人の服が風を孕はらんで、まるで帆はん船せんの帆ほの如くに膨ふくれあがり……彼等を引っ張り上げようとしてくるからである。

「くっ……」

　トールは小機剣コンブレイドの柄つかから鋼糸を引き出して、自分とチャイカ、それにフレドリカの手に絡からみ付かせる。途と中ちゆうで誰かが気を失って手が緩ゆるんだとしても、一人だけ脱だつ落らくしてしまわない様にという用心だ。

「未まだか……」

　こんなに長い時間を『落ちた』事は、トールにもない。

　周囲の風景が……塔の内部が異常な状態になっているのは、一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。即そく座ざに崩壊するならまだしも、アルトゥール・ガズという魔法師を──魔法の行使主体であり、制御者を失ったことで、素材物質の中の魔法回路がどうやら暴走状態に陥おちいっているらしい。元々急きゆう拵ごしらえの代物である分、どうしても不安定なのだろう。

　どんな影えい響きようがあるのか分からない。

「未だ地上じゃないのか……？」

　トール達は現在も、装鎧竜ドラグーンの魔法を連続で使い続けていた。

　即すなわち──暴走する魔法回路が無茶苦茶にトール達を『作り替かえ』ようとするのを、装鎧竜の魔法で抑おさえ込んでいる状態である。猛もう烈れつな勢いでチャイカが持参していた魔法思念料は減っていき、それらは今や、尽つきようとしていた。

　そして……

「おい、フレドリカ、大だい丈じよう夫ぶなのか!?」

　トールは先程から無言のままのフレドリカに、声を掛ける。

　チャイカの魔法思念料は、いわば『外付け』である訳で、その消しよう耗もうは眼に見えて分かるし、それらを使っている限り、直接、チャイカなりニーヴァなりへの影響は無い。

　だがフレドリカのそれは、彼女の記き憶おくを直接的に消耗する。

　フレドリカは気楽にいつも魔法を使っているので、トールもあまり細かい事は気にしていなかったのだが──こうも立て続けとなると、不安を感じずにはおれない。

「……ん。何？」

　何処か寝ね惚ぼけた様な声でフレドリカが返してきた。

「なに、じゃねえだろ、お前、記憶の方は大丈夫なのか？」

「ん……今の処ところは、多分」

「多分、っておい」

「あのさ──トール？」

　ふとフレドリカが笑い含ぶくみの声で問うてきた。

「もし私が完全に記憶全部使い切っちゃったら、最後の魔法で、猫ねこか何かにでもなっておくから……とりあえず、ちゃんと飼って可愛かわいがってね？」

「な……何言ってんだお前は!?」

　記憶を全すべて使い尽くすという事は、即ち、装鎧竜としての自覚も消失するという事ではないのか？　そうなれば、もう魔法も使えないのではないのか？

　つまりは──

「っていうか、お前、なんだ、その遺ゆい言ごんみたいな──」

　そろそろフレドリカの記憶も危険な処にまで来ているという事か。

「馬ば鹿かかお前は！　俺の記憶も使えるんだろうが？　俺の方からも使えよ！」

「うん、もう少ししたら、そうさせてもらうけどね」

　フレドリカの口調はあくまで明るい。

　あまり深刻に考えていないのか、それとも務めて悲ひ愴そう感を払ふつ拭しよくしようとしているのか。

「安全な高さに戻もどる前に、猫になっちゃったら、飼って貰もらうも何も無いし」

「そういう意味じゃ──」

「──トール」

　トールの台詞せりふを遮さえぎる様にチャイカが声を掛けてくる。

「こちら、化石思念料枯こ渇かつ、同様──」

「……！」

　振り返ったトールの眼めの前で、チャイカは薬やつ莢きように封ふう入にゆうされた化石思念料を──恐らくは最後のそれを、機杖ガンドに装そう塡てんしている処だった。

　まずい。

　これから先は──もうトールやチャイカの記憶を直接使うしか無い。

　そしてフレドリカに魔法の制せい御ぎよを任せているトールはともかく、チャイカは恐らく、自分の記憶について選せん択たくして使う事が出来ない。どの辺りの記憶がどれだけ抜ぬけ落ちるのか、分からないのだ。

　万が一に……チャイカのチャイカたらしめている人格部分、それが崩ほう壊かいする程に、記憶の抜けが生じた場合、それは『死』とほぼ同義だ。

　いや。元々ガズ帝てい国こくとは縁えんも縁ゆかりも無い、何処かの少女の上に構築された人格であるチャイカにとって、自身を構成する記憶の重要基部を万が一にも失えば、それはもう──

　…………

　チャイカ？

「──？」

　それは一体、誰の名前──……

「くっ……！」

　一いつ瞬しゆん、トールは自分の頭の中に生じた異様な思考に、身み震ぶるいした。

　フレドリカが、いよいよトールの記憶も使い始めたのだろう。

　記憶というものは、書物の頁ページとはまた異なる。直線的に繫つながっている訳でも、等とう間かん隔かくで綺き麗れいに順番に並んでいる訳でもない。巨きよ大だいな網あみの様なもので、たとえ小さな記憶でも、要所の部分が抜け落ちた場合、いきなり周囲の記憶も意味を失って訳が分からないものになってしまう事が在る。

　今、一瞬、チャイカという名が誰の事なのか分からなかったのは、彼女を彼女としてトールが認にん識しきしている基もととなった記憶が──その何処かが消費されて、消えたからだ。勿もち論ろん、トールがチャイカと共に行動してきたのは一日や二日ではないから、他の大量に存在する記憶で空白を補う事は出来るが……果たして、それも何処まで保もつか。

　このままではまずい。

　もう悠ゆう長ちように歯を食いしばって耐たえている段階ではないだろう。

　ならば一か八か──

「待て、チャイカ」

「むい？」

「先にこの塔とうを──この魔ま法ほう機関を破は壊かいしろ！」

　焦しよう燥そう感かんに苛さいなまれつつも、トールは咄とつ嗟さにそう叫さけんでいた。

「もうガズ皇こう帝ていは居ないんだ、修復も出来ないだろう？　この塔の外に出れば、自身を保つ為ための魔法を使う必要は無い筈はずだ！　早く！」

　勿論、魔法術式や魔法機関に関しては素人しろうとのトールの推測だ。

　どれだけあてになる案なのかは、トール自身にも分からなかったが。

「う……うい！」

　チャイカは慌あわてた様子で頷うなずくと、機杖を横手に向ける。

　そして──

「……むい？」

　きょとんと眼を瞬しばたたかせる。

　まるで、今、自分がどうして此こ処こにいるのか、分からない──とでも言うかの様に。

　忘れる。無くなる。

　昨日までの、自分が。

　それは死と何が違ちがうというのか。

　それは──

「チャイカッ!!」

　トールは悪お寒かんに総毛立ちながら彼女の名を呼んだ。

　忘れたのなら改めて記憶させる。失われたのなら繰くり返す。

　そうする事で、広がる無意味の深しん淵えんに抗こうする事が出来るのではないか……？

「撃うて！　撃て！　早く！」

　トールは彼女を抱き締しめながら叫んだ。

「トール……？」

　不思議そうに彼を見つめてくるチャイカ。

　彼が何を焦あせっているのか分からない、といった様子で。

　同時に、トール自身も自分の中で幾いくつかの記憶が抜け落ちていくのをはっきりと自覚していた。過去の出来事が意味を失い、まるで、芝しば居いの書き割りの様に、ただの情景となっていく。いや。それすらもが曖あい昧まいに溶とけていく。残るのは、虫食いの様に開いた黒い虚きよ無むで……それがゆっくりと広がっていく。

　アキュラの里での事。

　チャイカと旅した時の事。

　それから──

「早くッ!!」

　トール自身、混乱の最さ中なか、自分が何を言っているのか、分からなくなっていた。

　一体、自分は何を焦っていたのだろう？

　いや、そもそもどうして自分はこんな場所を真っ逆さまに落ちている最中で……？

　アカリ、アカリは何ど処こに居る？

　シンの処に行ってまた手裏剣スローイング・ダガーの修練をしなければ。

　フレドリカは未だ──フレドリカ？

「…………ぬうううあああああッ！」

　必死に過去に落ち込んで行く自分の意識を摑つかんで戻すトール。未だ大丈夫だ。未だ。欠落は他ほかの部分を繫ぎ直して補完出来る。未だ、少しの間は。

　しかしそれとて、あと、どれだけ保つ？

　自分の人格を支える記憶は、あとどれくらい──

「撃てッ!!」

　断だん片ぺん的な焦燥感。

　それにただただ促うながされ、トールはそう叫んでいた。
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「──あ」

　レオナルドが、ふと呟つぶやく様に声を漏もらした。

　一同の頭上、遥はるか彼方かなたで、閃せん光こうが弾はじけたからだ。

「あれは……」

　同時に、頭上の風景を二分するかの様にそびえていた半はん透とう明めいの『昇神機関』は、閃光の迸ほとばしった処から完全に崩壊を始めた。

　それは極きわめて迅じん速そくだった。

　まるで布に描えがいた絵を水に曝さらしたかの様に──塔はぼやけ、薄うすれ、それから緩ゆるやかに拡散する様に消しよう滅めつしていく。

　そして──

「流れ星？」

「いや……」

　ヴィヴィの言葉にマテウスが首を振ふる。

　崩壊する『昇神機関』の中から、何かが分ぶん離りするのが見えた。単に『昇神機関』を成していた構造物が剝はく離りして落ちるのとは、少し動きが違う。それは青白い光で尾おを引きつつ、他の構造物とは別に、緩い放物線を描いて斜ななめの方向へと落下していく。

「あれは魔法の──」

　発動する際に出る光か。

　ならばトールか、白チャイカが、何か強力な魔法を使ったのか。

　それとも、やはり、『昇神機関』の一部が弾けて脱だつ落らくし、魔法の光を発しながら斜めに落ちていくだけなのか。

　あるいは──

「兄様……！」

「トール!?」

　アカリと紅チャイカが、愕がく然ぜんとした声で叫ぶ。

　勿論、如い何かに彼女等の眼めが良くとも、先に落ちたそれがトール達かどうかを視みて確認する事は不可能だろう。

　既すでに明るいその蒼そう穹きゆうに、しかし、くっきりと軌き跡せきを刻みながらその流星は──消えた。

　遥か彼方へ──もし何かが落ちたのだとすれば、それは山を二つばかり越こえた向こう側だろう。少なくとも飛行手段でもない限り、一日や二日で辿たどり着ける距きよ離りではない。

　だが──

「…………！」

　アカリは床ゆかを蹴けって走り出す。

「おい……!?」

　ダヴィードが声を掛かけるものの、応こたえず、振り返りすらせず、アカリは脱だつ兎との勢いでそのまま走り去ってしまっていた。

　あの流れ星らしきものが、落ちたであろう場所に向かっているのか。

　そして──

「……トール」

　そう呟くと、紅チャイカもまたアカリの後を追う様にして走り出す。

「おい、こら、お前まで──」

　片手を掲かかげて紅チャイカに声を掛けるダヴィード。だが、紅チャイカは一瞬、彼を振り返っただけで──やはりアカリ同様、走り去ってしまった。

「あー……本当に猪ちよ突とつ猛もう進しんっつーか……頑がん固こだな、うちのお姫ひめ様は？」

「まあ、いいじゃない。抜け殻がらみたいになって、その辺に転がってるよりね」

　肩かたを落として唸うなるダヴィードの背中を軽く叩たたいて、セルマが笑う。

「乗りかかった舟ふねでしょう。私達も彼女に付き合うわよ」

「へいへい。仰おおせの通り」

　長々と溜ため息いきをつくと、ダヴィードも、セルマと共に紅チャイカを追って元・謁えつ見けんの間を出て行った。

　そして──

「……どうします？」

　レオナルドが肩を竦すくめてアルベリックを振り返る。

　紅チャイカにしろ、白チャイカにしろ、最も早はや、ガズ帝てい国こく再興だの何だのという世情不安を煽あおる様な行動には出まい。戦後復興機関の人間としては、手続き上、追うべきかもしれないが、そうしても実利は無いと考えて良いだろう。

「魔法の結界は？」

「もう解除されています」

　念ねんの為にと問うたアルベリックに、ズィータが答える。

「…………ふむ」

　アルベリックは苦く笑しようを浮うかべると、部下達を見回して言った。

「とりあえずは〈クリーマン〉機関に戻もどろう。機関長の指示を仰あおぐ」

「…………まあ、そうなりますか」

　とニコライが苦笑するのは、既に全員が一度は〈クリーマン〉機関から離り反はんしたからである。しかもその原因はといえば、アルベリックの『死』であった訳で。

　今いま更さら、全員が揃そろって戻れば、機関長のコンラート・シュタインメッツはどんな顔をするだろうか。呆あきれるか。怒おこるか。勿もち論ろん、多少なりとも罰ばつは与あたえられるだろうが──

「今回の事を報告して私達なりにまとめよう。信じて貰もらえるかどうかは分からないがね」

　肩を竦めてそう言うと、アルベリックもまた、外に向かって歩き出した。







　終章　そして……

　AFTER THE DAY







　半年という時間はあっという間に過ぎ去っていた。

「……さて」

　アカリは旅支じ度たくを改めて点検すると部屋を出た。

「これからどうしたものか」

　ゲランソン城での一件の後──アカリは『流星』の落ちた辺りに見当をつけて、トール達を捜さがし回った。

　だが半年を費ついやして捜そう索さくしても、トールも、チャイカも、そしてフレドリカも見つからなかったのである。

　そもそもアカリ達が見た『流星』が、トール達でなかった可能性も在るのだ。

　勿論、その場合はトール達は何らかの理由で、別の場所に落ちたか……あるいはそもそも、亡なき骸がらすら残らない様な死に方をしたかもしれない。高所から落下して地面に叩き付けられれば、死体なんぞ原形を留とどめないどころか、あちらこちらに飛散してしまう可能性すら在った。

　セルマやダヴィードはとっくに、トール達の生存を諦あきらめている様だった。

　だが……アカリは諦めていない。

　半年捜してトール達が見つからないのであれば、捜す場所を間ま違ちがっていた、と考えるだけの事だ。死体すら見つからない以上、彼等が死んだと確定した訳でもない。少なくともアカリはそう考えていた。

「兄様の事だからな。わざと変な場所を選んで落ちたりしても私は驚おどろかない」

　自分にそう言い聞かせる様に呟くと、愛用の鉄てつ槌ついを背負い、アカリは宿の階段を下りていく。チャイカから渡わたされていた幾いくばくかの金も、この半年の逗とう留りゆうで丁度底をついた。何にしても潮時だという事である。

　そして──

「……遅おそい」

　宿屋の玄げん関かんで待っていたのは、紅チャイカだった。

　彼女もまた、旅装しよう束ぞくに身を包んでいた。この半年間はアカリと同じこの宿に泊とまって、トール達を捜していた為ため──彼女のこの格好を見るのも、久し振ぶりだ。背中にはお馴な染じみの蛇咬剣スネークブレイドも背負っている。

　だが……

「何の真ま似ねだ？」

　アカリは眉まゆを顰ひそめて問う。

　勿論、アカリは独りでトール達を捜しに出で掛かける積もりだった。

　この半年間、同じ宿に逗留し、紅チャイカ、それにセルマとダヴィードとも一いつ緒しよに行動してトール達を捜してきたが、その協力態勢も昨日までだとアカリは割り切っていた。少なくとも──もうセルマとダヴィードは旅が出来る状態ではない。

　セルマが、ダヴィードの子を身み籠ごもったからである。

　二人はとりあえずこの村に腰こしを落ち着ける積もりである様だった。辺境の村は山さん賊ぞくや夜や盗とうの脅きよう威いも無視出来ない。腕うでの立つ槍士ランサーのダヴィードや、魔法師ウイザードのセルマは、何かと歓かん迎げいされており、村からは家を一いつ軒けん用意するのでこのまま住み着いて欲しいと乞こわれていたのを、アカリは知っている。

　だから紅チャイカもまた、彼等と一緒にこの村に住み着くものだと思っていたのだが。

「私も探す。トールと──」

　一いつ瞬しゆん、迷う様に口ごもってから、しかし紅チャイカははっきりと言った。

「私の妹とを」

　それはつまり白チャイカの事か。

　どうやら、紅チャイカの中では、白チャイカの事はそういう形で落ち着いたらしい。今更どちらが本物かなどという話で争う意味も無い以上、それは賢けん明めいな判断だった。

　しかし……

「フレドリカは？」

「どうでもいい」

　身も蓋ふたもない言い方をする紅チャイカ。

「どうせ──トールと一緒」

「まあそれは、そうか」

　とアカリは頷うなずいた。

　装鎧竜ドラグーンが、契けい約やくした竜騎士ドラグーン・キヤバリアと離はなれるとは思えない。

　もし──生きているならば。

　そして竜騎士も装鎧竜も、このフェルビスト大陸において最も死から遠い存在でもある。

「でもアカリ」

　紅チャイカは僅わずかに首を傾かしげて言った。

「あて──在る？」

「実は無い」

　平然とした口調でアカリは言った。

「不安……」

　肩を落とす紅チャイカ。

　そんな彼女を眺ながめつつ──

「とりあえず一いつ旦たん、デルソラントの街に戻る」

　アカリは腕を組んでそう告げた。

「デルソラント？　何な故ぜ？」

「私達の──私と兄様が白いチャイカと出会った場所だ。そこから、もう一度、私達の旅をなぞり直そうと思う。兄様もそうするのではないかと思ってな」

「何を根こん拠きよ？」

「妹の勘かんだ」

　何故か、そこはかとなく得意げな表情を浮かべて言うアカリ。

　紅チャイカはしばらく、眼めを細めて疑わしげにアカリを眺めていたが──やがて長々と溜息を一つついた。自分の方にもあてが無い以上、どれだけ根拠が疑わしくても、アカリの主導に従うしかないと分かっているのだろう。

「他ほかに手て掛がかり無し。同道希望──」

　と言いかけて。

「…………」

　紅チャイカは首を振ふると、改めてアカリの眼を真っ直すぐ見み据すえて言った。

「私、雇やとう──乱破師サバターアカリ・アキュラ」

「……は？」

「目的、トール・アキュラ、妹の探たん索さく。助力必要。乱破師雇う」

「…………」

　アカリはしばらく無言で紅チャイカを眺めた。

　呆れているのだと、紅チャイカに分かったかどうかは、分からない。

　ただ奇き妙みような既き視し感かんがアカリにはあった。かつては白チャイカがトールとアカリを雇って『遺体』探しの旅に出た。今は紅チャイカがアカリを雇って、トールと白チャイカとフレドリカを探す旅に出る、という訳だ。

　結局──

「拒こばむ理由も無いか」

　とアカリは言った。

「だが私の主あるじは兄様だからな。あくまで暫ざん定てい、仮の、兄様を見つけるまでの、契約だ」

「充じゆう分ぶん──早さつ速そく、出しゆつ立たつ」

　ついてこい、とばかりに歩き始める紅チャイカ。

　その姿をしばし立ち止まったまま見つめて──アカリは首を横に振った。

「紅チャイカ」

「……？」

　呼び止められて振り返る紅チャイカ。

「デルソラントはこっちだ」

　紅チャイカの歩き出したのと、反対方向を指さすアカリ。

「……！」

　みるみる頰ほおを紅潮させる紅チャイカ。

　アカリは大きく頷きながら──

「では参ろうか、我が主」

「不ふ遜そんな従卒……！」

　歩き出すアカリと、小走りに彼女に並ぶ紅チャイカ。

　二人の娘むすめは、宿を離れ、朝日射さす街かい道どうの上を、東に向かって進んでいく。

　長い長い昔せき日じつの記き憶おくを、遡さかのぼるかの様な道みち程のり。

　その最さ中なかでいつか最愛の兄と再開出来るのだと──アカリ・アキュラは固く信じて疑わなかった。
















　　　あとがき







　どうも、軽小説屋の[image: さかき]さかきです。

『棺姫ひつぎのチャイカ』第十一巻をお届けいたします。




　なんだかんだで本編最終巻であります。

　ここまで、おつきあいいただいた読者の方々、ありがとうございます。

　どっかの漫まん画がみたいに『もうちょっとだけ続くんぢゃよ』とは言っておきますが（笑）。

　正しくは、この後に未まだ一冊、書き下ろしを収録した文庫が一冊出ますが、アニメと歩調を合わせてきたという意味でも本編としてはこれが最後であります。




　ＯＶＡとしてのアニメ化を含ふくめると、富ふ士じ見み書しよ房ぼうのファンタジア文庫で書かせてもらった小説としては、三本目のアニメ化作品であり……私としては色々と考えさせられる事も多かった作品であります。




　当時、既すでに十年ばかりラノベ書きをして、短いながらもラノベ業界の『売れ筋』の変へん遷せんを見てきた身としては、学園ラブコメハーレムものが主流の中、ファンタジーものを出して売れるかどうか、かなり不安でありました。




　商業作品である以上、売れなければ早期終しゆう了りよう、予定した物語を消化せずに強引に終わらねばなりませんが……最初にファンタジーとして大おお風ぶ呂ろ敷しきを広げている以上、二冊や三冊で終われば、どうやっても無理矢理な感じが出てしまいます。

　折角買ってくださっている読者の方々に、それでは申し訳無い、と思うなら、そもそも大風呂敷を広げない、こぢんまりした、日常の延長みたいな作品を書いた方が安全とも言える訳で。実際、そういう作品が売れていましたし、そういう作品を書く事にも興味が在ったのも事実なのです（実際、講こう談だん社しやラノベ文庫の方で出してもらっている『アウトブレイク・カンパニー』も同時期に企き画かくを立てていましたが、ファンタジー世界が舞ぶ台たいとはいえ、あちらは基本、日常寄りで、更さらには最低二巻でたためる構造を用意し、人気が出れば続刊を用意する……という形で企き画かく書しよを提出していました）。




　ただ、立ち上げ当時の担当であるＭ女史は、頑がんとして『旅もののファンタジー』路線を譲ゆずらず、それでも迷う私に『私は[image: さかき]さんの書いたそういうのが読みたいんです』と強固に主張してくださった結果、こうして『棺姫のチャイカ』は世に出る事になりました。

　ちなみにＭ女史は別にファンタジー作品を偏へん愛あいしているという訳ではなく、現代学園ものだの何だの、色々なジャンルの作品を担当しておられますし、恐おそらく担当作がアニメ化したという意味ではラノベ業界でも屈くつ指しの数を誇ほこる方でしょう。




　彼女が『ファンタジー』にこだわった理由、それを私に書かせようとした理由は幾いくつか在るとは思いますし、その全ては私には分かりませんが──彼女なりの分ぶん析せきと勝算があったのでしょう。

　不安を抱かかえた私はＭ女史とは何度も作品内容について揉もめましたが（ちなみにＭ女史は機杖ガンドの設定が嫌きらいだったようで、とにかく、普ふ通つうの『魔ま法ほうの杖つえ』にさせたがってました）、編集者として『作品内容以外での部分』での売る努力を重ねてくださいました。

　その結果、『棺姫のチャイカ』第一巻は早々に重版が掛かかり、更には通算十巻越ごえとなり、アニメ化もされるくらいに、読者の方々に受け入れて貰もらえました。




　人気キャラであるフレドリカや、紅あかチャイカの登場に関しても、私は実の処、もっと後を想定しておりましたが、Ｍ女史や、Ｍ女史異動後に再度、私の担当をしてくれた、たなぽんの意見で、出番が早まりました。

　これも結果的には、良かった様です。




　また……スタジオ・ボンズ、増ます井い監かん督とくによるアニメ化に関しても、御ご視し聴ちよういただいている方はお分かりでしょうが、非常に高クオリティのものに仕上がっておりまする。

　声優さん達の演技もとても『らしい』もので、私の中ではもう完全に、トールやチャイカが間ま島じまさんや安あん済ざいさんの声で喋しやべるようになってます（笑）。




　なんだかんだで、色々な方々に助けて貰ってこの作品は此こ処こまで来ました。

　幸せな作品であると思います。

　結局のところ、周りを見て分析し、時流に乗る事も間ま違ちがいではないけれど、『自分のやりたいもの、自分の得意なもの、自分の実績のあるもの』で勝負を仕し掛かけるのも、また、間違いではない──という事でしょう。




　願わくば、本編後の最後の一冊に関しても、読者の皆みなさんに喜んで貰えますように。




　２０１４／11／12
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